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　★１★




　時刻は、午後の七時半を回ろうとしていた。最近は大だい分ぶ日が長くなってきているとは言え、さすがにこの時間になればあたりはすっかり暗くなっている。

　そんな月つき与よ野の市の街を、一人の少年が歩いていた。十六、十七歳といったところだろう。際きわ立だった特とく徴ちようのないごくごく普ふ通つうの少年だった。

　市内にある、月つき与よ野の南みなみ高校の制服を着て、肩には鞄かばんを提さげている。

　高こう坂さか史し郎ろう。それがこの少年の名前だ。月与野南高校の２年生。勉強も運動も平均の少し下ぐらいだった。

　大した活動はしていないが、オカルト研究部に所属している。別にオカルト関連に興味があるわけでなく、ちょっとした事情により入らざるを得なかったのだ（どんな事情なのかは一巻を参照）。

「ふう、すっかり遅くなっちゃったよ」

　歩きながら、史郎はそう呟つぶやいた。

　午後の授業が終わり帰ろうとしていた史郎は、唐とう突とつに担任の教師に呼び止められた。そのまま、物置として使われている空き教室の掃そう除じをするよう言いい渡わたされたのだった。

　理不尽な命令に、普通の若者ならば憤いきどおりを感じてしまうところだろう。しかし、史郎はかなりのお人好しだった。おまけに、掃除が好きときていた。

　ホコリだらけの空き教室を見た途と端たん、掃除魂だましいに火がついた。そのまま一心不乱に掃除をし、空き教室をピカピカにした。結果、帰るのがすっかり遅くなってしまったのだった。

（でも、どうして僕が居残り掃除をさせられたんだろ？）

　今いま更さらながら、史郎はそんな疑問を覚える。

　自分は決して問題のある生徒ではないはずだ。校舎のガラスを割ったりもしなければ、盗んだバイクで走り出したりもしない。

　成績はあまり奮わないものの、授業にだって真面目まじめに出ている。

　そんな自分が、何かのペナルティーとも思える居残り掃除を任されるということが奇き妙みようでならなかったのだ。

　奇妙と言えばもう一つ、掃除が終わり職員室に報告に行った時の担任教師の反応だ。




『あれ？　高坂。お前まだ校舎に残ってたのか？　珍めずらしいな』

『えっ？　斉さい藤とう先生に頼たのまれた掃除をしてたんですけど』

『掃除？　……………ああ、そうだった。お前に頼んだんだ。でも、どうしてお前一人に？』

『そんなの、僕に聞かれても困ります』

『あ、ああ。確かにそうだな。とにかく、ご苦労だった。早く帰れよ』




　最後まで、どこか腑ふに落ちないといった様子で担任教師は首を捻ひねっていたのだった。

（僕に掃そう除じを頼たのんだことを忘れてた上に、どうして頼んだのか自分でも分からないって感じだったぞ）

　不思議に思ったものの、史し郎ろうはそれ以上悩んだりはしなかった。

「それだけ疲れてたってことかな。教師って仕事も大変そうだし」

　担任教師の奇き妙みような反応については、そう結論づける。

　どうして自分に掃除を頼んだかに関しては、それだけ自分の掃除の腕が認められていたのだろうと都合良く解かい釈しやくした。

　掃除好き男子としては、少々気持ちがいい。

「帰ったら、カミラに自じ慢まんしてやろっと」

　そんなことを呟つぶやく。

　カミラというのは、現在史郎の家に居い候そうろうをしている少女。驚おどろくべきことに、人間ではなく吸きゆう血けつ鬼きだった。

　中世ヨーロッパにて悪逆の限りを尽つくした女吸血鬼、カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾール。

　とある神父によって倒たおされたカミラは灰と化し、その灰は合計で十四本の瓶びんに入れられ封ふう印いんをされていた。

　史郎はひょんなことからそのうちの一本の瓶を手に入れ、その灰に自らの血をたらすことで蘇よみがえらせてしまったのだった。

　いろいろな事情もあり、今は共同生活を送っている。

　夜行性のカミラは、もう起きている頃ころだろう。

　史郎が早足で自宅のマンションを目指している時だった。立て看板が史郎の前に立ちはだかった。

『工事中につき迂う回かいをお願いします』

　看板にはそう書かれている。迂回路を示す矢印も描かれていた。

　見たところ、工事をしている様子はなかったものの強引につき進もうとは思わなかった。

　矢印に従い、いつもとは違う道へと足を踏み入れる。初めて通る道だった。

　少し進んだ先にて、史郎はある建物を見つけた。

「へえ、こんな所に教会があったんだ」

　三角屋根の白い建物だった。一階建てでさほど大きくはない。いわゆる、街の教会といった感じだった。屋根の上には、十じゆう字じ架かが掲かかげられている。

　史郎は別にクリスチャンでも何でもないから、そこまでの興味は抱いだかなかった。普ふ通つうに前を通り過ぎようとする。

　そんな史し郎ろうの耳に、その声は聞こえてきた。

　耳に心地いい、澄すみ切きった女性の歌声だった。外国語の聖歌のようだ。

　史郎は思わず足を止めてしまう。

（どんな人が歌ってるんだろ？）

　そんな興味が胸に湧わき上あがった。

　歌声に吸い寄せられるように、史郎は教会の扉とびらへと歩み寄る。扉に手を当て押すと、すんなりと開いた。

　教室、一つ分程のこじんまりとした礼拝堂だった。教会ではお馴な染じみの長なが椅い子すが並べられている。奥おくには祭さい壇だんがあった。

　その祭壇の前に、修道服に身を包んだ一人のシスターがこちら向きに立っていた。頭にはベールをかぶっている。胸の前で手を組み、瞳ひとみを閉じて歌声を響ひびかせていた。

　年は、史郎と同じかやや下、十五、十六歳といったところだろう。整った顔立ちの美少女だった。日本人ではなさそうだ。

　少女の美しい歌声は響く。いつの間にか、史郎は礼拝堂の中へと入り歌声に聞きき惚ほれてしまっていた。

（ああ、何てキレイな歌声なんだ）

　と、少女が史郎の存在に気付いた。歌を中断し、『まあ』と小さく声を上げ史郎を見る。

「す、すみません。勝手に入ったりして」

　慌あわてて頭を下げ、教会を出ようとした史郎。その背中に少女の声が届く。

「あらあら、かまいませんよ。教会の扉は、誰だれに対しても開かれているものですから」

　その言葉に史郎は足を止めた。ゆっくりと振ふり返かえる。

　少女は優しく微笑ほほえみながら史郎の目の前へとやって来た。終始笑顔のため、目は極限まで細められている。いわゆる、糸目というものだ。

「それで、この教会にどんな御用でしょうか？」

「いえ、用とかじゃないんです。道を歩いてたら歌声が聞こえてきて。どんな人が歌ってるかなって思ってつい」

「まあまあ、そうでしたか」

　少女は上気した頰ほほを隠かくすように両手で押さえた。

「週末に行われる催もよおしのために、聖歌の練習をしていました。教会の外にまで漏もれていたなんて、少し恥はずかしいです」

「そんなことありませんよ。すごくキレイな歌声でした。僕、聖歌とかよく分かんないけど、それでも聞き惚れちゃいました」

　史郎の誉ほめ言葉に、少女は嬉うれしそうにはにかんだ。

「ありがとうございます。私は、フィアと申します。今度、この教会に赴ふ任にんしてきた神父の娘なんです」

（なるほど、神父の娘さんなんだ）

　教会のシスターとしては若過ぎることを少し疑問に思っていたが、少女の説明で納得する。

　それから、史し郎ろうも自己紹介をした。

「高こう坂さか史郎って言います。月つき与よ野の南みなみ高校の生徒です」

「高坂さんですね。こんな遅くまで学校ですか？」

「ええ、まあ。でも、勉強とかじゃないんです。ちょっと先生に掃そう除じを頼たのまれて」

　少女が相手だが、ついつい敬語になってしまう。それは、彼女の持つ清らかで、大人びた雰ふん囲い気きのせいだった。

「あの、高坂さん。大変申し訳ありませんが、少し時間をいただいてもよろしいでしょうか？」

　少女がそんなことを言った。

「やはり催もよおしで歌う歌があるのですが、練習を始めたばかりで上手うまく歌えるかどうか少し不安を感じています。高坂さんに聞いていただき、感想などをいただけたらと思うのですが」

　もうすでに帰るには遅い時間だ。今いま更さら、十分、十五分時間が追加されたところでどうということもない。

　それに、純じゆん粋すいに少女の歌声をもっと聞きたいという気持ちもあった。

「僕で良ければ」

「まあまあ、ありがとうございます」

　史郎の手を取り、少女は喜ぶ。ぐっと縮まった距離に、史郎はドギマギしてしまう。

「それでは、どうぞこちらへ」

　少女に引っ張られ、史郎は一番前の長なが椅い子すへと案内された。そこに腰を下ろす。

　少女は、祭さい壇だんの前に立った。

「これから歌う歌は、聖歌とは違います。ヨーロッパの古い子守歌です。お子様連れの方が集まるということで、歌うようにお父様に言われました。曲のタイトルは、『Wärme der Mutter』日本語に訳すと、《母のぬくもり》という意味です」

　そんな前置きをし、少女は歌い始めた。

　もちろん、史郎には言葉の意味なんて分からなかった。それでも、そのゆったりとした曲の調しらべは史郎の心に深く染しみ渡わたる。

　自然と、史郎は母親のことを思い出した。

　史郎が小学六年の時、両親が離り婚こん。史郎の家は父子家庭となった。

　母親は結けつ婚こん前に働いていた商社に職場復帰し、今は別の土地でバリバリ働いている。会うのは年に二、三度程度だ。

　母親を恋こいしく思う年でもないが、子守歌が幼い頃ころ、母親に甘えていた記き憶おくを呼び覚ます。

　すべてが懐なつかしかった。

　ふと気付くと、史し郎ろうはとどめなく涙なみだを流していた。

（子守歌で泣くなんて、恥はずかしいじゃないか）

　慌あわてて瞳ひとみを拭ぬぐってから、改めて歌う少女を見た。

　そこで、史郎はハッと息を飲んだ。少女の瞳が、大きく開かれていたからだ。

　問題は、現れた瞳の色だった。

　赤。

　それは、吸きゆう血けつ鬼きの瞳の色だった。

　蘇よみがえった吸血鬼は、史郎の家にいるカミラだけではなかった。他、十三本の瓶びんからもカミラ達は復活している。

　瓶に記されていた番号をその身に宿した、カミラ・ナンバーズ達だった。

　そして、完かん璧ぺきなカミラとなるべく、カミラゲームという名のバトルロイヤルを行っている状じよう況きようだった。

（この子は、カミラ・ナンバーズなんだ!?）

　慌てて逃げようとするも、体の自由が奪うばわれていた。立ち上がることさえできない。少女と瞳を合わせたその一いつ瞬しゆんで、催さい眠みん術じゆつをかけられてしまったようだ。

　再び瞳を細めた少女は、子守歌を続けながら史郎に掌てのひらを開いて見せる。

　そこには、『４』という数字が記されていた。カミラ・ナンバーズの一人、カミラ４だったのだ。

　少女が名乗った名前、フィアは、実はドイツ語で４を現す言葉だった。そこに気付いていれば史郎も少しは警けい戒かいしたかもしれないが、中学生英語ですら危うい史郎にそれを期待するのも酷こくだろう。

　動けない史郎に向かって、カミラ４は子守歌を歌い続ける。

　こんな状況ながら、幼い頃ころの記き憶おくが次から次へと蘇っていく。新しい物から古い物へと、過去を遡さかのぼっていった。

　史郎の心は懐かしさで一杯になった。涙が止まることなく流れ続ける。

「ああ、ママ」

　本当に幼い頃にだけ使っていた母親に対する呼び方。それが自然と口をついて出る。

　そして史郎は……。




　★２★




「おっそ[image: ～][image: ～]い！」

　四階建てのマンション、その最上階の部屋にて少女は不満の声をぶちまけた。

　見た目の年齢は十三、十四歳。金きん髪ぱつのツインテールで、長い毛先は腰のあたりにまで到達している。

　その体を包んでいるのは、露ろ出しゆつの多いボンテージ服。ただし、胸も尻しりも薄いため大人のエロスとは無む縁えんだった。

　彼女の名前はカミラ。史し郎ろうの血によって現代に蘇よみがえった吸きゆう血けつ鬼き少女だった。

「せっかくアタクシ様が、史郎のために夕飯を作ったって言うのに。どこで油を売ってるのよ」

　そうわめくカミラの脇わき、ダイニングのテーブルには、彼女が史郎のために作った夕飯があった。

　大皿に、どす黒いグチョっとしたものが山盛りになっている。残飯と呼ぶのもおこがましい代しろ物ものだった。

　見かけからは想像もつかないが、一応海かい鮮せんかた焼きそばだ。しかも、作った本人はわりと上手うまくできたと思っているのだから質たちが悪い。

「シローの奴やつ、帰ったらとんでもねーモンを食わされるって本能的に悟さとったんじゃねーのか？　で、ビビッて帰ってこねーのかも」

　リビングのソファーからそんな声を飛ばすのは、カミラよりやや大おお柄がらな少女だった。

　活発そうな雰囲気で、髪はポニーテールにまとめられている。肌はだはやや褐かつ色しよく。細身で筋肉質の体の持ち主で、体にピッタリと張り付くようなレオタードを着用している。まるで格かく闘とう家かのような恰かつ好こうだ。

　ノースリーブの左肩には、『７』という数字がしっかりと記されていた。

　七番目の瓶びんから蘇った、カミラ７だった。

　カミラゲームにおいてはカミラの敵だが、今のところは休戦協定を結んでいた。しかも、この家に居い候そうろう中だったりもする。

「試しにそいつを残飯入れにでもぶち込んでみろよ。危機が去ったって感じて、戻ってくるかもしれねーぜ」

　デリカシーの欠片かけらもなくそんなことを言うカミラ７を、カミラが真っ赤な瞳ひとみで睨にらみつけた。

「まっ、ジョーダンだよ。ジョーダン。本気で怒おこるなよな、番号なし」

　カミラ７が肩をすくめて見せる。

　ちなみに、番号なしというのはカミラのことだ。

　蘇った他のカミラ達と違い、彼女の体には番号が記されていない。

　そのほとんどがゴミとホコリで、大した危険はないと教会が判断しナンバリングされなかった十四番目の瓶。

　カミラが番号なしなのは、この十四番目の瓶から蘇ったからとのことだった。

　実際、カミラ・ナンバーズに比べると基本的な吸血鬼の能力に乏とぼしかった。

　カミラ７は部屋にある時計を見た。

「八時かよ。確かにちょっと遅いけどよ、ダチと遊んでたらこれぐらいになるんじゃねーの？」

「だったら連絡ぐらい寄越しなさいよね。こっちはいつもぐらいの時間に帰ってくると思って、早起きして夕飯を作ってたんだから」

　カミラがプリプリと怒っている時だった。ベランダに繫つながるリビングの窓、その鍵かぎが勝手に外れた。窓が少し開き、そこから白いモヤのようなものが室内へと入ってくる。

　それは霧きりだった。

　リビングの中央あたりで、霧は実体化した。一人の少女の姿となる。

　髪の毛は銀ぎん髪ぱつのツインテール。高級そうな貴族服を着ていた。品のある少女の顔立ちに、その服装はよく似合っている。

　少女の手ての甲こうには、『10』という数字が記されている。

　十番目の瓶びんから蘇よみがえったカミラ10だった。彼女もまた休戦協定を結んでいて、ここに居い候そうろうしているわけではないが、夜ともなれば三日と空けず遊びにやって来ていた。

　当初は窓をノックして開けてもらっていたが、最近はすっかり遠えん慮りよがなくなったのか吸きゆう血けつ鬼きが持つ瞳ひとみの力、ちょっとした念動力で鍵を開け自由に出入りをしている。

「こんばんは、皆さん」

　カミラ10は優ゆう雅がに会え釈しやくをして見せた。

「10番。お前、また来やがったのかよ。いくら通ったところで、シローはお前のモノにはならねーぜ」

　カミラ７がからかうように言う。

「あら、それは分かりませんわよ。わたくしのような淑しゆく女じよが好みという男性は多いのですから」

　カミラ10は、野性味あふれるカミラ７の風ふう体ていを見て続ける。

「少なくとも、貴方あなたのような乱暴な女性よりはずっとずっと需じゆ要ようがあるはずですわ」

「なっ！」

　カミラ７が険悪な顔になる。それでも、すぐに余よ裕ゆうの笑えみを浮かべた。

「ハッ、馬ば鹿かも休み休み言えよな。そんなお子様体型にどんな需要があるって言うんだよ」

　無ぶ遠えん慮りよな視線をカミラ10の胸元へと向ける。カミラ程ではないが、カミラ10の胸もかなり小ぶりだ。

　それに比べると、カミラ７はそれなりの胸の大きさを持っている。巨きよ乳にゆうとまでは言えないまでも、まあまあのボリュームだった。

「せめて、オレぐらいはなきゃな」

　自じ慢まん気げに胸を張るカミラ７に、カミラ10は同情するような視線を向ける。

「まあ、貴方にはそれぐらいしか女性らしい部分がありませんものね」

「何だと！」

　カミラ７がさらに険悪な顔になった。

「よし分かった！　だったらシローで試そうじゃねーか。オレとお前、どっちがシローをドキドキさせられるか勝負だぜ！」

「誘ゆう惑わく勝負ですか。フフフ、面おも白しろそうですわね」

　カミラ10も売られたケンカをあっさりと買う。

「ちょっと！　二人して勝手に話を進めないで！　史し郎ろうを誘惑だなんて、そんなことアタクシ様が許さないわ！」

　二人の間に割って入り、カミラが叫さけんだ。

「だったら、カミラさんも参加すればいいのですわ。それならフェアではありません？」

　カミラ10が挑ちよう発はつするように尋たずねる。

「それとも、自信がありませんの？」

「そんなことないわ！　自信ならあるわ！　ありまくりよ！　何てたって、アタクシ様は史郎の血で蘇よみがえってるの！　史郎の好みなら何でも知ってるんだから！」

　意固地になりカミラが声を張り上げる。

　それでも、内心少し不安だったりする。

　カミラ10はともかくとして、カミラ７の胸はかなり脅きよう威いだった。

　史郎の血で蘇ったからこそカミラは知っていた。史郎が、大人っぽい女性が好みだってことを。

「ただ、残念ね。まだ史郎、帰ってきてないのよね。だからこの勝負はまた次の機会にしましょ。はい、終わりっ！　終わりったら終わりなのよ！」

　強引にうやむやにしようとするカミラに、カミラ10が少し驚おどろいた様子で尋ねる。

「えっ、史郎さん。まだ帰ってきていませんの？」

「そうなのよね。連絡もないし。せっかく作った夕飯、冷めちゃったわよ」

「連絡もない……。少し心配ですわね」

　カミラ10が少しだけ深刻そうな顔をする。

「そんな大したことじゃねーだろ？　シローだって子供じゃねーんだからよ。普ふ通つうに友達と遊んでんだぜ、きっと」

「でも、これまでこんな時間まで史郎さんが遊び歩くなんてことありませんでしたわ」

「確かに言われてみればそうね」

　カミラも同意する。

「友達の家に寄って遅くなる時は普通に連絡くれてたし。こんなこと初めてだわ」

「となると……」

　これでもかってくらい深刻な顔で、カミラ７が呟つぶやいた。

「ひょっとして、女かも？」

　三人の間に緊きん張ちようが走る。

「シローの奴やつ、女と遊んでんじゃねーのか？　家に連絡するのを忘れるぐらい夢中になってたりして」

「じょ、冗じよう談だんじゃないわ！」

　カミラが声を張り上げた。

「史し郎ろうは、アタクシ様のモノよ！　どこぞの馬の骨とも分からない人間の女に取られるなんて我が慢まんならないわ！」

「史郎さんがカミラさんのモノ、という部分に関しては納得しかねます。しかし、その後に部分に関しては強く同意いたしますわ」

　カミラ10も頷うなずく。

「そうよ！　史郎のスマホに電話をかけてみれば済む話だわ！」

　カミラがそんな声を上げた直後だった。リビングにある電話機がトゥルルルルルルルルルとベルを鳴らす。

「噂うわさをすれば何とやら、きっと史郎よ」

　少しホッとしながら、カミラが受話器を取る。

「もしもし、史郎？　アナタ、こんな時間まで一体何をしてるの？　アタクシ様、アナタのために夕飯作ったんだから。早く帰ってきてよね」

　しかし、返ってきたのは聞き慣れない少女の声だった。

『まあまあ、落ち着いて。私は高こう坂さかさんではありませんよ』

　人違いだったと慌あわてるカミラに、衝しよう撃げきの事実が告げられる。

『私は４番。そう言えばお分かりでしょう？』

「カミラ４!?」

　カミラは驚おどろきの声を上げた。

「カミラ４だって!?」

「そんな!?」

　リビングにいたカミラ７、カミラ10も緊張を走らせる。

『高坂さんは、今、私の腕の中にいます。ひどく無防備で、そして愛らしい姿で』

「それ、どういうことよ!?　アナタ、史郎に何をしたのよ!?」

　カミラの激しい問いかけには答えず、カミラ４はこう告げた。

『高坂さんを返して欲しければ、月つき与よ野の市の前まえ原はら町にある小さな教会に来てください。お待ちしていますから』

　カミラ４からの電話は切れた。

「くそっ、まさか史郎がカミラ４に捕つかまってたなんてな」

　カミラ７が歯は嚙がみをして悔くやしがる。

「教会に来いだなんて。これは何かの罠わなに違いありませんわ」

　カミラ10が形のいい眉まゆをひそめた。

　分割された灰から蘇よみがえった不完全な存在と言えども、二人は紛まぎれもない吸きゆう血けつ鬼き。耳を澄すませば、受話器越しのカミラ４の声を聞き取るぐらい造作もなかった。

「たとえ罠わなだとしたって、行かないわけにはいかないわ！　だって史し郎ろうが、史郎が捕つかまってるんだから！」

　カミラが、先程カミラ10が入ってきた窓へと向かった。窓を開けベランダへと出る。

　カミラの腰の後ろから、エネルギー体のようなコウモリの翼つばさが飛び出した。それを羽ばたかせ、カミラは夜の空へと飛び立つ。

「待てよ、オレも一いつ緒しよに行くぜ！」

「わたくしもですわ！」

　同じように翼を生やし、カミラ７、カミラ10もカミラの後に続いたのだった。




　★３★




　教会の正確な場所は知らなかったが、前まえ原はら町がどのあたりかは把は握あくしていた。とりあえずその方角へと飛ぶ。

　地上と違い、空には障害物がない。当然、道に迷うこともない。

　ものの十分もしない内に、カミラは前原町の上空に到着していた。

　闇やみ夜よを見通す吸血鬼の瞳ひとみであたりを見み渡わたす。すぐに、教会の特とく徴ちよう的な屋根を見つけた。

　急降下し、教会の建物の前へと舞まい降おりる。腰の後ろの翼を引っ込めた。

　カミラ７、カミラ10の二人も、さほど間を置かず着地した。同じように、コウモリの翼を収納する。

「ここで間ま違ちがいなさそうね」

　うっすらと光の漏もれる扉とびらを見つめ、カミラが呟つぶやいた。

「よりにもよって教会に呼び出されるなんてな。縁えん起ぎでもねーぜ」

　カミラ７がぼやく。

　吸血鬼と教会。普ふ通つうに考えても相性は悪そうだが、彼女達の場合はそれだけではない。

　カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾールは教会と対立し、最終的には神父によって心臓に杭くいを打ち込まれたという過去がある。その痛みの記き憶おくは、今のカミラ達の胸にも刻きざみ込こまれていた。

　伝承にあるように、十じゆう字じ架かを突つき付つけられたからといって苦しむことはないものの、好き好んで足を踏ふみ入いれたい場所ではなかった。

　しかも、カミラ４からの呼び出しだ。どんな罠を仕掛けているか分かったものではない。

　蘇ったカミラ達は、それぞれ一つずつ特別な力を持っている。呪のろわれた能力と呼ばれるものだ。

　カミラ４の能力がどんなものか？　それが分からないまま彼女の元へ飛び込むのはあまりに危険な行為だった。

「って、臆おく病びよう風かぜに吹かれてる場合じゃねーな。番号なし、10番、殴なぐり込こみをかけよーぜ！」

　カミラ７が、左の掌てのひらに右の拳こぶしを叩たたき付けてバシンと音を立てる。

　彼女に鼓こ舞ぶされ、カミラとカミラ10もその気となった。

「さあ、行くわよ！」

　カミラが教会の扉とびらを押し開いた。建物の中へと飛び込むようにして入る。

　祭さい壇だんの前でこちらに背を向け立っているシスター目がけ、足を進めた。

「アナタがうちに電話をしてきたカミラ４ね！」

　背中に向かってそう叫さけんだ直後、カミラは気付いた。一番前の長なが椅い子す、そこにキレイにたたまれ置かれている見慣れた服にだ。

　それは、月つき与よ野の南みなみ高校の制服だった。靴くつと鞄かばんも脇わきに置かれている。さらに、靴くつ下したやトランクスの存在までも確認できた。

　カミラは顔色を変え叫ぶ。

「これはどういうこと!?　アナタ！　史し郎ろうをどうしたのよ!?」

　カミラ７は、その拳を強く固め戦いの準備をする。カミラ10もまた、自らの呪のろわれた能力をいつでも発動できるよう身構えた。

　緊きん迫ぱくした空気の中、シスター……カミラ４は穏おだやかな口調で言った。

「まあまあ、そんなに大きな声を出さないでください。せっかく気持ち良さそうに眠ねむっているのに、目を覚ましてしまうじゃありませんか」

　カミラ４がゆっくりと振ふり向むく。その腕には、この場にそぐわないものを抱だきかかえていた。

　赤ん坊だった。一歳にも満たない。せいぜい七、八ヶ月といったところだろう。服は着ておらず、体にタオルを巻かれただけの姿。

　両手をグーにし、気持ち良さそうに眠っている。

「４番！　そんな赤ん坊、どこからさらって来やがったんだよ！　無関係な人間をオレ達の戦いに巻まき込こむんじゃねーよ！」

　驚おどろき叫ぶカミラ７。その隣となりで、カミラ10が掠かすれた声を漏もらす。

「そんな……カミラ４、貴方あなたの呪のろわれた能力は……まさか……」

「《闇聖母の子守歌ダークマムララバイ》……」

　カミラが表情を強こわ張ばらせ呟つぶやいた。

「まあまあ、大正解です」

　穏やかな笑えみと共に、カミラ４が頷うなずいた。

　呪われた能力の一つ、《闇聖母の子守歌》。それは、魔ま力りよくの込もった歌声を聞かせることで、人間の肉体、精神を赤ん坊に退行させてしまうという能力だった。

　かつて、カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾールは、この能力を使い自分を滅ほろぼそうと攻せめてきた王国軍の兵士達を全員まとめて赤ん坊へと変え無力化してしまったこともあった。使い方次第では絶大な効果を発揮する能力だった。

「……ってことは、その赤ん坊がシローだってことなのか!?」

　赤ん坊の正体を知り、カミラ７が戸と惑まどいの声を上げる。

「４番、お前、何だってシローを赤ん坊なんかに？」

「無力な赤ちゃんは人ひと質じちとして最適だからですわね」

　カミラ10が確信を込めて呟つぶやく。

「それに、史し郎ろうさんを赤ちゃんにしてしまえば屍鬼グール戦士フアイターとなって前に立ちはだかることもありません。カミラさんの能力を封ふうじることにもなりますわ」

　番号なしで不良品のはずのカミラだが、何故なぜか呪のろわれた能力を一つ保有している。《鮮血の口づけブラツデイーキス》と呼ばれる能力で、人間を不死身の屍鬼戦士へと変身させてしまう能力だった。

「なるほど。確かに、屍鬼戦士になったシローは手て強ごわいからな。赤ん坊にして楽しようって考えかよ」

　カミラ７が面おも白しろくなさそうにフンと鼻を鳴らした。

「だとしたらとんだ計算違いだぜ。何せ、このオレがいるんだからよ」

「わたくしの存在も忘れてもらっては困りますわ」

　静かに、しかしハッキリとカミラ10も自己主張をする。

「お前がいくらシローを人質にしようと、そんなの意味ねーぜ。こっちにはカミラ・ナンバーズが二人もいるんだからな。シローを助けつつ、お前を倒たおすぐらいわけねーぜ」

「それに、貴方あなたの能力、《闇聖母の子守歌ダークマムララバイ》が効くのは人間のみ。わたくし達には効果がありませんわよ」

　カミラ10が冷ややかに言葉を続ける。

「史郎さんを人質としたことから考えて、多少はカミラさんのことを下調べしたようですけど、詰つめが甘いですわね」

「あらあら、それはひどい誤解です」

　悲しそうにカミラ４は首を横に振る。

「私は、高こう坂さかさんを人質にしようなんて少しも思ってはいませんよ。ましてや、そこにいる番号なしさんの能力を封じようとも」

「じゃあ、どうして史郎を赤ちゃんなんかにしたのよ！」

「そうですね。屍鬼戦士となり幾いく人にんものカミラ・ナンバーズに打ち勝ってきたこの人間の、純じゆん粋すい無む垢くな赤ちゃんの頃ころを見て見たかった。という理由ではどうでしょう？」

　はぐらかすかのように、カミラ４が答える。

「ふざけんな！　お前が何を企たくらんでるか知らねーけど！　ここで終わりにしてやるぜ！」

　カミラ７が吠ほえる。

「10番！　お前の能力でシローを４番から引きはがせ！　そしたらオレが一発ぶん殴なぐってやるぜ！」

「分かりましたわ」

　カミラ10は頷うなずき、鋭するどく叫さけんだ。

「《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》！」

　カミラ10の足元から大量のコウモリが湧わき出でる。大量のコウモリを召しよう喚かんし使し役えきする。それこそが、カミラ10の呪のろわれた能力だった。

「人間相手にしか効かない私の能力で、カミラ・ナンバーズ二人を相手にするのは分ぶが悪過ぎますね。ここは、退散させていただきましょう」

　カミラ４がそう呟つぶやいた直後だった。彼女のすぐ後ろ、教会の祭さい壇だんが眩まばゆいばかりの光を放った。

　強きよう烈れつなフラッシュに、コウモリ達がパニックを起こし教会の内部を飛び回る。

　カミラ、カミラ７、カミラ10もまた、一いつ瞬しゆん視界をホワイトアウトさせた。

　視界が戻もどった時、すでにカミラ４の姿は祭壇の前にはなかった。

　フラッシュを背中で受けたこと、また開いているのか閉じているのか分からない糸目だったことで、光の衝しよう撃げきを免まぬかれたのだろう。

「４番の奴やつ！　あらかじめフラッシュライトを仕込んでいやがったんだな！」

　目をチカチカさせながら、カミラ７が悔くやしそうに吐はき捨すてる。

「すぐにコウモリ達にあたりを探させますわ！　せめて史し郎ろうさんだけでも奪うばい返かえさないと！　ほら、貴方あなた達、落ち着いて！」

　カミラ10が、必死にパニックを起こしているコウモリ達をなだめようとする。

「待ってられないわ！」

　教会の外に出ようと、駆かけ出だそうとしたカミラだったが──。

「えっ!?」

　その足を止めた。

　史郎の服がたたまれて置かれていた一番前の長なが椅い子す。そこに、赤ん坊に退行した史郎、ベビー史郎が横たわっていた。

　騒さわぎに気付く様子もなく、いまだ眠ねむり続けていた。

「史郎、いるじゃないの」

　カミラは、拍ひよう子し抜ぬけした表情で呟いた。

「４番の奴、シローを置いてったのか？」

「人ひと質じちではありませんでしたの？　一体どうして？」

「そんなの、アタクシ様にだって分からないわよ」

　三人の吸きゆう血けつ鬼き少女は、啞あ然ぜんとしながらベビー史し郎ろうを見つめたのだった。




　★４★




　それから十数分後。

　マンションの部屋へと、一同は戻もどってきていた。

　カミラ、カミラ７、カミラ10。三人が取り囲んでいるのは、眠ねむるベビー史郎だった。

　当然置いてくることができるはずもなく、部屋へと連れてきたのだった。もちろん、制服や鞄かばん等の持ち物も回収してきている。

「今いま更さらですけど、この赤ちゃん。史郎さんで間ま違ちがいありませんの？」

　カミラ10が、そんな疑問を口にする。

「オレは間違いねーと思うぜ。ほら、どこかシローの面おも影かげがねーか？」

　とカミラ７。それでも少し不安も残るのか、カミラに顔を向ける。

「番号なし、お前はどう思うんだ？　シローの血で蘇よみがえったお前なら白黒つけられるだろ？」

「簡単に言わないでよ。確かにアタクシ様は史郎の血で蘇って記き憶おくだって受うけ継ついでるけど、赤ちゃんだった頃ころの顔までは本人の記憶に残ってないわ」

　不ふ機き嫌げんそうにカミラは言う。

「血の味を確かめればハッキリすると思うけど……」

　眠るベビー史郎を見た。ぷくぷくとした肌はだをしている。それを傷付ける気にはどうしてもなれなかった。

　そこでカミラはハッとする。

「そうだわ！　確かあの段ボール箱の中に！」

　そう叫さけぶやいなや、カミラはプイッとリビングを後にする。

　ドンガラシャンと賑にぎやかな音がした後、カミラは一冊のアルバムを抱かかえて戻ってきた。

「これ、史郎のアルバムよ。ひょっとしたら、赤ちゃんの頃の写真があるかもしれないわ」

「よし、早速見てみよーぜ」

　アルバムのホコリを払はらってから開いた。

「中学の体育祭の時の写真だわ」

「シローの奴やつ、すっ転んでんじゃねーかよ。とんだベストショットだぜ」

「この写真ではまだ分かりませんわ。次のページを」

　ページがめくられる。

「小学校の水泳大会の時の写真ね。多分、４年生ぐらいかしら」

「あら、史郎さん。昔はずいぶんと小こ柄がらでしたのね」

「腹が真っ赤だぜ。きっと飛び込みを失敗したんだな」

　現れる写真についついコメントを挟はさんでしまいつつも、どんどん時間を遡さかのぼっていく。

　そして、ついにその写真が現れた。

「あったわ！」

　それは、母親の腕に抱だかれる幼い史し郎ろうの姿だった。『史郎、七ヶ月、公園にて』と写真の下に記されている。

　眠ねむるベビー史郎の隣となりにアルバムを置き確認する。写真の史郎とベビー史郎、瓜うり二ふたつだった。

「間ま違ちがいないわ。この赤ちゃんは、紛まぎれもなく史郎本人よ！」

　カミラが確信を込めて頷うなずいた。カミラ７、カミラ10の二人も同意する。

「となると、ますます疑問を抱きますわ。カミラ４がどうして史郎さんを残して立ち去ったのか」

　カミラ10が首を捻ひねる。

「フラッシュでわたくし達が目を眩くらませている間でしたら、普ふ通つうに連れて逃げられたはずですのに」

「さすがに、赤ちゃんを人ひと質じちにするなんて良くないって思ったんじゃないの？」

「馬ば鹿か言うなよ。そんな良心があったら、最初っからシローを赤ん坊になんかしてねーぜ」

「そうですわね。となると、史郎さんを置いていったことにも何らかの意図があるということになりますわ」

　三人が深刻そうな顔で意見を出し合ってる時だった。すやすやと眠っていたベビー史郎の不意に瞳ひとみを開ける。

「ちょっ、史郎が目を覚ましたわ！」

　三人の間に緊きん張ちようが走る。

「史郎、分かる？　アタクシ様よ。カミラよ」

　ひょっとしたら何かの奇き跡せきで心は元のままかとも思い、そう尋たずねるカミラだったが……。

「びえええええええええええん！」

　史郎はけたたましく泣き出した。

　聴ちよう覚かくの鋭するどい吸きゆう血けつ鬼きにはかなり酷こくな音量だった。

「おいおい、泣いちまったぜ。どーしたらいいんだよ？」

「抱だっこよ。きっとそれで泣き止むはず！」

　カミラがベビー史し郎ろうに手を伸ばした。恐おそる恐おそる抱だき上げる。

「ほーら、史郎。泣き止んで」

　何となく上下に軽く揺ゆさぶってみる。

「びぇっ……」

　史郎がピタリと泣き止んだ。

「ほら、どうよ。今も昔も、赤ちゃんは抱っこすると泣き止むってのが常識なんだから」

　得意気に言うカミラだったが、何やら下腹のあたりに温かな感かん触しよく。

「えっ？」

　視線を向けたカミラは仰ぎよう天てんした。ベビー史し郎ろうが、ちょろちょろとおしっこをしてしまっていたからだ。

　下腹を無防備にさらしている分、その温ぬくもりをダイレクトに感じてしまう。

「きゃ[image: ～][image: ～]、お漏もらしよ！　お漏らしよ！」

　カミラが大おお騒さわぎをした。ベビー史郎を誰だれかに押し付けようとする。ちなみに、おしっこは蛇じや口ぐち全開モードで出っ放しだ。

「ば、馬ば鹿か！　こっちにかかるだろ!?」

「わたくしは駄だ目めですわ！　パートナーとしてカミラさんが全部受け止めてください！」

　カミラ７、カミラ10が部屋を逃にげ惑まどう。

「そ、そうですわ！　オムツ、オムツが必要です！　その他にもベビー用品が！　わたくし、大急ぎで調達してきますわね！」

　カミラ10がその身を霧きりへと変えた。半開きになっていた窓から外へと出て行く。

「10番の野や郎ろう、逃げやがったな！」

　カミラ７がしてやられたといった様子で叫さけんだ。

　そのあたりで、ようやくベビー史郎のおしっこが終了する。

「止まったわね」

　カミラは、ビショビショになった自分の下腹を見てため息をつく。

「小さな体で、よくもまあこんなにも出せるもんだわ」

　それから、カミラ７へとベビー史郎を突つき付つける。

「カミラ７、ちょっと持ってて。アタクシ様、お風ふ呂ろ場ばでこれ、洗い流してくるから」

「仕方ねーな」

　お漏らしさえ終わっていれば大だい丈じよう夫ぶだろうと、カミラ７がベビー史郎を受け取った。

「オレの腕の中では漏らすなよ。そんなことしたら、先っぽをつまんでグリグリっとねじってやっからな」

　ベビー史郎を持ち上げ顔と顔を合わせ、そんなことを言う。と、ベビー史郎が何やら妙みような顔つきをした。顔を真っ赤にし、力み始める。

「な、何だよ、また小便か？」

「さっきあれだけ出したのよ。さすがにもうおしっこはないと思うわ」

「じゃあ何だよ？」

「おしっこじゃなかったら、残りは一つしかないでしょ？　大よ」

　世にも恐おそろしいといった顔で、カミラは呟つぶやいた。

「大だって!?」

　カミラ７もまた、その顔を恐きよう怖ふに引きつらせる。

「番号なし！　パスだ！　パス！」

　カミラに押し付けようとするも、

「アタクシ様はお漏もらしの犠ぎ牲せいになったのよ！　今度はアナタの番よ！」

　カミラはキッパリと拒きよ否ひする。

「受け取れ！」

「嫌いやよ！」

　二人して室内で追いかけっこをしていた時だった。窓が大きく開き、カミラ10が飛び込んでくる。

「二人とも、調達してきましたわ！」

　両手に、ベビー用品の詰つまった大きなビニール袋ぶくろを提さげていた。市内にある大型ベビー用品店のロゴが袋についている。

「待ってたぜ！　カミラ10！　早くこいつにオムツを！　早くしねーと、大が、大が！」

「何ですって!?」

　カミラ10もまた顔色を変えた。

　夜の吸きゆう血けつ鬼きの嗅きゆう覚かくは鋭するどい。オムツという防ぼう波は堤ていなしでベビー史郎が大をしてしまったら、地じ獄ごくの苦しみを味わうことは必至だった。

　すぐに袋からオムツが取り出される。ベビー史郎を床ゆかに寝ねかせ、それを取り付けようとするも……。

「どうしましょう？　わたくし、オムツのつけ方が分かりませんわ」

　カミラ10が戸と惑まどいの声を上げた。

　一ひと月つき程前に目覚めたばかりの彼女が、オムツのつけ方をマスターしているはずがない。

「分からなくても、やるしかないわ。大が放たれる前にね！　ほら、ここにやり方が書いてあるから！」

　オムツのパッケージを見ながら、その手順どおりに試してみる。

　どうにかオムツが装着された。大に対する最終防衛ラインの完成だった。

「よし、どうにか間に合ったな」

　カミラ７が安あん堵どの息を吐き出した。

「さあ、大を出してみなさいよ。もう何も怖こわくないんだから」

　そんな挑ちよう発はつをするカミラだったが……。

　先程まで真っ赤な顔で力んでいたベビー史郎が、何故なぜか力を抜ぬいている。

「えっ、ひょっとしてもう終わったとか？」

　恐おそる恐おそるベビー史郎のオムツに鼻を近付ける。

　恐れていた臭においはしなかった。

「その気がなくなっちまったってことか？　人ひと騒さわがせな奴やつだぜ」

　拍ひよう子し抜ぬけしたように呟つぶやくカミラ７、しかし、騒ぎは決して終わりではなかった。

「びえええええええええええええええええええん！」

　ベビー史し郎ろうが再び泣き出した。

「今度は何だよ!?」

「きっとお腹なかが空いたせいですわ！　ミルクを飲ませますわよ！」

　抜ぬかりなく、粉ミルクと哺ほ乳にゆう瓶びんもカミラ10は調達してきていた。オムツの時と同じく、缶かんに書かれた説明を見ながらどうにかミルクを完成させる。温度もちゃんと人ひと肌はだにする。

「ほら、飲みなさいよね」

　カミラが哺乳瓶の吸い口をベビー史郎の口元に当てがうと、ベビー史郎は元気良くそれを吸い始める。

　たちまち、哺乳瓶が空となった。

「すごい飲みっぷりだわ。よっぽどお腹が空いてたのね」

　カミラが感心する。

「でも、これでお腹も膨ふくれたことだし、泣き止んで眠ねむってくれるでしょ」

「カミラさん、それは甘いですわ」

　カミラ10が深刻そうに言う。その手には、ベビー用品と共に調達してきたであろう、育児書が開かれていた。

「ミルクを飲ませた後はゲップをさせないと、ミルクを吐はき戻もどしてしまうとここに書いてありますわ」

「何なのよその面めん倒どう臭くさい身体構造は!?　生き物としてどうなのよ！」

　カミラが文句の声を上げる。

「大体、ゲップなんてどうやってさせるの？　コーラでも飲ませればいいの？」

「いいえ、抱だっこして背中をトントンって叩たたくようです。ほら、こんな風に」

　カミラ10が、育児入門書のイラストをほかの二人に見せる。

「ただ、今の史郎さんは新生児というわけではありませんし。自力でゲップをする可能性もありますわ。しばらく様子を見て判断をするのが一番だと思いますわよ」

「そんなの面倒だぜ。背中を叩きゃいいんだろ？　オレがさっさと終わらせてやる！」

　大がなかったことで安心し、気を大きくしたカミラ７がベビー史郎を抱き上げる。

「おらっ」

　カミラ７は、ベビー史郎の背中を叩いた。彼女なりに手加減したつもりだったが、それでもかなり強きよう烈れつだった。

　ドスっという鈍にぶい音が響ひびく。

　と同時に、

　グバアアアアア！

　ベビー史し郎ろう、ミルク大放出だった。

「ぎゃああああ、こいつ、吐はきやがった！」

　さらに、最悪の事態が続く。

　恐きよう怖ふの大の到来だった。

　その臭においは強きよう烈れつ、オムツという防ぼう波は堤ていを何なく越える。

　嗅きゆう覚かくの鋭するどい吸きゆう血けつ鬼きにとっては、地じ獄ごくのような出来事だった。

「史郎、やったわ！　容よう赦しやなくやってくれたわ！」

「な、何て強烈ですの！　至急、オムツを替かえる必要がありますわ！」

「アタクシ様には無理よ！」

「わたくしにだって、そんな恐おそろしいことは」

「ごちゃごちゃ言ってねーで早くどうにかしてくれ！」

　吸血鬼少女達の悲鳴が、あたりに響ひびき渡わたった。




　★５★




　雑居ビルの屋上に立つ、一人のシスターの姿があった。夜の風を受け、修道服の裾すそがヒラヒラと動いている。

　もちろん、カミラ４に他ならない。特とく徴ちよう的な糸目も相変わらずだった。

「きっと今いま頃ごろは、ふふふ」

　カミラ４が静かな笑いを響かせた時だった。少し離れた屋上の床ゆかに、ふわりと舞まい降おりる人ひと影かげがあった。

　長い金きん髪ぱつの、大人びた顔立ちの少女だった。

　肩と胸元を大きくさらけ出した、灰色のドレスを着ている。その胸元には、『１』という数字が記されている。

　最初に作られた瓶びんから蘇よみかえったカミラ・ナンバーズ。カミラ１だった。

「こんばんわ、カミラ４」

「あらあら、カミラ１さんではありませんか」

　穏おだやかに笑えみを返しながらも、カミラ４は全身に緊きん張ちようを走らせていた。

　カミラ・ナンバーズ同士は、完かん璧ぺきなカミラとなるためのライバル。紛まぎれもない敵同士なのだ。警けい戒かいして当然だった。

　それを察したのか、カミラ１は軽く笑いながら告げる。

「そう緊張しないでください。私は、今ここで貴方あなたと戦うつもりはありませんから」

　いまだ警戒を続けるカミラ４に、カミラ１は続けてこう言った。

「逆に嚙かまれるリスクを負ってまで、貴方あなたの持っている呪のろわれた能力、《闇聖母の子守歌ダークマムララバイ》は手に入れたいとは思いませんよ」

　確かに、人間相手にしか効果が発揮できない《闇聖母の子守歌》はカミラゲームにおいては使い勝手の悪い能力だろう。

　そのことはカミラ４も自覚していたから、カミラ１の言葉を信じた。警けい戒かいを緩ゆるめる。

「まあまあ、私の能力のことを知っていたとは。驚おどろいてしまいました」

「能力のことだけではありません。カミラ４、貴方がその能力を使って、番号なしのカミラが屍鬼戦士グールフアイターとして使っている人間、高こう坂さか史し郎ろうを乳児へと退行させたことも知っていますよ」

　驚いた表情になるカミラ４に、カミラ１は続けて言った。

「昨晩のうちに、高坂史郎の担任教師に催さい眠みん術じゆつをかけ、高坂史郎に居残り掃そう除じをさせるように仕込んでおく。さらに、工事作業員にも同じようにして、道を封ふう鎖さし高坂史郎が必ず教会の前を通るようにしむける。まさに手の込んだ作戦でしたね」

「……」

　自分の行動のすべてを少女に把は握あくされていたことに、カミラ４は大いに驚き言葉を失う。

「私、ずっと疑問に思っていました。どうしてそこまでして、高坂史郎を退行させる必要があったのかと。彼が邪じや魔まなら、始末してしまえば済むことなのに。でも、ようやく貴方の目的が分かりました」

　軽く一呼吸置いて、カミラ１は続ける。

「ここに来る前に番号なし達のいるマンションを覗のぞいてきました。乳児となった高坂史郎の世話をするのに、大おお騒さわぎをしていました。それこそが、カミラ４。貴方の目的だったのでしょうね？　深く関わりのある人間、高坂史郎を乳児にしてしまえば、彼女達はその世話をするより他ありません。乳児の世話で大いに疲ひ弊ろうし、肉体的にも精神的にも弱まる時を貴方は静かに待っているのでしょう？」

　カミラ１の話を聞いたカミラ４の顔に笑えみが浮かんだ。驚きから解放されたのか、元の余よ裕ゆうを取とり戻もどす。

「あらあら、それはひどく的外れな推測です。でも、少し安心しました。どうやらすべてを見み透すかされているわけではなさそうですね」

「的外れ？」

　カミラ１が戸と惑まどいの声を上げる。

「はい、そうです。彼女達を疲れさせるために、高坂さんを退行させたわけではありません。確かに、今は世話の大変さに翻ほん弄ろうされていることでしょう。でも、いずれ彼女達は目覚めます。その時こそが、本当の意味での始まりです」

「一体何に目覚めるのです？」

　カミラ４は、その問いには答えようとはしなかった。ただただ、いつもの穏おだやかな表情でカミラ１を見ている。

「さすがに、教えてはくれませんか」

　カミラ１がため息をつく。

「まあいいでしょう。貴方あなたの計画がどんななのか、楽しみに見物させていただきます。心配はいりません。獲え物ものを横取りするような真似まね、私は決していたしませんから」

　コウモリの翼つばさを生やし、カミラ１は夜の空へと飛び去っていった。

「目覚めてしまったら最後、もう皆さんは逃れられません。この私、カミラ４の計画どおりに、思う存分突つっ走ぱしってくださいね。ふふふふふ」

　一人残されたカミラ４は、修道服にはそぐわない怪あやしい笑いを響ひびかせたのだった。




　★６★




　時刻は夜中の二時を回っていた。

　ベビー史し郎ろうを連れて帰ってきたのが午後の九時前だったから、たっぷり五時間はたっている。

　カミラ、カミラ７、カミラ10にとってこの五時間は、筆舌に尽しがたい苦難と苦く闘とうの五時間だった。

　大おお騒さわぎしながらも、三人で協力しどうにかオムツを取とり替かえた。窓を全開にし換かん気き扇せんも回し、消しよう臭しゆう剤ざいをふりまく。どうにか悪あく臭しゆうも消えホッとしたのも束つかの間ま。ベビー史郎がぐずり始めてしまった。

　てっとり早く催さい眠みん術じゆつで眠ねむらせてしまおうと、カミラ７、カミラ10がトライするも失敗。乳幼児には催眠術がきかないのだ。

　ミルクを吐いてしまったからいまだ空腹であることに気付き、慌あわててミルクを作り直し飲ませる。

　今度はむやみに背中を叩たたこうとはせず、待つことしばらく。ベビー史郎は自分でゲップをした。

　これで安心と思ったものの、再びベビー史郎は力み始める。

　恐きよう怖ふの大、再びだった。





　カミラ　『どうして一回でやっちゃわないのよ！』






　不満をぶちまけるものの、放置するわけにもいかず再びオムツ替えをしようとする。

　その際、ベビー史郎が大きく足を動かしたからたまらない。汚お染せんされたオムツが宙を飛び大変なことに。阿あ鼻び叫きよう喚かんの惨さん劇げきだった。

　心折れそうになりながらも、歯を食いしばって二度目のオムツ替えを完かん遂すい。

　ついでに、もこもこしたベビー服も着せた。

　今度こそベビー史し郎ろうが大人しくなってくれることを期待したが、現実とは残ざん酷こくなものだった。

　完全に目覚めてしまったベビー史郎が、はいはいで部屋中を歩き回り始めたのだった。

　驚おどろくべき行動力だった。

　そして、厄やつ介かいなことに好奇心も旺おう盛せいだった。

　摑つかめるものは何でも摑み、少しだけ生え始めていた歯でガシガシと嚙かんだ。

　テレビのリモコンもそうしたため、偶ぐう然ぜんにもスイッチが入り、さらにボリュームがＭＡＸになってしまい大おお騒さわぎとなった。

　勝手に玄げん関かんの方まで這はっていってしまい、段差から落ちそうになったりもする。

　さすがに家電のコードを齧かじり始めた時は、危ないと思いカミラ７が叱しかりつけた。





　カミラ７　『馬ば鹿か！　感電するだろーが！』






　その剣けん幕まくに、ベビー史郎はビクッと体を引きつらせる。

　次の瞬しゆん間かん、大音量で泣き始めた。

「びえええええええええええええん！」

　地じ獄ごくの始まりだった。

　どうにか泣き止ませようと三人は奮ふん闘とうした。抱だっこしたりおんぶしたり、高い高いをしてみたり。いないないばあをしたり。カミラ10が調達してきた赤ちゃん用の玩具おもちやもフル活用した。それでも泣き止まない。

　コウモリの羽根を出し宙に浮いて見せたり、霧きりになって見せたりと、吸血鬼にしかできない妙みよう技ぎを披ひ露ろうするも無む駄だだった。

　カミラ10が、《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》でコウモリを召しよう喚かんし、ベビー史郎の頭上でぐるぐると飛ばしてみたがこれも駄だ目め。

　追おい詰つめられたカミラ７が、自らの呪のろわれた能力を披露しようとする始末。こちらはカミラとカミラ10とで必死になって止めた。

　カミラ７の呪われた能力は、赤ん坊には少々刺し激げきが強過ぎるからだ。

　そんなすったもんだの最中、カミラ10が育児書の中から泣き止ませる手掛りを発見する。





　カミラ10　『母親のおっぱいを吸うことは、赤ちゃんにとって何よりの安心感を得る行為だとありますわ』

　カミラ７　『な、何だよ!?　まさかオレにそれをやれってのか？』

　カミラ10　『違いますわ。ちゃんと代用品がありますもの』






　ベビー用品の袋ふくろの中から取り出したのは、おしゃぶりだった。

　藁わらにもすがる思いでベビー史し郎ろうにくわえさせてみたところ、大正解。すぐに静かになる。

　大泣きした疲れもあったのだろう。ベビー史郎はそのままコロンと横になると、すーすーと寝ね息いきを立て始めたのだった。

　そんなベビー史郎を取り囲むようにして、三人の吸きゆう血けつ鬼き少女はぐったりと座すわり込んだ。

「長い戦いだったぜ」

　これでもかってぐらいに実感を込め、カミラ７が吐き出す。

「まさか、赤ん坊の世話がこんなにも大変だったとはな。知らなかったぞ」

「本当ですわね。育児ノイローゼになってしまう世の母親の気持ちが、痛いぐらいに分かりましたわ」

　カミラ10が同意する。

「世間的には、アタクシ様達吸血鬼の弱点って、十じゆう字じ架か、ニンニク、太陽の光って言われてるでしょ？　そこに、赤ちゃんって加えてもいいと思うわ」

　カミラも、そんなことを真顔で呟つぶやいた。

　そこで、カミラ10が何かを思い付いた様子で口を開く。

「ひょっとして、これがカミラ４の狙ねらいでしたのかも？」

「４番の狙い？」

「はい、赤ちゃんになった史郎さんを託たくされたら、わたくし達は世話をしないわけにはいきません。それで疲ひ弊へいし弱まったところを襲おそうつもりなのでは？」

「数時間前のオレなら鼻で笑ってたとこだけど、何だかありえそうな気がするぜ」

「アタクシ様もよ」

　しみじみと、二人は頷うなずいて見せた。

「そうならないためにも、体力の回復が必要だわ。まだ夜だけど、アタクシ様、少し眠ねむるわ。正直、もう気力の限界なのよね」

「オレもそうさせてもらうぜ。とりあえず一ひと眠ねむりしてから、今後どうするか考えよーぜ」

「わたくしも、一度、瑞樹みずきの家に戻もどりますわ」

　三人がゆっくりと立ち上がる。

「あれだけ騒さわいだんだから、史郎だってしばらくは起きないでしょ」

「そう願うぜ」

「右に同じですわ」

　何となく、三人は眠るベビー史郎の顔を見る。静かになってくれたおかげで、これまでとは違った幾いく分ぶん穏おだやかな気持ちで見つめることができた。

　と、カミラは自分の胸に湧わき上あがる奇き妙みような気持ちを感じた。

　それは、ベビー史郎を可愛かわいい、愛いとおしいと思う気持ちだった。

（やだ、こうやって見ると赤ちゃんの史し郎ろうってば可愛かわいいかも？）

　母性本能が刺し激げきされる。

「ひ、一人にしておくとちょっと心配ね。アタクシ様が物置で一いつ緒しよに眠ねむることにするわ」

　さりげなくそんなことを言うカミラだったが、カミラ７が間かん髪はつ入いれずに待ったをかけた。

「おい、待てよ。わざわざ物置なんかに連れてくことなんてないぜ。オレはもともとリビングで寝ねてたんだし、添そい寝ねならオレがしてやろうじゃねーか」

「随ずい分ぶんと騒さわいで、周まわりの部屋の方にも迷めい惑わくをかけてしまいましたね。わたくしが居い候そうろうをしている瑞樹の家なら、広い庭に囲まれているから近所迷惑になることもありません。しかも、わたくしが使っている部屋はピアノ用にと防音仕様になっています。史郎さんは、わたくしが連れていくことにしましょう」

　カミラ10までもがそんなことを言う。

　そう、カミラと同じ気持ちを、カミラ７、カミラ10もまた抱いだいてしまったのだ。

　自分以外の二人もまた、自分と同じ気持ちなのだとそれぞれが察する。

　眠るベビー史郎を取り囲み、ピリピリと空気が張りつめた。

「史郎はアタクシ様のパートナーよ！　添い寝をするのはアタクシ様の役目だから！」

　カミラが強く宣言した。

「番号なし、お前自分の体型をよく見てから言えよな？　そんな薄い胸の奴やつに添い寝をされたって、シローは嬉うれしくも何ともねーぜ」

　三人の中で最もボリュームのある胸を突つき出だし、カミラ７が母性をアピールをする。

「貴方あなたみたいに乱暴な方に史郎さんを任せるわけにはいきません。きっと寝ね返がえりをして史郎さんを潰つぶしてしまうに違いありませんわ。大おお雑ざつ把ぱなカミラさんだって同じです。やはりここは、繊せん細さいで几き帳ちよう面めんなわたくししかいませんわ！」

　負けじと、カミラ10も主張する。

　バチバチと火花が散った。一しつ触しよく即そく発はつの空気となる。

「とにかく、史郎はアタクシ様と寝るの！」

　早い者勝ちだとばかりに、カミラが史郎を抱だきかかえようと手を伸ばす。しかし、そんなカミラの肩をカミラ７が掌てのひらで軽く突いた。

「勝手なことすんなよ！　シローはオレと一緒に寝るんだよ！」

「やってくれたわね！」

　カミラが右手を持ち上げた。爪つめがニュッと伸び、武器と化す。

「へえ、やる気かよ。面おも白しろいじゃねーか」

　カミラ７が、胸の前でバキバキと拳こぶしを鳴らした。

　そんな二人を前にして、カミラ10が大きくため息をつく。

「赤ちゃんのいる場所で戦いを始めようだなんて、どうかしていますわ。やはり、貴方がたには史し郎ろうさんは任せられません」

　カミラ10は、迷わずその言葉を口にした。

「《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》！」

　彼女の足元から大量のコウモリが噴ふき出だした。カミラとカミラ７の視界が覆おおわれる。

「くそっ！　何も見えねーぞ！」

「カミラ10！　さっさと引っ込めなさいよ！」

　コウモリの大群は窓から夜の空へと飛び立ち、部屋は静かになる。

　その時には、カミラ10の姿は忽こつ然ぜんと消え失せていた。もちろん、ベビー史郎も一いつ緒しよにだ。

「10番の奴やつ！　シローを連れていきやがったな！」

　カミラ７が荒あら々あらしく吠ほえる。

「許さねーぜ！　シローに添そい寝ねをするのはこのオレだからな！」

　カミラ７が窓から外へと飛び出した。ベランダの手すりに足をかけ、一気にジャンプする。

　空中にて、カミラ７は自らが持つ呪のろわれた能力の名を叫さけんだ。

「《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》！」

　一いつ瞬しゆんにして現れた黒い闇やみが、カミラ７の体を覆おおい尽つくす。その闇を内側から突つき破やぶるようにして姿を現したのは、黒い羽毛を身にまとったカミラ７だった。

　両腕は翼つばさと化し、両足も人じん外がいのものとなっている。半人半鳥の怪かい物ぶつ、ハルピュイアを連想させる、美しくも禍まが々まがしい姿。

　この変身こそが、呪われた能力、《黒翼の怪鳥》だった。

　十三ある呪われた能力の中でも、直接戦せん闘とうにおいては最強と噂うわさされる能力だった。

「おっらあああああ！」

　両腕の巨きよ大だいな翼を羽ばたかせ、カミラ７は闇やみ夜よの空へと舞まい上あがる。

「二人とも勝手なことばかり！　史郎はアタクシ様のパートナーなんだから！　添い寝の義務も権利も責任も、全部まとめてアタクシ様のものなの！」

　憤いきどおりを爆ばく発はつさせつつ、カミラもまたマンションを後にしたのだった。




　★７★




　ベビー史郎を抱だきかかえたカミラ10は、夜空を飛んでいた。

　彼女が向かっているのは、居い候そうろうをしている皇すめらぎ瑞樹みずきの家ではない。

　目的地は、隣となり町まちにあるマンションだった。瑞樹の父親が投資用に買ったマンションがあるのだ。

　家具付きのマンションとして賃貸に出されており、今は丁度誰だれもいなかったはずだった。

　瞳ひとみの力を使えば、鍵かぎを開けることなど容易たやすい。

　何より、そのマンションの存在はカミラもカミラ10も知らないということが重要だった。到着してしまえば、二人に邪じや魔まされることなく添そい寝ねを楽しむことができるだろう。

「史し郎ろうさん、もう少しの辛しん抱ぼうですからね。フカフカのベッドが貴方あなたを待っていますから」

　優しく語りかけつつ、隣となり町まちを目指している時だった。

　黒い何かが猛もうスピードで自分を追い越していった。前方で方向転てん換かんをすると、カミラ10の行く手を遮さえぎるように止まる。

　巨きよ大だいな翼つばさを持つ一匹の怪かい鳥ちよう、その登場に、カミラ10は表情を強こわ張ばらせる。

「10番！　お前、また抜ぬけ駆がけしやがったな！」

　怪鳥と化したカミラ７が吠ほえた。

「この間の、シローの血を吸おうとした時と同じじゃねーかよ！」

　先日、史郎の血を吸おうと半ば奪うばい合あいのようなことをしたばかりだったのだ。（２巻参照）

「さあ、シローを寄よ越こせ！　添い寝をするのはこのオレだぜ！」

「お断りします！　こんなに可愛かわいい史郎さんを、手放す気にはなれませんから！」

　カミラ７の要求を、カミラ10は真っ向から弾はじきのける。

「この姿になったオレに逆らうのかよ。いい度胸じゃねーか」

　カミラ７が不敵な笑えみを浮かべた。

「だったら、力づくで奪い取るまでだぜ」

　カミラ７が、両足の鋭するどい爪つめをわしわしと動かして見せる。

「ちょっと待ってください！」

　今にも襲おそいかかってきそうなカミラ７を、カミラ10が制した。

「何だよ、怖気おじけづいたのかよ」

「いいえ、そうではありませんわ」

　カミラ10は、カミラ７の前へとやって来た。

「この状態で奪い合いをしたら、史郎さんが巻まき込こまれてしまいます。貴方の爪で怪け我がでもさせてしまったら大変ですわ」

「うっ、確かにそうだな」

「そこで、わたくしから提案がありますの。史郎さんを賭かけて、ちょっとしたゲームをしません？」

　カミラ７の瞳ひとみをまっすぐに見つめるカミラ10。その瞳が怪あやしく輝かがやく。

「ゲームだって？」

「はい。史郎さんには一時的に退たい避ひしていただき、わたくしと貴方の二人だけで決着をつけますの。そう、鬼おにごっこで」

　カミラ10は言葉を続ける。

「貴方が制限時間内にわたくしを捕つかまえることができたら、貴方の勝利。逆に制限時間一杯逃げ切ることができたらわたくしの勝利。勝者は史し郎ろうさんと添そい寝ねの権利を得る。どうです？」

「なるほど。面おも白しろそーじゃねーか」

　カミラ７は迷うことなく頷うなずいた。

「よし、それでいいぜ」

「では制限時間は──」

「十分でどうでしょうか？　短過ぎますか？」

「かまわねーよ。この姿だったら、お前を捕つかまえるのに三分もかからねーぜ」

「それでは」

　カミラ10は、呪のろわれた能力、《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》を使いコウモリを召しよう喚かんした。

　コウモリに命令し、ギュッと密集させる。黒いゆりかごのようになる。

　そこに、ベビー史郎を横たわらせた。黒いゆりかごが、二人の間を離れていく。

　カミラ10は、大きく膨ふくらんだスカートのポケットから、懐かい中ちゆう時計を取り出した。時間を確認してから、それをカミラ７にも見せる。

「現在、夜中の二時三十四分、ゲームの開始は三十五分としましょう。ハンデというわけではありませんが、二十秒ほど数えてから追いかけ始めてもらえますか？」

「たった二十秒かよ。問題ねーぜ」

　秒針が最頂点に到達し、三十五分となる。

「さあ、ゲームの始まりですわ」

　懐中時計を仕し舞まい、カミラ10が逃亡を始める。

　遠ざかるカミラ10の背中を見つめながら、カミラ７はゆっくりと数を数えた。

「１、２、３、４、５　[image: ～][image: ～][image: ～]　17、18、19、20！」

　鋭するどい牙つめを見せ凄せい絶ぜつな笑えみを浮かべる。

「さあ、狩かりの始まりだぜ！」

　カミラ７が大きく翼つばさを羽ばたかせた。まるでロケット弾だんのような勢いで、カミラ７を猛もう追ついする。

　途と中ちゆう、大量のコウモリ達がカミラ７の前に立ちはだかり行く手を遮さえぎろうとした。一いつ瞬しゆん、視界がコウモリに覆おおわれるものの、カミラ７は何なくその壁を突とつ破ぱする。

「おっりゃあああ！」

　逃げるカミラ10の背中を前にし、翼を大きく広げブレーキをかける。その反動を使い、両足を前へと突つき出だした。鋭い爪つめでもって、カミラ10の体をがっちりと摑つかむ。

「やったぜ！」

　勝利宣言をした直後、カミラ７の爪の中でカミラ10の体が崩くずれる。それは、無数のコウモリと化し、爪の間をすり抜ぬけ四方へと散らばった。

「なっ!?　コウモリだと!?」

　カミラ７が驚きよう愕がくの声を上げる。

　霧きりになって逃げられることは想定していたが、まさかコウモリになるとは思ってもみなかった。

　爪つめから逃のがれたコウモリ達は再び終結し、カミラ10の姿となる。

「最強と恐おそれられる呪のろわれた能力、《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》も大したことありませんわね」

　挑ちよう発はつするような言葉を投げかける。

「言いやがったな！」

　もともと血の気の多い性格のカミラ７が、この言葉にカチンとこないはずがない。

「今度こそガッチリ摑つかんでやるぜ！」

　空中で方向転てん換かんし、再びカミラ10へと襲おそいかかる。しっかりとその体を爪で捕とらえるが、やはりカミラ10の体はコウモリと化し逃れてしまう。

　二度、三度、四度とそんなことが続いた。

「くそっ、何なんだよ！」

　カミラ７が声を荒あらげる。

　捕らえられない点に置いては霧も同じだが、霧よりもずっと質たちが悪かった。

　不完全な吸きゆう血けつ鬼きであるカミラ・ナンバーズ達は、連続で霧になれるのにも回数に制限がある。しかし、どうやらコウモリ化は無制限のようだった。

　何よりも、コウモリになれること自体が不可思議でならなかった。

「自分の体をコウモリに変えるなんて、あの頃のオレにだってできなかったはずだぜ」

　カミラ７が困こん惑わく気味に呟つぶやく。ちなみに、あの頃ころと言うのは、灰となり分割される前、極悪な吸血鬼として恐れられていた時代のことだ。

「いくら10番の能力が、《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》だからって、そんな芸当、できるはずがねー。まるで手品でも見せられてるような気分だぜ」

　そこで、カミラ７はハッと息を飲む。

「手品……なるほど、そーゆーことかよ。やってくれたな、10番」

　前方に浮かぶカミラ10に向かって、カミラ７は確信を込め言った。

「今、オレが見てる10番は、本物の10番じゃねーな。コウモリが寄り集まってるだけのモンだ。それが10番に見えてるのは──」

　ゲームの提案をした時のカミラ10の怪あやしい瞳を思い出す。

「そうだ、あの時だ。お前、オレに催さい眠みん術じゆつをかけやがったんだろ？　集まったコウモリがお前の姿に見えるようにって。でもって、コウモリ達がオレの目の前を覆おおった隙すきに、ニセモノと入れ替わったんだな？」

「フフフ、大正解ですわ」

　カミラ10の声が響ひびく。

「わたくし、催さい眠みん術じゆつはわりと得意な方ですの。さすがにカミラ・ナンバーズである貴方あなたを相手に、完全な幻まぼろしを見せることはできませんけど、わたくしの能力で召しよう喚かんしたコウモリを素体として使えばどうにかなりますのよ」

「ったく、やってくれるぜ。でも、お前の小細工はもう終わりだぜ。目の前の10番が偽にせ物ものだって分かったんだから、こいつは無視して本物を探せばいいだけだぜ」

「そう簡単にはいきませんわよ」

　カミラ10がそう言った直後だった。カミラ７を取り囲むように、空中のあちこちにカミラ10が姿を現した。

　ざっと数えても、二十人以上はいる。

『残り時間もあとわずか。この中から、本物のわたくしを探すことができまして？』

　何重にもハモった声でカミラ10は言う。

「ハッ!?」

　カミラ７が笑った。

「楽勝だぜ、五秒もあれば本物を見つけられる！　覚えとけ！　コウモリってのは軽いんだよ！」

　そう叫ぶやいなや、カミラ７は大きく翼つばさを羽ばたかせその体を回転させる。

　カミラ７を中心に、竜たつ巻まきのような突とつ風ぷうが吹ふき荒あれる。

　一人、また一人とカミラ10の体が崩くずれていく。集合していたコウモリ達が耐たえ切きれなかったのだ。

　最後の一人となったカミラ10の体がコウモリと化し散らばった。

「全部ニセモノかよ!?」

　慌あわててあたりを見み渡わたしたカミラ７は、夜空を飛ぶカミラ10の姿を確認する。

　史し郎ろうのいる黒いゆりかごに向かって手を伸ばそうとしていた。

　自分で提案した鬼おにごっこのルールを無視し、ベビー史郎を連れ去ろうとしていることは明らかだった。

「させるか！」

　カミラ７は、カミラ10に向かって突とつ撃げきした。今度こそ本物のカミラ10の体を摑つかむと、そのまま近くの雑居ビルの屋上へと舞まい降おりる。

「よし、捕つかまえたぜ！」

　勝ち誇ったようにそう言った。

　咄とつ嗟さのことに、霧きりになる隙すきもなかったカミラ10は悔くやしそうな顔で呟つぶやく。

「負けましたわ」

「負けた？　お前、何言ってんだよ。そんなのまだ分からねーだろ？　早く時計を見ろよ」

「えっ？」

「えっ、じゃねーよ。十分たったかどうか見なきゃ、勝敗がつかねーじゃねーか？」

　カミラ10がブルルっと大きく体を揺ゆさぶった。黒い羽毛が散らばる。《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》を解除したのだ。

　元の姿に戻もどったカミラ７は、カミラ10のポケットに手を突つっ込こんだ。中から懐かい中ちゆう時計を引っ張り出し確認する。

「二時四十五分と十二秒かよ。問題は、オレがお前を捕つかまえた時に四十分を過ぎてたかどうかだよな？　くそっ、微び妙みようなとこだぜ」

「えっ!?」

　カミラ10が信じられないといった表情を見せる。

「わたくし、催さい眠みん術じゆつを使って貴方あなたを騙だましていたのですわよ？　それに、その隙すきに史し郎ろうさんを連れて逃げてしまおうと思いましたし。それなのにどうして？」

「催眠術のことなら別に怒ってねーよ。むしろ、大したもんだって感心してるぜ。お前は、お前の能力をフルに活用してオレとの勝負に挑いどんだんだ。何も悪いことなんてねーよ。こっちだって、《黒翼の怪鳥》を使ってたしな」

　当然とばかりにカミラ７は言う。

「まあ、ルールを無視して史郎を連れてこうとしたことは問題だけどよ。それでも、いい戦いができたからオレは満足してんだ。だから、そのことは不問にしてやるよ」

　強い相手と戦いたい。それがカミラ７の行動原理だった。相手が強くなく満足のいく戦いができなかったという理由で、せっかく倒たおしたカミラ・ナンバーズに嚙かみ付つくことなく解放した過去もある。

　カミラ10との追いかけっこは、カミラ７の闘とう争そう心しんを十二分に満足させるものだった。だからこそ、問答無用にベビー史郎を奪うばい取とる気はなくなっていたのだった。

「カミラ７……」

　少し感動した様子でカミラ10がカミラ７を見る。

「それよりも、勝敗だぜ。オレがお前を捕まえてから時計を見るまでの間に十二秒あったかどうかなんだ」

　勝敗について悩むカミラ７に向かって、こんな提案をした。

「それでしたら、引き分けというのはどうでしょうか？」

「引き分けかよ。まあ、それが妥だ当とうなとこだとは思うぜ。でも、シローとの添そい寝ねはどうする？　また改めて何か別の勝負でもするか？」

「いいえ、その必要はありませんわ」

　ゆっくりと首を振ると、カミラ10は笑えみと共に言った。

「わたくしと貴方、二人で史郎さんに添い寝をすればいいのです。史郎さんの右みぎ隣どなりと左隣、二か所が空いているのですから問題はありませんわ」

「なるほど！　その手があったか！　さすが10番だぜ」

　カミラ７も、その案に納得する。

「番号なしにはワリーけど、そうさせてもらおーぜ」

「それでは、史し郎ろうさんを連れて隣となり町まちのマンションに行きましょう。そこなら、カミラさんに突とつ撃げきされる心配はありませんから」

　カミラ10が軽く右手を持ち上げる。夜空に浮かんでいた黒いゆりかごがゆっくりと近寄ってくる。

　そこに横たわる史郎を抱だき上あげようとしたカミラ10だったが、その表情が強こわ張ばった。

「これは!?」

「おい、説明しろよ。何でこんなとこにクマのぬいぐるみがあるんだよ」

　カミラ７の言うとおり、それはベビー史郎ではなかった。ベビー服を着せられたクマのぬいぐるみだったのだ。

　どちらも、オムツや哺ほ乳にゆう瓶びんと一いつ緒しよにカミラ10が調達してきた品物だった。

「まさかこいつも、お前のイリュージョンの続きとでも言うんじゃねーよな？」

　カミラ７が、険悪な声で尋たずねた。

「違いますわ。わたくし、何もしていませんもの。誰だれかに入れ替えられたとしか……」

　カミラ10は言葉を止める。犯人が誰かなんて考えるまでもなかったからだ。

　カミラ７も同じだった。二人の頭には、一人の少女の姿が浮かんでいた。

「カミラさん、やってくれましたわね！」

「番号なし、やりやがったな！」

　二人は同時に、悔くやしい叫さけびを響ひびかせたのだった。




　★８★




　夜の空を一人飛ぶカミラ。その腕には、ベビー史郎が抱きかかえられていた。

「やったわ、まんまとあの二人を出だし抜ぬいてやったわ」

　カミラは弾はずんだ声で勝利宣言をした。

　マンションを飛び出したカミラは、《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》を使ったカミラ７を追いかけた。

　カミラには、カミラ10を探す力はない。そこで、カミラ７の野生の勘かんに望みを託たくしたのだ。

　その甲斐かいあって、カミラ７とカミラ10が対たい峙じするシーンに遭そう遇ぐうすることができた。しかも、二人は鬼おにごっこ勝負を始める。ベビー史郎は、コウモリのゆりかごへと託された。

　ラッキーとばかりに二人の目を盗みゆりかごに近寄るも、コウモリ達がキーキーと威い嚇かくする。無理矢理ベビー史郎を奪うばっても良かったが、コウモリ達がカミラ10に報告してしまうと少々厄やつ介かいだった。

（どうしたものかしらね？）

　一いつ瞬しゆん考えたカミラだったが、すぐに一つのアイデアを閃ひらめく。

　大急ぎでマンションへと向かい、カミラ10が買ってきたベビー用品の中からクマのぬいぐるみとベビー服を拾い上げる。それをドッキングさせ、再び戻もどってきたのだった。

（コウモリなんて脳みそ小さいんだから、入れ替えたって分かりゃしないわよ）

　そんな適当過ぎる作戦だったが、これが見事に大成功。

　カミラはベビー史し郎ろうを抱だき、その場を離脱。ベビー史郎を取り戻すことに成功したのだった。

「さてと、喜んでばかりはいられないわ。もう史郎の入れ替えに二人が気付く頃ころだしね」

　うかれていた気分から一転し、カミラは深刻そうな顔になる。

　カミラ７の野生の勘かんはもちろんのこと、厄やつ介かいなのはカミラ10の《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》だ。広く夜空に展開させれば、恐おそるべき索さく敵てき能力を発揮する。

　コウモリ対策のため、とりあえず人目につきにくい雑居ビルの陰かげへと着地をした。腰の後ろの翼つばさをしまう。

　そこで落ち着いて今後のことを考えてみる。

（すぐにでもマンションに戻って史郎と添そい寝ねしたいとこだけど、きっとすぐにカミラ10とカミラ７が押しかけてくるわよね）

　できれば、意外な場所へと身を潜ひそめたいところだった。かと言って、どこでもいいわけではない。ちゃんとベビー史郎と添い寝できる場所でなければ意味がない。

（適当な誰だれかの家を借りるってのも……アタクシ様には難しいわよね）

　カミラがため息をつく。

　小指の爪つめを伸ばし鍵かぎ穴あなに差し込むことで鍵を開けることはできるが、問題はそこにいるであろう住人だ。満足に催さい眠みん術じゆつを使えないカミラだから、寝しん室しつを明あけ渡わたすよう命令することができない。

　たまたま留守の家を探すしかないが、そう簡単に見つかるとも思えなかった。そんなことをしている間に、カミラ10のコウモリに発見されてしまうに違いない。

「どこかこう、二人に見つからないような都合のいい場所はないの？」

　あれこれと考えた挙句、カミラはふと閃いた。

「そうよ、いっそ逆転の発想よ。皇すめらぎ瑞樹みずきの家に行ってしまえばいいのよ」

　言うまでもなく、カミラ10が居い候そうろうをしている家だ。高台にある豪ごう邸ていで、部屋数もかなり多い。

「あれだけ部屋数が多ければ、その中のどれかに潜もぐり込こんでても分からないわよね。それに、まさかあの二人もアタクシ様が皇すめらぎ瑞樹みずきの家にいるなんて思いもよらないはずよ」

　最高のアイデアに思えて、カミラはほくそ笑えむ。

「そうと決まったら、早速向かわなきゃ。コウモリに見つからないよう、建物の陰に隠かくれつつ低空飛行で」

　一度しまった翼つばさを再び出そうとした時だった。それまで大人しく眠ねむっていたベビー史し郎ろうが、カミラの腕の中でむずむずと体を動かした。

　ゆっくりとその瞳ひとみが開かれる。

「ああ、史郎。もうちょっとだけ待っててね。落ち着いて眠れる場所に連れてってあげるから」

　優しく語りかけるカミラだったが、ベビー史郎の口元が歪ゆがんだ。

「びええええええええええええええん！」

　ベビー史郎が泣き始めてしまった。

「ああ、史郎。お願いだから泣き止んで！」

　必死にカミラはベビー史郎をあやすが、泣き声は止まってくれない。

　カミラはベビー史郎を持ち上げオムツに鼻を近づけた。デンジャラスな匂においはしない。

　ミルクはたっぷりと飲ませたから、単純な空腹でもないはずだ。

　泣き続けるベビー史郎、マンションでの苦難をカミラは思い出した。

「確かあの時は、おしゃぶりをくわえさせたら大人しくなったのよね」

　問題は、そのおしゃぶりがこの場所にないということだった。眠ってすぐに口から落ちてしまい、そのままにしてきてしまった。

（ああ、どうしてアタクシ様はクマのぬいぐるみと一いつ緒しよにおしゃぶりを持ってこなかったのかしら？）

　後悔するも、今となっては後の祭りだった。

　母性本能が目覚めている今、ベビー史郎の鳴き声もさほどうるさいとは感じなかった。ただ問題は、カミラ10とカミラ７だった。鋭するどい耳でこの声を聞き付けたら、すぐにでもやって来ることだろう。

「ほら、史郎。とりあえずこれで我が慢まんしてよね」

　右手の人差し指を史郎に吸わせてみるも、すぐにこれじゃないと首を振る。

「ああ、まいったわ。他に吸わせるものなんてないし」

　そこで、カミラは小さく『あっ』と声を漏もらす。

　他に吸わせるもの。それに、思い当たってしまったのだった。

「考えてみれば、おしゃぶりは本来それの代用品なわけだし。成功する確率はかなり高いかも……」

　何を考えているのかと、カミラは強く首を振る。

「ううん、さすがにそれはないわ。だって、いくら赤ちゃんの姿になってるって言ったって相手は史郎よ。そんな……お、おっぱいを吸わせるなんて」

　さすがにハッキリと言葉にするのが恥はずかしかったのか、『おっぱい』の部分はゴニョゴニョと口ごもる。

（でも、このままじゃ……）

　ベビー史し郎ろうはいっこうに泣き止まない。カミラ７とカミラ10に発見されるのも時間の問題だった。

　追おい詰つめられたカミラは、半ばヤケクソのように言った。

「分かったわよ！　減るもんじゃないし！　試すだけ試してみようじゃない！」

　左手でベビー史郎を抱かかえたまま、右手を自らの胸元へ。帯状になっている布地を摑つかみ、ずらし上げる。

　カミラの薄い胸があらわとなった。

「ほ、ほら、史郎」

　恥はずかしがりながら、わずかな膨ふくらみの先っぽ、淡あわいピンク色をした突とつ起き部分をベビー史郎の顔の前へと持っていく。

　ベビー史郎がピタリと泣き止んだ。しげしげとその膨らみを見つめた後、プイッとそっぽを向く。

「な、ななな！」

　泣き止ませるという目的は果たされたものの、何だかものすごく釈しやく然ぜんとしないカミラ。

　それどころか、大いに憤いきどおった。

「ちょっと史郎！　アタクシ様にここまでのことをさせておきながら、何なのよその態度は！　少しぐらい気を使ってちょっと舐なめるぐらいのことしなさいよね！」
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　無理矢理にでも吸わせようと、ベビー史し郎ろうの顔に自らの胸を押しつける。

　しかし、ベビー史郎は首を左右に動かし頑かたくなにそれを拒こばむ。

　僕はこんなものでは満足できないぞ！

　そんな声が聞こえてきそうなぐらいの、強固なまでの意思表示だった。

「史郎！　アナタって子は!!」

　カミラが怒いかりの声を上げた時だった。背後からその声は響ひびいた。

「赤ちゃんに無む理り強じいは良くありませんよ、番号なしさん」




　★




「!?」

　カミラは振ふり向むき、少し離れた場所に立つ一人の少女の存在に気付く。

　修道服に身を包んだ穏おだやかな雰ふん囲い気きのシスター、そう、カミラ４だ。

「カミラ……４」

「貴方あなたの胸では、高こう坂さかさんはどうしたって母性を感じられないのでしょうね」

「う、うるさいわね！」

　ずらし上げた布地を元に戻もどしつつカミラは声を張り上げた。

「そんなことよりカミラ４！　のこのこ姿を現したからって意味はないわよ！　もうアナタの計画は全部お見通しなんだから！」

「まあまあ、本当にですか？」

　カミラ４が驚おどろいた顔をする。

「ちなみに、どんな計画だと？」

「アタクシ様がハッタリをかましてるとでも思ってるの？　分かったわ、言ってあげるわよ。的中されてせいぜい悔くやしがることね」

　そんな前置きをしてから、カミラは自信満々に言う。

「カミラ４、アナタが《闇聖母の子守歌ダークマムララバイ》で史郎を赤ちゃんにしたのは、アタクシ様達にその世話をさせようとしたからよ！　慣れない赤ちゃんの世話で気力も体力も失ったところを見計らって、襲おそおうって魂こん胆たんね！」

　ところがどっこい、そうは行かないわ！　とカミラは声を大にして言った。

「確かに、赤ちゃんの世話は大変だったわ！　一時はヘトヘトだったもの。でも、今のアタクシ様は疲れなんて少しも感じてなんかないの！　むしろ、もっともっと史郎の世話をしたいとさえ思ってる程なんだから！」

　どうだまいったかと言わんばかりに、得意気な顔をするカミラ。そんなカミラに、カミラ４はこう言った。

「あらあら、貴方あなたも、どこかの誰だれかと同じ勘かん違ちがいをしているようですね」

「勘違い？」

「呪われた能力を使い高こう坂さかさんを退行させたのは、皆さん三人を疲れさせるためではありません。皆さんに、目覚めてもらうためです。溢あふれる、母性に」

　カミラ４は言葉を続けた。

「赤ちゃんの可愛かわいらしさに気付き母性に目覚めてしまったら最後、皆さんは高坂さんを独どく占せんしようと争いを始める。必然的に三人はバラバラとなる。そして私は、カミラ７、カミラ10という厄やつ介かいな二人に邪じや魔まされることなく、番号なしさん、貴方を襲おそうことができる。そういった筋書きなのですよ」

　この計画の真の目的を知り、カミラは驚おどろき口をパクパクとさせる。

「そんな……ありえないわ。いくら母性に目覚めたって、史し郎ろうのこと奪うばい合あうかどうかなんて分からないじゃない。仲良く三人で世話をするって可能性は考えなかったの？」

「皆さん、我の強い方ばかりですからね。争いに発展することは容易に想像がついていました」

　何だか悪口を言われているようで気分が悪かった。それでも、カミラ４の見立てどおり争いを始めてしまっているのだから文句も言えない。

「いいわ！　アタクシ様を孤こ立りつさせようっていうアナタの計画は大成功よ！　それは認めてあげるわよ！　でも、簡単にアタクシ様を取り込めるなんて思わないで！」

　見くびるなと、カミラは強く主張した。

「史郎がこんなになっちゃってたら、アタクシ様は呪われた能力を使えない。でもカミラ４、それはアナタも同じよ。《闇聖母の子守歌ダークマムララバイ》は人間相手にしか効かない能力なんだから」

　カミラは、他のカミラに比べると基本的な吸きゆう血けつ鬼きの能力に乏とぼしい。霧きりになれないことがその顕けん著ちよな例だ。

　それでも、見た感じカミラ４は決して強そうではなかった。おっとりしていて、動きも機き敏びんではない。

　霧になれないハンデがあったとしても、どうにかやり合えるのではないかとカミラは判断する。

（その間には、カミラ７かカミラ10が見つけてくれるはずよ。アタクシ様は、時間稼かせぎをすればいいだけだわ）

　左腕だけで史郎を抱だき、カミラは右手を前に出す。五本の指から鋭するどい爪つめが伸びた。

「アナタぐらいの相手なら、アタクシ様一人でどうにだってできるわ！」

「まあまあ、威い勢せいのいいこと。でもね、番号なしさん。貴方、もう一つ勘かん違ちがいしていることがありますよ」

　穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべつつ、カミラ４がそんなことを言う。

「この姿は、私の本当の姿ではありません。高坂さんに警けい戒かいされないよう、少し変装をしただけ。いわゆる、コスプレです。私の本当の姿は──」

　カミラ４は、自らの修道服に手をかけそれを一気に剝はぎ取とった。

　その下から現れたのは、筋肉質な肉体だった。ビキニのレオタード姿で、格かく闘とう家か風だ。逆さ十じゆう字じ架かのマークが特とく徴ちよう的だった。

　縛しばられていた髪の毛も解かれ、ボサボサとした野性味あふれる髪型となっている。

　糸目だった瞳ひとみも大きく見開かれていた。

　もはや、先程までの清せい楚そなシスターのイメージはない。あるのは、荒あら々あらしい戦士の気き迫はくだ。

「ええええええ!?」

　これにはカミラも驚おどろき、どよめきの声を上げてしまう。

（ひょっとして、カミラ７と同類？）

　拳こぶしと拳をガツンと打ち鳴らし、カミラ４は乱暴な口調で叫さけんだ。

「さあ、戦いを始めようかね。番号なし！　ギッタギタにしてあげるよ！」




　★９★




　カミラも含めて、カミラ・ナンバーズが身に着けている衣装は、灰から蘇よみがえった際にその肉体と共に生成されたものだった。

　能力の特性や、性格を加味したデザインとなっている。

　つまり、いかにも肉にく弾だん戦せんが強そうな衣装でカミラ４が蘇ったということは、当然それに応じた性格、また能力を持っているということになる。

　事実、彼女から伝わってくる気迫はなかなかのものだった。

　時間稼かせぎぐらいならという自分の考えをカミラは即そく座ざに改めた。

（少なくとも、史し郎ろうをかばいながら戦える相手じゃないわ！）

　カミラは迷うことなく『逃亡』という選せん択たく肢しを選んだ。腰の後ろからコウモリの翼つばさを生やし、夜空へと飛び上がる。

　しかし、カミラ４がみすみすそれを見み逃のがすはずがなかった。

「逃がさないよっ！」

　カミラ４もまたコウモリの翼を生やした。地面を蹴け飛とばし、カミラ目がけて急上昇する。

　空中で、カミラのブーツの足首をしっかりと摑つかんだ。

「えっ!?」

　驚いたカミラが、何らかの対処をする前にカミラ４は腕に渾こん身しんの力を込める。

「はあああっ！」

　カミラの足首を引っ張り、そのまま地面へと叩たたき下おろすように投げる。

　カミラはあっさりと墜つい落らくしてしまう。必死にベビー史郎を抱だきかかえ、怪け我がをさせないようにするので精一杯だった。

　単純な腕力だけの問題ではない。空中での出来事だ。翼つばさの力、飛行能力においてもカミラ４の方が数段上ということになる。

「これじゃ、とても逃げられないわね」

　焦あせりを感じるカミラの目の前に、カミラ４が舞まい降おりた。もはや必要ないと判断したのか、翼をしまう。

「ちょっと待って！」

　カミラはカミラ４に向かって右手を突つき出だした。

「せめて、せめて史し郎ろうを安全な場所に置かせてよ！」

「フン、勝手にしな。あたいの目的はあんただけなんだ。そんな赤ん坊に用はないよ」

　カミラはあたりをキョロキョロと見み渡わたした。少し離れた場所に、ビルのゴミ捨て場があった。コンクリートで囲われていて、柵さくも設置されている。

「あそこなら、出歩けないわね」

　カミラはゴミ捨て場へと向かった。幸い、ゴミはなく空っぽだった。有害そうな匂においもしない。

　鍵かぎはかかっておらず、柵はすんなりと開く。カミラはベビー史郎をその中へと置いた。

「じっとしててね。後で絶対に迎えに来るから」

　優しく語りかけてから、カミラは柵を閉じる。重い鉄の柵だから、ベビー史郎の力では開いて出てくることは不可能だろう。

「待たせたわ」

　カミラ４と対たい峙じしたカミラは、両手を持ち上げた。合計十本の指先から、鋭するどい爪つめが生える。

　出したままの翼をカミラは羽ばたかせた。逃げるためではなく、カミラ４へ一気に間合いを詰つめるためだ。

　攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよと考えたのだ。

「せやっ！」

　カミラはカミラ４に向かって鋭い爪を振ふるった。しかし、カミラ４は軽いジャンプステップでその攻撃を避よけてしまう。

「ヌルい攻撃だね。そんなものじゃ、あたいは倒たおせないよ！」

　カミラ４は体をくるりと回転させると、強きよう烈れつな蹴けりを放った。

　その一いち撃げきは、カミラの右手の爪を直ちよく撃げきする。

　爪が粉々に砕くだけ散ちった。

　偶ぐう然ぜんではなく、カミラ４は狙ねらってそうしたのだった。

「!?」

　驚おどろくカミラに、カミラ４は腕を伸ばす。カミラの左腕を摑つかみ強引に引き寄せた。

「はあっ！」

　カミラ４の手刀でもって、左手の爪つめまでもが破は壊かいされてしまう。

　すぐに再生はできない。カミラは唯ゆい一いつの武器を失ってしまったことになる。

「そんな……」

　よろめくように後ずさるカミラに、カミラ４は嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮かべる。

「さあ、次はあたいの番だ！」

　カミラ４がダッシュでカミラへと迫る。

　荒あら々あらしいかけ声と共に、パンチとキックによる猛もう攻こうをしかける。

「オラオラ!!　オラオラ!!　オラオラ!!」

　あらあら、まあまあに変わり、オラオラだ。性格の豹ひよう変へんがはなはだしかった。

　避よけられたのなんて、最初の数発だけだった。残りはすべて食らってしまう。

「うっ」

　ダメージに耐たえ切れず、膝ひざをついてしまうカミラ。

　カミラ４は大きく右足を振ふり上あげると、容よう赦しやなくカミラの体を蹴け飛とばした。

「オッラ──!!」

　カミラは大きく吹っ飛ばされ、コンクリートの地面を転がった。

「どうだい？　これが、カミラ・ナンバーズの力さ。番号のない不良品とはわけが違うんだよ」

　勝ち誇ったようにカミラ４が笑う。

　実際、もはや勝敗は決まっていた。カミラはいまだダメージから回復せず、立ち上がることさえできない状態だった。

「もう少しいたぶってやりたいところだけど、残りの連中に来られても厄やつ介かいだからね。そろそろ取り込ませてもらうよ」

　そう言いながらも、決して駆かけ寄よろうとはしない。

　苦しむカミラを少しでも長く見ていたい。そんな、カミラ４の嗜し虐ぎやく心しんの現れだった。

（カミラ７とカミラ10が来るまで時間を稼かせげなかったわ。さすがにもう、ここまでのようね）

　朦もう朧ろうとする意識の中、カミラはそんなことを思う。

　もちろん悔くやしかった。カミラだってカミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾールの一部。自らが完かん璧ぺきになりたいという本能的な欲求は持っている。

　それでも、この圧倒的な戦せん闘とう力りよくの差はどうにもならないと痛感していた。

　半ば覚かく悟ごを決めるカミラ。ぐったりと横たわる彼女の瞳ひとみに、ゴミ捨て場が映った。たまたま、カミラが転がったのがその近くだったのだ。

　ベビー史し郎ろうは、柵さくの隙すき間まに頭を突っ込んでもがいている。どうやら外に出ようとしているようだ。

　柵の隙間が大きかったこともあり、ベビー史郎の頭がスポンと通とおり抜ぬけた。その後は、さほど苦労することなく体も抜ぬける。

　ゴミ捨て場を出たベビー史し郎ろうは、カミラの方に向けてはいはいで進んでくる。

「駄だ目めよ！　史郎！　来ないで！」

　カミラが弱々しい声を飛ばすも、ベビー史郎の歩みは止まらない。カミラの前までやって来てしまう。

　ベビー史郎は、オムツでもこもこしたお尻しりをカミラへと向けた。自分はカミラ４へと顔を向ける。頭を持ち上げ、カミラ４を見上げる。

「あうううう」

　顔を真っ赤にして力んでいる。

「ちょっ!?　ひょっとしてこのタイミングで大!?」

　目の前のオムツの存在に、最悪を予期するカミラ。しかし、悲劇は起こらなかった。

　大をするために力んでいたわけではなかった。ベビー史郎は、カミラ４に向かって怒いかりの声を上げていたのだった。

「いっちょまえに騎き士し気取りかい？　おかしいね」

　カミラ４が馬ば鹿かにしたように笑った。

「邪じや魔まをするようなら、たとえ赤ん坊でもこっちは容よう赦しやしないよ。蹴けり飛とばしてやろうかね。それとも──」

　カミラ４が鋭するどく尖とがった牙きばを見せ、荒あら々あらしい声で言った。

「あんたの血を一いつ滴てき残らず吸ってやろうか？　そんな小さな体なら、二秒とかからないだろうね」

　ベビー史郎は一いつ瞬しゆん泣きそうな顔になった。それでも、口をへの字に曲げてその場にい続ける。

「史郎！　お願い、早く何処どこかに行って！　今のアナタにはどうすることもできない相手よ！」

　カミラは必至になってベビー史郎に語りかける。

　ベビー史郎は動き出した。そのまま逃げてくれるのかと思いきや、方向転てん換かんをしたまでだった。カミラの顔をしっかりと見つめる。

「ば[image: ～][image: ～]ぶ[image: ～][image: ～]！」

　言葉にならない声を出した。

「ぶ[image: ～][image: ～][image: ～]！　ぶ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　何かを必死に訴うつたえている。

「？」

　困こん惑わくするカミラに向かって、ベビー史郎ははいはいで突とつ進しんする。強引に、カミラの唇くちびるに自分の唇を押し付ける。

　一度だけでなく二度、三度とその行為を繰くり返かえした。

（えっ、何？　どういうこと？）

　困こん惑わくするカミラ。

　と、カミラ４が口を開いた。

「驚おどろいたね。かすかに退行する前の記き憶おくが残ってるようじゃないか」

「記憶が残ってる？」

「そっ。その赤ん坊は、あんたにしてもらいたいんだよ。《鮮血の口づけブラツデイーキス》をね」

「!?」

《鮮血の口づけ》言わずと知れたカミラの持つ呪のろわれた能力だ。

（つまり、史し郎ろうは屍鬼グール戦士フアイターになりたいって思ってるの？　アタクシ様を守るために？）

　その気持ちは嬉うれしかったが、問題は今の史郎の状態だ。

《鮮血の口づけ》が使われたからと言って、《闇聖母の子守歌ダークマムララバイ》の効果が帳消しになるわけではない。

　赤ちゃんの状態で、屍鬼戦士となることになる。

「駄だ目めよ、史郎。今の貴方あなたを屍鬼戦士にするなんて、そんなことアタクシ様にはできないわ」

　カミラが掠かすれた声を出した。

「ば[image: ～][image: ～]ぶ[image: ～][image: ～]！」

　ベビー史郎が不満の声を上げた。今にも泣きそうな顔で、無意味なキスを繰くり返かえす。

「駄目だって言ってるでしょ！」

　諦あきらめさせようとわざと怖こわい顔をして見せるも、ベビー史郎は動きを止めなかった。

　そのまっすぐな想いには胸を打たれるも、だからと言って《鮮血の口づけ》を使う気にはなれない。

（駄目なのよ、史郎。貴方は今、赤ちゃんなんだから、屍鬼戦士になったってカミラ４にあっさり倒たおされてしまうだけで……）

「ば[image: ～][image: ～]ぶ！」

　ベビー史郎がしっかりとカミラを見つめる。

　退行させられる前の意思までもが蘇よみがえったのか、その瞳ひとみには確固たる意志が宿っているように見えた。

（……そうよ。そうだわ。赤ちゃんになってたって、史郎は史郎じゃない！）

「分かったわ！　史郎、アナタを信じるわね！」

　そう叫さけぶやいなや、カミラは自らの唇くちびるを牙きばで嚙かみ裂さいた。溢あふれる鮮せん血けつで真っ赤に染まった唇を、ベビー史郎の唇にそっと触ふれさせる。

　変化はすぐに始まった。全身の肌はだが真っ青に染まる。見開かれた瞳は金色に輝かがやいた。

　少ししか生えていなかったはずの口に、ギザギザの尖とがった牙が生はえ揃そろう。爪つめもまた、鋭するどいものへと変化する。

　ピンと逆立った髪の毛の先で、史郎の魂たましいが具現化した青白い鬼おに火びが燃え上がる。

　ベビー屍鬼戦士グールフアイターの誕生だった。

『ば[image: ～][image: ～]ぶ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!』

　ベビー史し郎ろうは、ガラガラとした声でそう叫さけんだ。
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「まさか本当に、その赤ん坊に《鮮血の口づけブラツデイーキス》を使うなんてね。逃げるための時間稼かせぎでもさせようと思ったのかい？　ハッ、とんだ母性愛だ」

　呆あきれたように鼻を鳴らすカミラ４だったが、すぐにニヤリと笑う。

「いや、ひょっとしたらここは褒ほめるべきかもしれないね。不良品とは言え、あんたもれっきとしたカミラの一部だって。自らが助かるためなら、赤ん坊だって捨すて駒ごまにする非情な心の持ち主だって」

「勘かん違ちがい……しないで」

　カミラがゆっくりと上半身を起こす。

「アタクシ様は、史郎を捨て駒にするつもりなんてないわ。史郎を犠ぎ牲せいにして、自分だけ逃げようとも思わない。アタクシ様は信じてるのよ」

　カミラは、力強い口調で言った。

「たとえ赤ちゃんの屍鬼グール戦士フアイターでも、史郎はアナタなんかに負けないって！」

「いくら《鮮血の口づけ》で屍鬼戦士になったからって、こんな赤ん坊にあたいが負けるとでも言うのかい？　冗じよう談だんにも程があるよ」

「冗談なんかじゃないわ！　アタクシ様は本気よ！」

　カミラは早口に語り始める。

「アナタ、あの悪夢の五時間のことを何も知らないでしょ？　赤ちゃんになった史郎はね、そりゃあもうすごかったんだから！　アタクシ様と、カミラ10とカミラ７、三人の吸きゆう血けつ鬼きをヘトヘトにさせたのよ！　あれはもう、小さな怪かい物ぶつよ！　それをアタクシ様の能力で屍鬼戦士にしたの！　こんな恐おそろしくて、頼たのもしい存在はないわ！」

　カミラはそう力説した。

「なら、その怪物がどこまでやるかお手並み拝見といこうじゃないか」

　カミラ４が、小さな屍鬼戦士を見下ろす。

「屍鬼戦士なら、ちょっとはそっとじゃ死なないからね。手加減はしないよ」

　カミラ４が足を振ふり上あげた。

「オッラ──!!」

　容よう赦しやなく、ベビー史郎目がけて強きよう烈れつな蹴けりを放つ。

　先程のカミラのように、ベビー史郎が吹っ飛ぶことをカミラ４は疑っていなかった。体重が軽い分、より遠くまで飛ぶだろうと思っていた。

　屍鬼戦士グールフアイターになったとはいえ、所しよ詮せんは赤ん坊。この一いち撃げきで終わりだろうとたかをくくっていた。

　しかし、それは大きな間ま違ちがいだった。

『ばぶ[image: ～][image: ～]！』

　強きよう烈れつな蹴けりを体に受けながらも、ベビー史し郎ろうは両手足を使いカミラ４の足にしがみ付いた。

「なっ!?」

　驚おどろくカミラ４の向こうズネに、ギザギザの歯でもって嚙かじり付つく。

「いたあああああああ！」

　激痛に悲鳴を上げてから、カミラ４は史郎の体を摑つかもうと手を伸ばす。

　しかし、史郎はカミラ４の体をあっちこっちに這はい回まわりなかなか捕つかまらない。しかも、移動する先々で嚙かみ付き攻こう撃げきをしかけていく。

　まるでマンションの部屋の中を歩き回り手当たり次第に齧かじって回っていたあの時の様だった。

「ええい！　大人しくしな！」

　ようやく、カミラ４の手が史郎の首根を摑んだ。そのまま顔の前へと持ち上げる。

「やってくれたね、このガキンチョが！　さあ、どう料理してやろうかね。このまま地面に叩たたきつけてペシャンコにしてやろうか？　それとも、サンドバッグよろしくボコボコに殴なぐってやろうか？」

　と、ベビー史郎がいきなり、えぐっ、えぐっ、とえずき始める。

「ん？」

　カミラ４が怪け訝げんそうな顔をした瞬しゆん間かん、ベビー史郎が大量の緑色の液体をカミラ４の顔面に向かって吐き出した。

　グバアアアアアアアア！

　まるでカミラ７に背中を叩かれてミルクを吐いた、あの時のようだった。

　しかし、今回はミルクではない。緑色の液体はベビー史郎の胃液だ。どうやら強力な酸らしく、飛び散った地面がジュウジュウと音を立てて溶とけた。

　当然、カミラ４もまた無傷ではいられない。

　ベビー史郎を放り投げると、直ちよく撃げきを受けた顔を両手で押さえる。

「ぐわあああ、顔が……顔があああああ」

　ベビー史郎はというと、一度壁に当たるもの弾はずむようにして地面に着地。再び、カミラ４へと向かって行く。

　ガチガチと牙きばを嚙み鳴らす音が響ひびいていた。

　それはそれは恐おそろしい、小さな怪かい物ぶつだった。

「すごいわ、史郎。思ってた以上よ！」

　カミラが声を弾ませる。

『ば[image: ～][image: ～]ぶ[image: ～][image: ～]!!』

　顔を押さえて苦しむカミラ４の足へしがみ付こうとした時だった。

「させないよ！」

　カミラ４が右足を大きく上げた。蹴けり飛とばすのではなく、ベビー史し郎ろうを背中から踏ふみつける。渾こん身しんの力を込めその場所に固定した。

『ばぶ、ばぶばぶ』

　ベビー史郎がジタバタと手足を動かすが、さすがにこの拘こう束そくからは逃のがれられない。

「これで、動きは封じたよ」

　カミラ４が荒あらく息を吐はいた。ベビー史郎の胃液の直ちよく撃げきを受けた顔面も、吸きゆう血けつ鬼きの治ち癒ゆ力りよくで治っている。

　確かにベビー史郎の動きを封じることはできた。しかし、まだ怪かい物ぶつは健在だった。

『えぐっ、うぐっ』

　二、三度しゃくり上げた後、ベビー史郎は超特大音量で泣き始めた。

『びえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええん!!』

　屍鬼グール戦士フアイターとなり、パワーアップした泣き声。ガラガラとしたその声はもはや兵器だった。

　地面が小刻みに振しん動どうする。

　至近距離で食らったカミラ４は、自らの両耳を押さえ絶ぜつ叫きようした。

「止めてくれええええええええええ！」

　当然、ベビー史郎は止めなかった。さらにボリュームを上げ泣き続ける。

　まるで、マンションで泣き止まずカミラ達を苦しめたあの時のようだ。

『びえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええん!!』

　とうとう、近くのビルの外壁に亀き裂れつが走った。

　少し離れているとはいえ、カミラもまたベビー史郎の泣き声攻こう撃げきを受けていた。必死に両耳を押さえ攻撃に耐たえながらも、その表情は明るかった。

（音に敏びん感かんな吸血鬼が、この泣き声に耐えられるはずがない。きっとカミラ４はたまらなくなって逃げ出すわ！）

　カミラはそう確信する。しかし……。

「あああ、もうっ！　仕方ないねえ！」

　カミラ４が、耳を押さえていた右手を離した。それを、レオタードの胸元へと突つっ込こむ。

　カミラ４は、胸の谷間から何やら小さな物体を取り出した。それを泣き続けるベビー史郎の口へと突つっ込こむ。

　おしゃぶりだった。

「!?」

　一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をしたベビー史し郎ろうだったが、ちゅばちゅばとおしゃぶりを吸い始める。

「ふう、どうにか泣き止んだね」

　安あん堵どのため息をつくカミラ４に、カミラが冗じよう談だんじゃないわと叫さけぶ。

「ちょっと！　どーしてそんなのアナタが持ってるのよ！　反則だわ！」

「こいつを赤ん坊に退行させた時、泣かれたら厄やつ介かいだと思って一応用意してたんだよ。まあ、あの時は泣かなかったから使わなかったけど、まさか今になって役立つとはね。いや、助かったよ」

　それにしてもと、カミラ４は足元のベビー史郎を見下ろす。

「こいつはとんでもない奴やつだね。確かに、怪かい物ぶつに違いないようだ。心底肝きもが冷えたよ」

　ブルルッと背筋を震ふるわせる。

「さて、この怪物が大人しくしてる間に、あんたを取り込ませてもらおうかね」

　おしゃぶりを吸うのに夢中になっているベビー史郎をその場に残し、カミラ４がカミラへと歩み寄る。

　しかし、カミラに到達する前にカミラ４の体を大量のコウモリ達が取り囲んだ。

「これは、《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》！　カミラ10か!?」

　ゆっくりと舞まい降おりてくるのは、カミラ10だった。

「よくもわたくし達に一杯食わさせてくれましたわね……と文句の一つも言いたいところですけど、今はそれどころではありませんわね」

「シローのとんでもねー泣き声が聞こえるから来てみれば、新あら手てのカミラ・ナンバーズがいたとはな」

　勢いよく地面に着地したカミラ７が、カミラ４を見て言う。

「オマエ、何番だよ？」

　だけど、すぐにカミラ４の掌てのひらに記された番号を目にする。

「えっ？　４番？　噓うそだろ？」

　ほぼ同時に、カミラ10が驚きの声を上げた。

「史郎さん！　何て姿になっていますの!?　カミラさん、まさか今の史郎さんに《鮮血の口づけブラツデイーキス》を!?」

　のんびりと質疑応答をしている暇ひまはなかった。

　カミラは大きく吸い込むと、早口で一気に説明した。

「彼女は正しよう真しん正しよう銘めい、カミラ４よ！　シスターの恰かつ好こうはコスプレだったの！　史郎を赤ちゃんにして、アタクシ様達に取り合いをさせ、結果的にアタクシ様を孤立させることが目的だったの！　屍鬼グール戦士フアイターになった史し郎ろうがすっごく強くて、一時は撃げき退たいできそうだったんだけど、おしゃぶりをくわえさせられ大人しくなっちゃったの！」

「なるほど、そういうことでしたのね」

　ことの経けい緯いを理解し、カミラ10が頷うなずく。

「わたくし達は、まんまとカミラ４の策略にはまってしまいましたのね」

「オレ達の行動も全部お見通しだったのかよ。くそっ、面おも白しろくねーぜ」

　カミラ７がそう吐はき捨すてる。

「でもま、番号なしが嚙かみ付つかれる前に見つけられて良かったぜ」

　気を取り直したようにそう呟つぶやくと、カミラ７はカミラ４へと顔を向けた。

「おいっ！　カミラ４。そんな恰かつ好こうしてんだから、少しは腕に覚えがあるんだろ？　だったら正々堂々、ガチンコの殴なぐり合あいで決着をつけよーぜ！」

　楽しそうに、拳こぶしをバキバキと鳴らした。

　しかし、カミラ４はそんなカミラ７の申し出を一笑に付ふす。

「正々堂々？　クソみたいな言葉だね。言っとくけど、あたいは勝てる勝負しかしない主義なんだ。残念だけど、今回の計画は失敗。ここは引かせてもらおうかね」

「逃げるつもりですの？　教会の時のようにはいきませんわよ」

「そうだぜ。さすがにこんな場所に、フラッシュは仕込めねーだろ？」

「ふふふ、それはどうだろうね」

　カミラ４が右手を持ち上げる。

「例のアレ、頼たのんだよ！」

　それを合図としたかのように、一台の小型バンが飛び込んできた。『斉さい藤とう写真館』というロゴが車体の側面に描かれている。

　運転席から降りてきたのは、うつろな目付きの男だった。

　男はバンの後ろのドアを全開にする。そこに並べられていたのは、業務用のストロボライトの数々だった。

　その時には、すでにカミラ４はサングラスを装着していた。

「止めろ！」

　何が行われるのかを察し、カミラ７が男に向かって走る。

　カミラ10もまた、コウモリ達に命じて男を止めようとする。

　しかし、すべては遅かった。

「やっちゃいな！」

　カミラ４が叫さけんだ瞬しゆん間かん、男が手にしていたボタンを押した。

　強きよう烈れつなフラッシュに、カミラ７、カミラ10、そして少し離れた場所にいたカミラもまた、視界をホワイトアウトさせてしまう。

　ぼんやりと見え始めた時には、すでにカミラ４の姿はなかった。

「おいっ！　てめえ！　何しやがるんだ！」

　カミラ７が男に詰つめ寄より襟えり首くびを摑つかみ持ち上げる。前後に強く揺ゆさぶった。

「カミラ７、意味ありませんわよ。きっとその方は、カミラ４の催さい眠みん術じゆつによって操られているだけですわ」

「くそっ」

　カミラ７は、男を突つき放はなす。

「一度ならず二度までも、舐なめたマネしやがって！　見つけ次第、ギッタギタにしてやるぜ！」

　カミラ７は、怒いかりの炎を燃え上がらせる。

「《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》！」

　一匹の怪かい鳥ちようとなり、夜空へと飛び上がった。

　カミラ10もまた、コウモリ達を従え空からの捜そう索さく活動に入る。

「アタクシ様も！」

　後に続こうと立ち上がるカミラだったが、カミラ４に痛めつけられたダメージはまだ回復していなかった。

「まだしばらく、大人しくしてなきゃ駄だ目めそうね」

　カミラはふうと息を吐はく。

「それにしても、史郎。アナタの活かつ躍やく、とんでもなかったわね。可愛かわいくて強いなんて、アナタ最高よ！」

　カミラが、声を弾はずませ賛辞の言葉を口にする。

「一杯、一杯、ちゅーしてあげるんだから。もちろん、《鮮血の口づけブラツデイーキス》でない普ふ通つうのちゅーを！」

　少なくとも、カミラ７とカミラ10のいない間はベビー史郎を独どく占せんできる。そんな期待も抱いだきつつ、カミラはベビー史郎にいる場所へと顔を向ける。

　が……。

　そこにベビー史郎はいなかった。

　ただ、ベビー史郎がくわえていたであろうおしゃぶりだけが転がっていた。

「えっ？　史郎？　どこに行ったのよ？　ねえ、史郎ってば！」

　ベビー史郎を呼ぶカミラの声が、空むなしく響ひびいたのだった。




　★




　夜空に浮かぶ月をバックに、カミラ４は空中に静止していた。ゆっくりと翼つばさを羽ばたかせ、ホバリング飛行をしている。

　場所は、カミラのいる場所のはるか上空。彼女の能力で飛べる最高の高さだった。

「逃げると言ったあたいが、はるか上空にいるとは誰だれも気づかないだろうさ」

　カミラ４は一人、ほくそ笑む。

「単純思考なカミラ７は、やみくもに探し回るに決まってる。カミラ10は侮あなどれないが、自分のコウモリの索さく敵てき能力に絶対の自信を持っている。それこそが狙ねらい目めさ。コウモリ達は、下ばかり探して上は見ないからね」

　カミラ４は言葉を続ける。

「番号なしは、まだあたいの攻こう撃げきのダメージから回復しきれていない。きっとその場にとどまるはず。あたいは、頃ころ合あいを見計らって急降下すればいいだけさ。そう、あの怪かい物ぶつが、屍鬼グール戦士フアイターでなくなった頃ころに」

　カミラの使った呪のろわれた能力、《鮮血の口づけブラツデイーキス》は制限時間のある能力だった。十分～十五分程度。それが過ぎれば、元の人間に戻もどってしまう。

「ふっふっふっふ」

　自らの完かん璧ぺきな作戦に酔よっていた時だった。カミラ４はその声を耳にした。

『ばぶ[image: ～][image: ～]』

「何だって!?」

　肩越しに振ふり向むいたカミラ４は、極限の恐きよう怖ふを味わった。

　何と、ベビー史し郎ろうが自らの背中にしがみ付いていたのだ。いまだ屍鬼戦士化したままの姿でだ。

「あんた!?　いつの間に!?」

　カミラ４が催さい眠みん術じゆつで操っていた写真館の男、彼がフラッシュをたく少し前に、うとうとしかけていたベビー史郎は口からおしゃぶりを落とした。そして、カミラ４をやっつけなくちゃという気持ちを思い出した。

　その後、はいはいでカミラ４のもとへ向かっている最中、フラッシュがたかれる。

　たしかに眩まぶしかったが、屍鬼戦士は吸きゆう血けつ鬼きと違って光に弱いというわけではない。そのままカミラ４の足元まで向かい、飛び立つカミラ４の足にしがみ付いた。

　その後、急上昇するカミラ４の体をガシガシとよじ登り、肩のあたりまでやって来たのだった。

　今の今までカミラ４が気が付かなかったのは、急上昇の際の強い風圧がベビー史郎の存在をかき消してしまっていたからだった。

「しょうこりもなくあたいについて来やがって、あんたはコバンザメかい!?」

　ベビー史郎を摑つかもうとするも、前の時と同じようにベビー史郎はカミラ４の体を縦じゆう横おう無む尽じんに這はい回まわる。

　もちろん、非常なまでの嚙かみ付つきも健在だった。

「いた、いたたたたたたた！」

　それでもどうにか、ベビー史し郎ろうの体を両手で摑つかむことに成功する。

「よし、捕つかまえたよ。このまま遠くへ放ほうり投なげてやろうじゃないか」

　ベビー史郎を頭上高く持ち上げる。両腕に力を込め投げようとした時だ。

『ううううううううう』

　ベビー史郎は顔を真っ赤にしてうなり始めた。

「何だ？」

　何事かと見上げたカミラ４。その鼻が、かつてない異い臭しゆうをキャッチする。

　ベビー史郎が大をしたのだった。

「なっ!?」

　そのまま放り投げてしまえば良かったのだが、カミラ４は動どう揺ようする。つい摑んでいた手の力を緩ゆるめてしまった。

　ベビー史郎がするりとカミラ４の手を抜ぬけた。すとんと落ちたのはカミラ４の顔面だった。

　そのままがっちりとカミラ４の顔面にしがみ付く。

『ば[image: ～][image: ～]ぶ[image: ～][image: ～]』

　最悪の体勢だった。

「ｊふぁｄｋｆじゃｄｓｋｆじゃｓｌｋｄｆｊｋｌｆじゃｋｄｓｆじゃｓｋｊふぁｄｓｌｋｆじゃｌｋｓｆｊｋｌｆじゃｋｓｌｆじゃｋｌｆじゃｄ；ｆ！」

　カミラ４が、声にならない叫びを発する。

　しかも、今のベビー史郎はただの赤ちゃんではなかった。屍鬼グール戦士フアイターだった。

　ミルクではなく、強きよう烈れつな酸と化した胃液を吐はいたように、オムツの中の大もただの大ではなかった。

　それは、強い毒と化していた。

　その匂においは、カミラ４に激しい頭痛と意識の混こん濁だくを引き起こす。

　実際、ベビー史郎のオムツからは紫むらさき色いろのモヤすら漂ただよっていた。

　そんなものをたっぷりと嗅かがされ、飛び続けるなんてどだい無理な話だった。

　地上目がけて、カミラ４は一気に落下したのだった。




　★




「史郎、史郎ってば、どこなのよ！」

　あたりを歩き回りながら、カミラは必死にベビー史郎を探していた。

「そろそろ《鮮血の口づけブラツデイーキス》の効果も切れる頃ころよ。筋肉痛になったらそれこそ、ちゃんとアタクシ様が世話してあげなきゃならないのに」

　心配そうに呟つぶやく。

「ひょっとして、あのフラッシュの中、カミラ４に連れ去られたってことは……」

　その瞬しゆん間かんだった。カミラの目の前に、それは勢いよく落下してきた。

「うわっ！」

　何が何だか分からず、カミラは反射的に飛び距離を開ける。

　だけど、すぐにそれがカミラ４だということに気付く。その顔面にしがみ付くベビー史し郎ろうの存在にもだ。

「史郎！」

　カミラは慌あわてて駆かけ寄より、ベビー史郎を抱だき上あげた。

「アナタ、やっぱりカミラ４に連れ去られてたのね」

　実際はベビー史郎が勝手にくっついて行ってしまっただけなのだけど、そこまではカミラには分からない。

　と、カミラが鼻をひくつかせる。

「あっ、史郎。アナタ、やったわね」

　強きよう烈れつな匂においに苦笑する。

　それでも、マンションの時のように大おお騒さわぎをしたりはしなかった。

　確かに臭においが、さほど嫌いやとも感じなかった。

　すべては、ベビー史郎を愛いとおしいと思う、強い母性のおかげだった。

　そしてその母性がフィルターとなり、ベビー史郎の大の毒性を緩かん和わしていたのだ。

「何だか良く分かんないけど、アナタ、カミラ４をやっつけたのね。本当、大したものだわ」

　いまだ意識を失っているカミラ４をカミラは見つめる。

「これはもう、アタクシ様においしくいただきなさいってことよね」

　ニッて微笑ほほえむカミラ。

　その口くち端はからは、鋭するどい牙きばが伸びていたのだった。
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「おい、10番。４番の奴やつは見つけたか？」

「いいえ、まだですわ。コウモリ達の報告もありませんのよ」

　夜空にて、カミラ７とカミラ10がそんな会話をしている時だった。

　一匹のコウモリが、カミラ10のもとへとやって来る。キイキイと甲かん高だかい鳴き声で何かを報告した。

「何ですって!?」

　カミラ10が血相を変える。

「おい、どうしたんだ!?　そいつ、何て言ってたんだ？」

　カミラ７が急せき込こみ尋たずねる。たとえ同じ吸きゆう血けつ鬼き、カミラ・ナンバーズと言えども、コウモリの言葉が分かるのは《蝙蝠達の謝肉祭バツトカーニバル》を持つカミラ10だけなのだ。

「わたくし達、また一杯食わされてしまいましたわ。カミラ４が、カミラさんのもとに姿を現したそうですの」

　カミラ10は、歯は嚙がみして悔くやしがった。

「彼女は逃げたフリをして、わたくし達が探しに出ていなくなるを待っていたに違いありません。ああ、こんな単純な手に引っかかるなんて」

「後こう悔かいは後にしろ！　さっさと番号なしのとこに戻もどるぜ！」

　カミラ７が、黒い翼つばさを羽ばたかせた。

　二人して大急ぎでカミラのもとへと戻る。地面へと着地した。

「カミラさん、大だい丈じよう夫ぶですの!?」

「番号なし！　大丈夫か!?」

　二人を迎えたのは、ベビー史郎を抱だいているカミラだった。

　すでにベビー史郎の屍鬼グール戦士フアイター化は終了しており、もとの赤ちゃんに戻っている。

「おい、４番なんていねーじゃねーか」

　あたりを見み渡わたし、カミラ７が呟つぶやく。

「おかしいですわね。確かにそう報告を受けましたのに」

　カミラ10もまた、うかない顔で小首を傾かしげる。

「あっ、カミラ４なら来たわよ。まあ、正確に言うなら、落っこちてきたって感じだったけどね」

　カミラがそう説明した。

「で、４番はどこなんだ？」

「アタクシ様の中よ。ついさっき、嚙かみ付ついて取り込んでやったところなんだから」

　自じ慢まん気げに胸を張る。

「噓うそだろ？　オマエ一人でどうやって？」

「アタクシ様一人じゃないわ。史郎がいるじゃない。詳くわしいことは分かんないけど、史郎がカミラ４をやっつけてくれたのよ」

　カミラは、ことの経けい緯いを手短に語った。ベビー史郎の姿が見当たらず探していたところ、上空からカミラ４が降ってきたこと。その顔に、屍鬼戦士化した状態の史郎がしがみ付いていたこと。

　すでに、カミラ４の意識はなかったこともだ。

「なるほど、確かにそれなら番号なしでも簡単に嚙み付けるな」

　カミラ７が、《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》を解除した。黒い羽毛を払はらいのけ、元の姿へと戻った。

「結局、いつもどおりカミラさんがおいしいところを持っていってしまったということですの？」

　カミラ10がそんな不満を口にするも、顔は安あん堵どの表情だ。

　と、その匂においに気付く。

「カミラさん。ひょっとして史し郎ろうさん、してしまいましたの？」

「そうよ。一杯出しちゃったみたい」

　カミラが愛いとおしそうにベビー史郎を見る。

「考えてみれば、もうシローが赤ん坊でいる時間も終わりなんだよな？　カミラ４が倒たおされた以上、じきに元に戻もどるんだろ？」

「そうですわね。少し残念な気もしますが──」

　そこで、カミラ10はハッとする。

「大変ですわ！　史郎さんを早くマンションへ連れて戻りますわよ！　急いでそのオムツをどうにかする必要がありますわ！」

「そりゃあ、オムツ替がえてやんなきゃシローは気持ち悪いだろうけどよ、何もそんな血相を変えて言うことか？」

「そうよ、カミラ10。大おお騒さわぎし過ぎよ」

　呆あきれるカミラ７とカミラに、カミラ10は苛いら立だった様子で叫さけぶ。

「分かりませんの？　史郎さんはもういつ元の姿に戻ってもおかしくはない状態ですのよ。オムツの中がこんな状態で元に戻ったら、どうなると思います？」

　大きくなった史郎。当然、弾はじけるオムツ。

　考えたくもない最悪の事態だ。

　しかもそれだけではない。自らの下半身がそんなことになっているのを目まの当あたりにした史郎の精神的ダメージは計り知れないのだ。

「…………確かに、ちょっとヤベーな」

「そうね。史郎、ショックで寝ね込こんでしまうかもしれないわ」

　カミラ７とカミラも、ことの重大さを認識する。

「急ぎますわよ！」

　カミラ10の合図で、三人は夜空へと飛び上がった。

　マンションを目指し、大急ぎで飛ぶ。

　窓から室内へと飛び込んだ三人は、見事なまでの連れん携けいプレーでベビー史郎の汚お染せんされたオムツを始末した。

　新しいオムツをしようとも考えたが、史郎が元に戻った時のことを考えるとそれもどうかと思われた。

　結局、いつ元に戻っても大だい丈じよう夫ぶなようにと、バスタオルで体をくるむだけにしておいた。

　時間も時間だし、屍鬼グール戦士フアイターになって大車輪の働きをした疲れもあったのだろう。ベビー史郎はすぐにすやすやと眠ねむり始める。

「副作用の筋肉痛を心配してたけど、何だか大だい丈じよう夫ぶみたいだわ」

「赤ちゃんは体が柔やわらかいですからね。きっとそのせいで、副作用を免まぬかれているのかもしれませんわ」

「だったら良かったぜ。この姿の史し郎ろうが筋肉痛で苦しむ姿は、さすがに見たくねーからな」

　それにしてもと、カミラ７は続ける。

「シロー、なかなか元に戻もどらねーな」

「《闇聖母の子守歌ダークマムララバイ》は思った以上に強力な呪のろいのようですわ。効力を失うのに、時間がかかるのでしょうね」

「だったら、だったらアレを実行できるんじゃねーか？」

　カミラ７が、期待を込めて言う。

　もちろんアレとは、添そい寝ねに他ならない。

「ちょっと！　アナタ達！　また史郎を独ひとり占じめして添い寝しようって言うんじゃないでしょーね！」

　カミラが強く警けい戒かいする。

「そんなことはしませんわ。さすがに反省していますものね」

「だな。結局、オレ達が下手へたにシローの取り合いなんかを始めちまったから、番号なしが４番に取り込まれそうになったんだろ？　これからは、なるべくオレ達の中での争いは避さけようと思うぜ」

　カミラ７がそう呟つぶやく。

「仲直りってわけじゃねーけどよ。添い寝は、三人でやろーぜ」

　カミラ、そしてカミラ10も、この提案に同意する。

「でも、一つ問題がありますわ。添い寝をするスペースは、右みぎ隣どなりと左隣、二か所しかありませんのよ。あぶれてしまう一人はどうしますの？」

「そこはほら、無理くり詰つめればどーにかなるだろ？」

　大した問題ではないと、カミラ７は軽く笑った。

「それより、早くしよーぜ。ぼやぼやしてたら、史郎が元の大きさに戻っちまうからな」

　ベビー史郎と添い寝を体験できるのは今しかない。

　少しでもいい場所をゲットしようと、三人はベビー史郎の隣に我先にと寝ね転ころがったのだった。




　★




　窓の外から聞こえてくる小鳥のさえずりで、史郎は目を覚ました。

　ぼんやりとした視界に見えたのは真っ白な天てん井じよう。自分の部屋にしては、やや広い天井だった。まもなく史し郎ろうは、そこがリビングだということに気付く。

（あれ？　どうして僕はこんなとこに？）

　リビングで眠ねむってしまったという記き憶おくはない。そもそも、それ以前に記憶が不ふ明めい瞭りようなのだ。

（確か僕は、学校で居残り掃そう除じをさせられて……帰りに教会に寄って……）

　覚えているのはそこまでだった。教会で誰だれと会ったのか？　何をしたのか？　まるで思い出せない。

（何か、とんでもないことがあったような……）

　考える史郎だったが、すぐに思考が止まる。

　それどころじゃない現実に気付いたからだ。

「なっ!?」

　自分の右みぎ隣どなりには、寄より添そうようにして眠るカミラの姿があった。体を史郎側に向け、外側の手を史郎の胸へと乗せている。

　甘いカップルでなければ、こんな寝ね方かたはしないだろう。

　さらに驚おどろくべきは左隣だ。そちらには、同じような体勢のカミラ７がいた。柔やわらかな胸の感かん触しよくが史郎の肘ひじに当たっている。

　さらにさらに、腰のあたりにすがりつくようにして眠っているのは他ならぬカミラ10だったりする。

「なっ!?　なっ!?　なっ!?」

　慌あわてて起き上がる史郎は、さらに驚くべき事実を知る。

　下半身にバスタオルをかぶせているだけで、他は何一つ身に着けていなかったのだ。

　裸はだかの自分、そして自分に添い寝する三人の吸血少女達。

　さらにさらに、周りに散乱しているのは、オムツとか哺ほ乳にゆう瓶びんとかおしゃぶりとか赤ちゃん用の玩具おもちやとかＥＴＣ。

『大人の階段』『一夜の過あやまち』『赤ちゃんプレイ』『多人数プレイ』

　そんな危ない言葉が、史郎の頭で目まぐるしく飛び交った。

　カミラ４の呪のろわれた能力で赤ちゃんにされていて、カミラ達はその赤ちゃんと添い寝。

　ちょっと試してみる程度のつもりだったが、三人とも疲れがあって眠ってしまった。

　そして現在に至るというのが真相だが、そんなぶっ飛んだ事情が史郎に分かるはずがない。

「ど、どうなってるんだよ」

　掠かすれた声で、史郎は呟つぶやいた。

「昨日の夜、一体何が起こったんだよ」

「駄目よ、史郎。勝手に起きちゃ」

　カミラが手を伸ばし、史郎を寝かそうとする。

「そうですわ、史郎さん。いい子にしてください」

　カミラ10の声もした。

「シロー、おしゃぶり吸うか？　何だったら、オレの胸でもいいんだぜ」

　とカミラ７。

　言うまでもなく、三人とも完全に寝ねぼけていた。史し郎ろうをベビー史郎だと思っているのだ。

　三人の吸きゆう血けつ鬼き少女に押さえられる。もう身動きが取れない。

　緊きん張ちようでガチガチに体を固めつつ、史郎はひたすら自問自答し続けたのだった。

（僕は何をした！　僕はどこまでやってしまったんだ!?）
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　★１★




　雲一つない、よく晴れた日だった。

　キーンコーンカーンコーン。

　午前中、最後の授業の終了を告げるチャイムの音が鳴なり響ひびいた。

　教師が出て行くと、教室の中は解放感で途と端たんに騒さわがしくなる。

　ここは、月つき与よ野の南みなみ高校。言わずと知れた、史し郎ろうの通う高校だった。

　うっかり吸きゆう血けつ鬼きを蘇よみがえらせ、人類の未来さえも左右しかねないカミラゲームに巻まき込こまれてしまった史郎。しかし、基本的に日中はわりと平和だったりする。

　吸血鬼としては当然のことだが、カミラは太陽の光が苦手だった。夕方や曇くもり空ぞらならまだしも、ギンギラの太陽の光を浴びてしまうと体が燃え上がり灰と化してしまうらしい。

　それは、カミラ・ナンバーズも同じらしく、昼間、カミラゲームのバトルが行われることはまずない。

　だから、史郎も学校へは普ふ通つうに登校しているのだった。

（それにしても、まさか僕の知らないうちにカミラ４との戦いが終わってたなんてな）

　ふと思い出し、史郎は心の中で呟つぶやいた。

　カミラ４との戦いが行われたのは、つい先週のことだった。

　呪のろわれた能力、《闇聖母の子守歌ダークマムララバイ》によって赤ん坊にされていた史郎は、その間のことは何も覚えてはいなかった。

　後でカミラに一部始終を聞いた。自分がベビー屍鬼戦士グールフアイターとなり目覚ましい活かつ躍やくをしたとも知らされたが、覚えてないのだから実感はまるでなかった。

　カミラ達によってオムツを替かえられたことを知り、大いに恥はずかしくなっただけだ。

　いくら赤ん坊になっていたとは言っても、なかなか割り切れるものでもなかった。

（まさか、この年にもなってオムツを替えられることになるなんて思ってもなかったよ）

　また恥ずかしくなり、一人で赤面している時だった。

「おっす、史郎」

　馴なれ馴なれしく、一人の少年が声をかけてくる。クラスメイトの麦むき沢さわ耕こう介すけだった。

「お前、今日昼どうする？　購こう買ばいのパンにするか？」

　月与野南高校の一階には、購買部があった。昼になると、そこでパンを売るのだった。

　正直、味は大したことないが、外で買うよりも安いので史郎も頻ひん繁ぱんに利用していた。

「そうだな」

　少し考えてから、史郎は首を横に振る。

「今日は、何だかご飯の気分なんだよね。コンビニでお握にぎりでも買うよ」

「おっ、奇き遇ぐうだな。実は俺おれも、コンビニ飯にしようかなって思ってたとこなんだ。丁度、小こ遣づかいをもらったばかりでよ、豪ごう華かにカルビ弁当なんかにしようってな」

　耕こう介すけが、今にもヨダレをたらしそうな顔をする。

「さあ、行こうぜ」

「ああ」

　二人は連れ立って教室を出た。一階にある昇しよう降こう口ぐちを目指す。

　一階へと降りた頃ころだった。いつになく賑にぎやかな様子に二人は気付く。昇降口を入ってすぐの、少し薄暗くなったスペース。そこに、たくさんの生徒達が集まっていた。

「何だろ？」

「さあな？」

　首を傾かしげていると、クラスは別だが二人の知り合いの男子生徒がほくほく顔でその集団から出てくる。

「おい、小お木ぎ曽そ！」

　耕介が無ぶ遠えん慮りよに声をかけた。

「この人ごみ、一体何なんだ？」

「ああ。これね。パンだよ」

　小木曽が片手を持ち上げて見せる。一つのパンが握にぎられていた。

「近所に今度新しく開店するんだってさ。で、宣伝も兼かねてパンを無料で配ってるんだ。一人一個までなんだけどね」

「なるほど、それでこんなにも人が集まってんのか」

　耕介は納得して頷く。

「タダってのは魅力的だけどよ、俺、今日はもうカルビ弁当の気分なんだよね。この人ごみをかき分けてく元気もねぇしな」

　その点は史し郎ろうも同感だった。耕介と共に、集団をスルーし予定どおり外のコンビニへ向かおうとする。

　そんな二人の背中に、小木曽の声が届いた。

「しかも、配ってるのがすっごく可愛かわいい女の子なんだ」

「何!?　お前、それを早く言えよな！」

　あっさりと方向転てん換かんをすると、耕介は人ごみに飛び込んだ。

「オラオラ！　どけぇ！」

　そんな声が響ひびく。

「カルビ弁当の気分じゃなかったのか？」

　呆あきれつつも、一人でコンビニに行く気にもならなかった。

　それに、小木曽の持っているパンがひどくおいしそうに見えて仕方がなかった。楕だ円えん形けいで斜ななめに三本の切れ込みが入った、ひどくレトロな雰ふん囲い気きのパン。それが、どうにも食欲をかき立てる。

　ふんわりとしたいい匂においさえ感じ始めていた。

「無料なんだし、僕も一つもらって来ようか」

　そう呟つぶやき、史し郎ろうもまた人ごみにその身を投じる。

「別に、耕こう介すけみたいに女の子目当てじゃないからな」

　どんな女の子なのか興味がなかったと言えば噓うそになるが、それでもこの時の心境としてはパンが八割、女の子が二割だった。

　特に強引にかき分けることなく、人の動きに従って進む。思った以上に時間がかかったが、パンを配っている場所まで到着した。

　長机が設置され、その上に大きなカゴが置かれていた。その中に、例のパンが山盛りに入っている。

　カゴのすぐ後ろに立ち、パンを配っているのは一人の少女だった。

　ワンピースにエプロン姿。首元にはお洒落しやれなリボン。頭には三角布をかぶっている。

　年齢は、史郎と同じぐらいだろう。パッチリとした瞳ひとみに整った目鼻立ち。確かに文句なしに可愛かわいかった。

　大人っぽくもなければ、子供っぽくもない。等身大の少女の魅み力りよくがそこにはあった。

「はい、どうぞ。気に入ってくれたら、お店の方にも来てくださいね」

　少女は笑顔で生徒達にパンを手て渡わたしする。非常に好感の持てる笑顔だった。

　男子のみならず、女子までもが少女のハツラツとした様子に心を奪うばわれている。




『ル・トロワ・ベーカリー』




　少女のすぐ後ろの壁かべには、そう書かれた手書きのＰＯＰ広告が貼はられていた。

「君、幾いくつ？　俺達と同じぐらいだけど、アルバイト？」

　すでにパンを受け取っているのにもかかわらず、耕介が長机の前に居座り、少女に話しかけている。

　少女は少しも嫌いやな顔をせず、にこやかに質問に答えた。

「十六歳ですよ。アルバイトってわけじゃないんです。ル・トロワ・ベーカリーは、お兄ちゃんが新しく開くお店で、ちょっとしたお手伝いです。本当はお兄ちゃんも一いつ緒しよに来るはずだったんですけど、お店の準備が忙しくって。あ、開店は明日なので是ぜ非ひ来てくださいね」

　少女の爽さわやかな笑顔に、行く行く～！　とあちこちから声が湧わき上あがった。

「おい！　早くしろよ！　パンがなくなっちまうだろ！」

　人ごみの後ろから、男子生徒の声が響ひびく。

　少女は片手を口元に持っていくと、

「慌あわてなくても大だい丈じよう夫ぶですよ、パンは全校生徒分用意しちゃいましたから。あっ、もちろん先生方の分も」

　片手メガホンでそう告げる。

　確かに、長机の下には同じようにパンが山盛りになったカゴがいくつも置かれていた。これなら、教師も含めて全校生徒分ありそうだった。

　そしてまた、少女はパンを配り始めた。

「はい、どうぞ。はい、食べてくださいね」

　まだまだ話したくてたまらなそうな耕こう介すけだったが人の流れの圧力には耐たえきれず押し出されていく。

　そして、史し郎ろうの番となった。

「はい、どうぞ」

　他の生徒と同じように、パンを渡わたされる。その際、少しだけ手が触ふれた。

　史郎は、何だかドキドキしてしまう。

「ど、どうも」

　ぎこちなくお礼を言うと、史郎はそのまま少女の前を後にした。

　人ごみを後にすると、パンを片手に持った耕介が史郎を待っていた。

「史郎、可愛かわいい女の子だったな。店、この近くでオープンするんだろ？　俺おれ、通っちゃうぜ。あの子に顔を覚えてもらって、ゆくゆくは」

　耕介がへらへらとした笑えみを浮かべている。どうせ都合のいい妄もう想そうを膨ふくらめていることだろうと、史郎は呆あきれた。

　と、そんな時だった。人ごみの向こうから、少女のよく通る声が響ひびいた。

「あっ、すみません。言い忘れてました。実は、パンの中に一つだけ、『当たり』のパンがあるんです。中にメッセージを書いた紙が入ってるので、当たった人はこっそり読んでください。気が向いたら、指示のとおりにしてくださいね」

　さらに、衝しよう撃げき的な言葉を続ける。

「あたしが、個人的に特別なサービスをしちゃいますから」

　男子達から、どよめきが起こった。

「どんな!?　どんなサービスなの!?」

「それは、当たった人だけのお楽しみです。でも、すっごくすっごくドキドキのサービスですから」

　しばしの静せい寂じやくの後、

「うおおおおおおおお！」

　人ごみがうごめいた。まだパンをもらっていない男子達が長机に押し寄せたのだ。

「押さないで、パンはたくさんありますから！」

　あたりは、大混乱の様相を呈ていしていた。

「おい、聞いたか！　特別なサービスだって！　しかも、ドキドキのサービスだぞ！　これは絶対、ちょっとＨなことに違いない！」

　耕こう介すけが鼻息を荒あらくして叫さけぶ。

「耕介、そんなはずないって。パン屋のサービスだぞ」

　妄もう想そうを爆ばく発はつさせる友人をなだめようとするも、耕介は止まらなかった。

「俺おれの一生分の運を使ってもいい！　当たり、来てくれ！」

　パンに祈いのりを捧ささげると、一気にかぶりつく。

　………………。

　そして普ふ通つうに食べ終わった。どうやら当たりではなかったようだ。

「あああああああ」

　崩くずれるようにして膝ひざをつき、絶望の声を上げる耕介。

「大おお騒さわぎし過ぎだよ。それに、絶対耕介が思ってるようなサービスじゃないからな」

　そう言いながら、史し郎ろうもまたパンを食べ始めた。

　正直、何の期待もしていなかった。

　あれだけのパンの中から、当たりを引き当てるような運が自分にないことはこれまでのくじ引き体験の中でよく分かっていたからだった。

「うん、このパン。かなりうまいな」

　普通にパンの味を楽しんでいた史郎、と、その顔が怪け訝げんそうに固まる。

「ん？」

　口の中に指を突つっ込こむと、史郎はそれを引っ張り出した。

　それは、何重にも折りたたまれた紙だった。

「えっ？」

　史郎は啞あ然ぜんとしてしまう。

（ひょっとして、当たり？）

　心の中で、戸と惑まどいの声を上げたのだった。




　★２★




　五時限目の授業が終了した。十分の休み時間が始まる。

　史郎は席を立つと、そっと教室を後にした。

　向かったのは、トイレでもなければ水飲み場でもなかった。

　階段を下り、校舎の最上階へと上がる。その一番端はしにある教室へとやって来た。

　今は使われていない空き教室だった。

「ここ……だよな」

　史し郎ろうはポケットから折りたたまれた紙を取り出し開いた。そう、史郎が齧かじったパンから出てきたあの紙だった。





『当たり』を引いた幸運な方へ




　五時限目の休み時間、五階の端はしの空き教室まで一人で来てくださいね

　いいですか？　くれぐれも一人でですよ

　来てくれたら、特別なサービスをしちゃいます

　楽しみにしててくださいね♪






　紙には、可愛かわいらしい丸文字でそう書かれていた。

　この紙を見つけた時には驚おどろきのあまり啞あ然ぜんとしてしまったが、すぐに我に返り紙をポケットへと押し込んだ。

　その後、トイレで中身を確認。

　指示に従って、こうやって五時限目の休み時間にこの空き教室までやって来てしまったのだった。

（でも、どうしてここなんだ？　昼休みはもうとっくに終わってるのに、あの女の子はパン屋に帰ってないのか？）

　いろいろと謎なぞだった。

（第一、たった十分の休み時間だぞ。一体どんなサービスができるって言うんだよ）

　まるで想像がつかない。

　ヒントは、少女が口にしていた『ドキドキのサービス』と言う言葉だけだった。

　ついつい、耕こう介すけの叫さけびを思い出してしまう。

『これは絶対、ちょっとＨなことに違いない！』

「いや、まさかそんなことはないって」

　口では否定するものの、ほんの少しだけ期待してしまっている自分もいた。

　あまりハードなのはさすがに問題だが、ほっぺにチューぐらいならいいのではないか？

　そんなことまで考えてしまう。

（とにかく入ってみよう。そうすれば分かることだから）

　史郎は空き教室の扉とびらに手をかけた。横にスライドする。

「失礼……します」

　教室の中は薄暗く、また所ところ狭せましと物が置いてあった。使われなくなった机、椅い子す、棚たな。授業で使う教材等も高く積まれている。どうやら倉庫代わりに使われているようだ。

「あの……、パンの当たりで来たんですけど」

　そう声を出してみるも、返事はなかった。人の気配すら感じない。

「ひょっとして、イタズラだったのかな？」

　そんなことを呟つぶやきつつ、教室の奥おくへと進んでみる。

「!?」

　そこで史し郎ろうは驚おどろき足を止める。

　積まれた段ボール箱の脇わきで、倒たおれている少女の姿を見つけたからだった。

　体を横にし、史郎には背中側を向けているため顔は見えない。しかしその服装、頭にかぶったお洒落しやれな三角布は紛まぎれもなくパンを配っていたあの少女のものだった。

「えっと……大だい丈じよう夫ぶ？」

　おずおずと声をかけるも、少女の体は動かなかった。ただ眠ねむっているだけには思えない。

「保健の先生、呼んでこようか？」

　やはり返事はなかった。その体は微び動どうだにしない。

　史郎は少女の脇にしゃがみ、そっと肩に手を触ふれ揺ゆさぶる。

「ねえ、ちょっと」

　少女の体がゴロンと史郎の側に倒れた。そこで、史郎は少女の顔をしっかりと目にする。

　少女は、何か恐おそろしいものでも見たかのように目を見開いた状態で硬こう直ちよくしていた。その顔からは血の気が失われている。呼吸をしている様子すらなかった。

「ひぃっ！」

　史郎は思わず悲鳴を上げ、後ろ向きに倒れてしまう。

（大変だ!?　早く救急車を！　いや、その前に保健の先生を!?）

　史郎は這はうようにして教室を飛び出した。そこで、数人の生徒達の集まりと遭そう遇ぐうする。

　五階には、科学教室等の専門教室がある。そこに向かう途と中ちゆうの三年生の集団だった。

　異様な様子の史郎に驚き、足を止めていた。

「な、中に女の子が倒れてて……」

「え、本当か!?」

　数人の生徒が教室の中へと入り、すぐに血相を変えて飛び出してきた。

「パン屋の子だ！　何か、すげーヤバい感じだぞ！　早く、園その原はら先生を！」

「分かったわ！」

　女子生徒が姿を消す。しばらくしてから、保健の園原先生を連れて戻もどってきた。少し太めの女性だ。

　看護学校を出てから高校の養護教きよう諭ゆになったという経歴の持ち主で、怪け我が人にんや具合の悪くなった生徒が出た場合は頼たよりにされている。

「園その原はら先生、こっちです！」

　園原先生と、数人の生徒が教室の中へと入る。

　騒さわぎを聞きつけたのか、野や次じ馬うまが集まってくる。

「何かあったのか？」

「中で女の子が倒たおれてるんだって」

「昼、パンを配ってた女の子らしいわ」

「えっ!?　それどういうこと？　あの子、昼休みが終わってもまだ学校に残ってたの？」

　史し郎ろうは、廊ろう下かの壁かべにもたれかかるようにして茫ぼう然ぜんとしていた。

　先程目もく撃げきした少女の姿が頭から離れなかった。

（あんなに目を見開いて、それに血の気もなかったし……ひょっとしたら……ひょっとしたらもうあの子は……）

　駄だ目めだ駄目だと思いながらも、どうしても最悪の事態を想像してしまう。

　やがて、教室から園原先生と一いつ緒しよに入った生徒達が出てきた。皆、青ざめた顔をしている。

「彼女、亡くなっていたわ」

　園原先生が重い言葉を口にした。生徒達から、どよめきが起こる。

「死因は、おそらく失血死よ」

（えっ？）

　と史郎は思った。

　失血死、それは血を失って命を落とすことだ。だけど、史郎が見た限りでは、少女は血を流してはいなかった。

「中で大おお怪け我がをしてたってことですか？」

　一人の生徒の質問に、園原先生が首を横に振る。

「そういうことではないの。でも、彼女は全身のほとんどの血液を失っていたわ。それは、確かなことよ」

「そんな、一体どうして？」

　野次馬の生徒達が困こん惑わくする中、園原先生と一緒に教室に入った生徒の一人が自らの首筋をペシペシと叩たたいた。

「ここに二つ、何かに嚙かまれたような傷あとがあった」

「首筋に嚙まれたような傷あとで、全身の血がなくなってるなんて……そんなの、吸きゆう血けつ鬼きに襲おそわれたみたいじゃない！」

　女子生徒が、半ば悲鳴のような声を上げる。

（吸血鬼だって!?）

　史郎は息を飲んだ。

　吸血鬼に襲われた。こんなことを聞かされたところで、『そんな馬ば鹿かな』の一言で終わってしまうのが普ふ通つうだ。

　しかし史し郎ろうは違う。自らが吸きゆう血けつ鬼きを蘇よみがえらせ、吸血鬼が実在することをよく知っている。

　さらに、この町にはたくさんの吸血鬼達が存在していることもだ。

　そう、カミラ・ナンバーズ達だ。

　カミラ・ナンバーズは、総勢十三名。これまでの戦いで五名がカミラに取り込まれ、存在を消しているが、まだ八名が残っている。

（どういうことなんだ？　カミラ・ナンバーズの誰だれかがこの学校に潜もぐり込こんでるのか？　それで、あのパン屋の娘の血を吸って……殺したってことなのか？）

　事情を知る者として、このとんでもない事態に危機感を持つ史郎。

　そんな中、先程首筋を叩たたいたのとは別の生徒が手にしていた物を持ち上げ皆に見せる。

「教室の中にこれが落ちてたんだ。昼休みに配られたパンに当たりがあるって話は聞いただろ？　その当たりのパンに入ってた紙のようだ。五時限目の休み時間に一人でここに来るよう書かれている」

　確かにそれは史郎が持っていた紙だった。教室から飛び出す際、落としてきてしまったらしい。

「あ、それは僕です。僕が落としました」

　秘密にする理由もなく、史郎は素直に名乗り出た。

「そう、これで分かったわ」

　園その原はら先生は大きく深呼吸をすると、史郎に向かって指を突つき付つけた。

　そして、確信を込めてこう叫さけんだ。

「君が、彼女の血を吸って殺した吸血鬼なのね!?」

「ええっ!?」

　この告発には、史郎はつい驚おどろきの声を上げてしまう。

　これが、『君が彼女を殺した犯人なのね!?』だったらまだ理解できる。第一発見者が疑われるのはよくある話だ。

　だけど、園原先生はハッキリと、史郎が吸血鬼だと明言したのだ。

（保健の先生がそんなことを言うなんて……。あまりのことに気が動転してるのか？）

　しかし、それはほんの始まりに過ぎなかった。

　野や次じ馬うまの生徒達が一気に史郎から離れた。遠巻きに、警けい戒かい、怯おびえ、敵意といった視線を向けてくる。

「お前が吸血鬼だったのか!?」

「人間のフリをして、学校に潜り込んでいやがったな！」

「怖こわい、怖いわ！」

　吸血鬼なんて、そうそう信じられる存在ではないはずだ。にもかかわらず、生徒達は吸血鬼の存在を疑っていない様子だった。

　しかも、その吸きゆう血けつ鬼きが史し郎ろうだと信じ切っている。

　何かの冗じよう談だんかと思ったが、生徒達の瞳ひとみは本気だった。

「化け物め！　この学校から出て行け！」

「駄だ目めよ！　そしたらまた人を襲おそうに決まってるわ！」

「吸血鬼は人類の敵よ！　ここで、倒たおすのが一番よ！」

　生徒達の瞳がギラギラと輝かがやいている。中には、筆箱から取り出したシャーペンをまるで杭くいのように持ちかまえている生徒もいた。

　異様としか言いようがなった。

「いや、ちょっと待ってください！　僕は犯人じゃないし、ましてや吸血鬼なんかでもない！」

　必死になって訴うつたえるも、誰だれも聞く耳を持ってくれない。

　史郎が得体の知れない恐きよう怖ふを感じている時だった。一人の男子生徒が、史郎と生徒達の間に飛び込んでくる。

　知的で冷静そうな男子生徒だった。スクエア型の眼鏡めがねをかけている。

　その男子生徒に、史郎は見覚えがあった。一つ上の先せん輩ぱいで、月つき与よ野の南みなみ高校の副会長、国こく分ぶだった。

「話は聞かせてもらった！　皆、少し冷静になるんだ！　一方的に彼を吸血鬼扱あつかいするなんて、間ま違ちがっているぞ！」

　よく響ひびく声で語りかける。

（良かった。普ふ通つうの人もいるんだ）

　史郎はホッと息を吐く。

「君、２年だね。名前は？」

「高こう坂さかです。２年Ｃ組の、高坂史郎」

「高坂君か、よし」

　軽く頷うなずいてから、国分は声を響かせた。

「確かに、ここにいる高坂君が吸血鬼だという可能性はかなり高いと言えよう。しかし、まだ断定はできない。滅ほろぼそうとしてもし間違いだったら、私達は人殺しになってしまう。まずは、彼の正体をハッキリさせることが必要だ」

　事態は、史郎の予想外の方向へと流れていく。

「すぐに全校生徒を体育館へ召しよう集しゆうする。彼が吸血鬼かどうかを、全校生徒立ち合いのもと審しん議ぎしようと思う」

　国分は力強い声で言った。

「吸血鬼裁判だ！」




　★３★




　それから十数分後──。

　史し郎ろうは、体育館の中央にいた。容よう赦しやなく椅い子すに縛しばり付つけられている。さらに、口には猿さるぐつわまではめられていた。

　もちろん、史郎だって甘んじてこの状じよう況きようを受け入れたわけではない。必死に抵てい抗こうはしたものの、国こく分ぶの指示で動いた運動部の男子達に取り押さえられてしまったのだからどうしようもなかった。

　校内放送を聞いた全校生徒が、体育館へと集まっていた。史郎を取り囲むように、円となり座っている。教師達も、生徒達の後ろにズラリと並んでいる。

　マイク片手で円の中止へと出てきた国分が出てくる。

「静せい粛しゆくに！　皆さん、静粛にお願いします！」

　ざわめく生徒達に、強く呼びかける。

　シンと静まり返るのを待ってから、国分は話し始めた。

「突とつ然ぜんの召しよう集しゆうで授業を中断してしまい大変申し訳ありません。しかし、この学校でとんでもない事件が起こってしまったのです。つい、十数分程前、校舎五階の空き教室にて一人の少女が亡くなっているのが発見されました。昼休みにパンを配っていた『ル・トロワ・ベーカリー』の少女です」

　生徒達が息を飲む音が史郎にまで聞こえた。

　一気に緊きん張ちよう感かんが高まる。

「保健の園その原はら先生の所見によれば、死因は失血死。何と彼女は、全身の血のほとんどを失ってしまっていたのです。そして、その首筋には何者かに嚙かまれたかのようなあとがありました。以上のことから、彼女が吸きゆう血けつ鬼きに襲おそわれ命を落としたのだと我々は判断しました」

　吸血鬼と言う非現実な存在の登場に対し、生徒達から失笑は漏もれなかった。

　それどころか、呆あつ気けに取られる様子もなかった。

　皆、真剣に驚おどろき、そして恐きよう怖ふする。

「空き教室にて彼女と密会をしていた人物、２年Ｃ組の高こう坂さか史郎。ここにいる彼が、吸血鬼である疑いが極めて高いと思われます」

　生徒達が、史郎に向かって恐怖、そして敵意の視線を向けてきた。

「吸血鬼は殺せ！」

　誰だれかが叫さけぶ。

「女の子を殺した報むくいを受けさせろ！」

「そうだ、殺せ！」

「殺せ殺せ！」

　物ぶつ騒そうな言葉があちこちから発せられた。

（おかしい、こんなの絶対普ふ通つうじゃない。みんなして、どうかしてる！）

　一刻も早くこの場から逃げたかった。しかし、固く縛しばられたロープはどうやったって解けてくれなかった。

「静せい粛しゆくに！　静粛に！」

　国こく分ぶが声を響ひびかせる。

「まだ、彼が吸きゆう血けつ鬼きである確証は得られていません。だからこそ、皆さんに集まってもらいました。皆さんの目の前で審しん議ぎし、彼の正体をハッキリさせようと思います。本来であればこの議事進行は皇すめらぎ生徒会長が行うはずですが、今日は彼女が不在のため、副会長である私が行うことにします。異議がある方は挙手してください」

　手を上げる生徒はいなかった。

　それを確認した国分は、軽く息を吸い込むと高らかに宣言をした。

「これより、月つき与よ野の南みなみ高校、吸血鬼裁判を開かい催さいします！」

　生徒達から一いつ斉せいに歓かん声せいが上がった。異様なまでのボルテージだった。

　歓声が静まるのを待ってから、国分は右手を上げ合図をした。

　史し郎ろうの少し後ろに控ひかえていたラグビー部の男子が、史郎に近寄り猿さるぐつわを外す。

「まずは、高こう坂さか君の弁明を聞きましょう」

　史郎の目の前にマイクが用意される。

「……僕は、吸血鬼なんかじゃない！」

　上ずった声で史郎は叫さけんだ。

「僕はただ、パンの中に入ってた指示に従って五階の空き教室に行っただけなんだ。そしたらもう彼女は倒たおれてて、僕は何もしちゃいない。そんな、血を吸って殺すなんてするはずないじゃないか」

　そもそも！　と、史郎は言葉を続ける。

「吸血鬼なんて、そんなのがいるはずないじゃないか！　あれは映画とか小説とかに出てくるだけで、実際にはいないんだ！　架か空くうの存在なんだ！　皆だって、それは知ってるはずだろ！」

　必死になって史郎はそう訴うつたえた。

　校内で遺体が見つかったことで皆が半ばパニックを起こし、吸血鬼があたかも存在をしているかのように信じ込んでしまったのだと史郎は考えたのだ。

　ここで、皆の常識に訴えれば誰だれかが我に返ってくれるはず！　そう信じていた。

　しかし……。

「吸血鬼が架空の存在だって？」

「あいつ、何言ってんだ？」

　生徒達から聞こえてきたのは、そんな困こん惑わくの声だった。

「吸きゆう血けつ鬼きは普ふ通つうにいるじゃないか」

「そうよ、人類の天敵よ。毎年、数え切れない人間が犠ぎ牲せいになるのよ。ニュースでだってよく報道されてるし」

「あんなおかしなことを叫さけぶなんて、やっぱりあの男は吸血鬼なのよ！」

「そうだ！　俺おれ達をおちょくってるんだ！」

　再び、殺せ！　殺せ！　と言うコールが始まった。

　史し郎ろうは愕がく然ぜんとした。

　助けを求めようと教師達に顔を向けるも、彼らもまた、史郎に向かって怯おびえ、そして敵意の視線を向けている。

　パニックを起こしたどころの話ではなかった。生徒達、そして教師達もが、心の底から吸血鬼の存在を信じているのだった。

　もちろん、吸血鬼は実在する。しかしそれは、普通の人間は知らないはずの事実だ。

　少なくとも、人類の天敵として広く知られるような存在ではない。

　ましてや、ニュースで吸血鬼被害が報道されたことなどない。あるはずがない。

　得体の知れない恐きよう怖ふを史郎は感じた。これは夢なのかとも思った。しかし、縛しばられた腕の痛みは夢なんかではなかった。

　逃のがれようのない、恐おそろしい現実だった。

「皆さん、静せい粛しゆくに！　静粛に！」

　国こく分ぶがマイク越しに声を張り上げ、生徒達を静かにさせる。

「それではこれより、彼が本当に吸血鬼かどうかの審しん議ぎに入ります。確実に彼の正体を暴くため、生徒会は専門家に協力を要よう請せいしました。準備を整え、まもなくこの場に来るはずです」

　国分はそこで、何かに気付く。

「丁度、彼が来ました。オカルト研究部部長、３年Ｆ組の羽は佐ざ間ま照てる正まさ君です」

　国分が指差した先、体育館の出入り口には、一人の少年が立っていた。

　瘦やせ型でヒョロリと背の高い少年だ。肩まである長い髪の毛をしている。分厚い丸まる眼鏡めがねが怪あやしく輝かがやいていた。

「羽佐間……先せん輩ぱい」

　史郎もその名前を口にする。彼とは面識があった。カミラを蘇よみがえらせたばかりの頃ころ、吸血鬼を退治する道具を羽佐間から借りたことがあったのだ。

　大きなスポーツバッグを引きずるようにして、羽佐間は体育館の中央へとやって来た。

「この私に任せてくれたまえ！　見事、高こう坂さか史郎の正体を暴いて見せようではないか！　うははははは」

　芝しば居いがかった口調で言う。マイクがいらないぐらいの大音量だった。

「とりあえず、オーソドックスなところから試してみようと思う」

　スポーツバッグを下すと、羽は佐ざ間まはその中から金属製の十じゆう字じ架かを取り出した。

　その十字架を、史し郎ろうの額へと押し当てる。

「どうだ!?」

「…………」

　もちろん、史郎は平気だった。映画の吸きゆう血けつ鬼きのようにジュッと皮ひ膚ふが焼けることはない。

　続いて羽佐間は香こう水すい瓶びんのような小瓶を取り出した。その中にある液体を史郎へと振ふりかける。

「聖水を食らえ！」

　これも問題なかった。

　そもそも、十字架や聖水は、本物の吸血鬼であるカミラ達だって平気な代しろ物ものなのだ。

　羽佐間は手鏡を取り出し史郎へと向ける。バッチリと映る。

　続いて、ニンニクも取り出された。それを嗅かぐよう命令される。確かに臭くさいが、悶もん絶ぜつする程でもなかった。

「ならばこれでどうだ!?」

　大きな懐かい中ちゆう電でん灯とうのような物も取り出し史郎に向かってスイッチを入れた。

「紫し外がい線せんライトだ！　吸血鬼にはたまらないだろう!?」

　眩まぶしいし肌はだがヒリヒリするものの、火傷やけどまではいたらない。ましてや、灰になるなんてこともなかった。

「おい、どれも平気だぞ」

「ひょっとして、あいつは吸血鬼じゃないのかも？」

　そんな声が、生徒達から囁ささやかれる。

（ひょっとして、これで僕への疑いが晴れるんじゃないか？）

　どうして皆が吸血鬼の存在を信じてしまっているか？　その謎なぞは解けていないし、不気味なことは変わらない。

　それでも、自分が吸血鬼だと言う疑いだけは晴れそうだった。

　こうなると、羽佐間が救世主に思えてくる。

（ありがとうございます、羽佐間先せん輩ぱい）

　心の中でお礼を言った。

「驚おどろくべきことが起こってしまいました。彼は、どれも平気のようです」

　どこか悔くやしそうな様子で、国こく分ぶが言う。

「認めたくはありませんが、彼は吸血鬼ではないと言わざるを──」

「結論を出すのはまだ早[image: ～][image: ～]い！」

　叫さけんだのは、他ならぬ羽佐間だった。

「吸きゆう血けつ鬼きには様々な種類がある。中には、こういった弱点に耐性を持つ種もいる。第一、彼は普ふ通つうに学校に通っているではないか。太陽に耐たえられないはずがない。鏡に映る術も会え得とくしているのだろう」

　羽は佐ざ間まは実に楽しそうに語る。

「では、一体どうやって確かめれば？」

「一つ、確実な方法がある。どんな吸血鬼であろうとも、これを試されてしまったらその正体を現さずにはいられない。そんな方法だ。それを今から試そうではないか！　私の言うものを準備してくれ！」

　羽佐間が国こく分ぶと相談し、何らかの準備が始まった。

　最初、史し郎ろうはそこまでの危機感は感じなかった。何をされようが、平然としていられる自信があったからだ。

　何せ、史郎は吸血鬼ではないのだから。

　ところが、そんな余よ裕ゆうも失われることとなった。

　しばらくの後、史郎の目の前に用意されたのは透とう明めいなバスタブだった。様々な植物が放ほうり込こまれている。

　問題は植物ではなく、お湯の方だった。

　もうもうと湯気が立っている。相当熱いに違いなかった。

　昨年の文化祭の催もよおしで熱湯風ぶ呂ろが行われたことを史郎は思い出した。透明なバスタブはその時に用意したものだろう。

　だけどどうして今回、そのバスタブが目の前に登場するのかが史郎には分からない。

（まさか、まさかこの中に入れとでも言うんじゃ？）

　恐おそろしいことに、そのまさかだった。

「バーベラ、ローズマリー、ジュニパー、ヤロウ、フェンネル、桑くわの葉、退たい魔まの効果のあるハーブを入れた熱湯風呂だ。この中に吸血鬼を放り込んだならば、確実にそのおぞましい正体をさらけ出すことだろう！」

　自信たっぷりに羽佐間が言う。

「羽佐間先せん輩ぱい!?　ほ、本気ですか？」

　掠かすれた声で尋たずねる。返事はなかったが、羽佐間のギラギラとした瞳ひとみを見て確信をする。

　本気も本気だってことに。

「それでは、高こう坂さか君をお湯の中へ」

　国分の指示により、新たに運動部の男子一名が現れた。史郎を縛しばっていたロープを解くと、元からいた一人とそれぞれ右腕と左腕を摑つかみ無理矢理に立たせる。

　そのまま、熱湯風呂へと史郎を連れていく。

　湯気が顔に当たった。むせ返るような植物の香かおりと熱気だった。

　文句なしの熱湯風ぶ呂ろだ。しかも、バラエティー番組と違って火傷やけどしないギリギリのラインをちっとも守っていない。

「どうしてお湯じゃなきゃ駄だ目めなんですか！　冷ましてからじゃ駄目なんですか！」

　必死に訴うつたえる。そう、問題は植物ではなく温度だ。ぬるくなってくれさえすれば、何の問題もなく入ることができる。

　しかし、羽は佐ざ間まは首を横に振る。

「植物のエキスを十分に抽ちゆう出しゆつするためには、煮にえたぎるぐらいの温度が必要なのだよ」

「こんなのに入ったら火傷します！　勘かん弁べんしてください！」

「そう言って、ハーブ風呂から逃れようという魂こん胆たんだろう？」

　話にならなかった。

「高こう坂さか君、君がこのハーブ風呂から逃のがれる方法は一つだけだ」

　近寄った国こく分ぶが、妙みように優しい声で囁ささやいた。

「自らが吸きゆう血けつ鬼きであることを認めることだ。そうすれば、すぐに止めさせようじゃないか」

　運動部の男子は、史し郎ろうを風呂に押し込もうとぐいぐいと力を込める。

　史郎は全身に力を込め、どうにかそれを突つっぱねようとした。

　運動部の男子の体がバスタブに当たり、たっぷりと入っていたお湯が波打った。飛沫しぶきが史郎の顔へと飛ぶ。

　悲鳴が出そうになるぐらいに熱かった。

　反射的に、史郎は叫さけんでしまう。

「み、認めます！　認めますから、もう勘弁してください！」

「よし！」

　国分が運動部の男子達に合図をした。込められていた力が緩ゆるむ。

「彼を席へ」

　再び、椅い子すへと戻もどされた。

「ああ、どうして認めてしまうんだ。吸血鬼がそのおぞましい正体をさらけ出す光景を見たかったのに」

　ひどく残念そうに羽佐間が呟つぶやく。

　国分が、マイク越しに声を響ひびかせた。

「皆さん、お聞きになりましたか？　高坂君……いえ、高坂史郎は自分が吸血鬼であるとついに認めました。もはや、何の疑問も残ってはいません。彼は吸血鬼であり、この学校にて一人の少女の命を奪うばったのです！」

　生徒達が叫んだ。史郎に対する敵意の言葉だった。

「吸血鬼は殺せ！」

「殺せ！　殺せ！」

　三度目の殺せ殺せコールが始まった。

「吸きゆう血けつ鬼きは、見つけ次第始末しなければならない。それが人類の義務であり絶対の掟おきてです。それを、果たすことにしましょう」

　国こく分ぶが羽は佐ざ間まを見る。

「羽佐間君、例の物は？」

「もちろん持ってきているよ」

　羽佐間がスポーツバッグから取り出したのは、史し郎ろうも見覚えのあるアンティークトランクだった。

「あっ、それは!?」

「覚えているかい？　史郎君。これは、私が君に貸した例の道具だよ」

　愛いとおしそうに、羽佐間はアンティークトランクを撫なでた。

「おそらくだが、これを借りた時の君は勇ゆう敢かんにも吸血鬼に戦いを挑いどむつもりだったのだろう？　しかし君は返り討ちに合ってしまった。七日七晩、血を吸われ続け、吸血鬼へと成り下がってしまったのだね」

　アンティークトランクの蓋ふたが開かれる。中から、木き槌づちと、そして杭くいが姿を現した。

「気の毒だが、君には灰となってもらうよ。恨うらむなら、君を吸血鬼とした相手を恨むことだ」

　木槌と杭を手にし、史郎へと歩み寄るとする羽佐間。と、その前に国分が立ちはだかる。

「生徒会副会長として、その仕事は私がやろう」

「いや、しかし……」

　しぶる羽佐間から、国分は強引に木槌と杭を奪うばい取とった。

　文句を言いたそうな羽佐間だったが、呆あきれた様子でガックリと肩を落とす。

　国分が史郎の目の前へとやって来る。何をするのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　当然、逃げようとする史郎だったが、運動部の男子によって押さえつけられてしまっている。

「違う！　さっきのは火傷やけどが怖こわかったからで！　僕は吸血鬼なんかじゃない！」

　必死になって史郎は叫さけんだ。

（杭を刺さされるよりは、まだ火傷の方がマシかも!?　さっきよりは温度も下がってるかもしれないし！）

　そう思い、

「分かった！　風ふ呂ろに入る！　入って見せるか──」

　史郎の言葉は途と中ちゆうで途と切ぎれた。再び口に猿さるぐつわをはめられてしまったからだ。

　むーむーむむむー。

　言葉にならない訴うつたえを続ける史郎に、国分はニヤリと笑って見せる。

「往生際が悪いぞ、吸血鬼め。大人しく、私の手で滅ほろぼされることだ」

　さらに、小声で囁ささやいた。

「吸きゆう血けつ鬼きを見つけ倒たおしたという実績があれば、どんな大学へも推すい薦せんで入れること間ま違ちがいなしだ。フフフ、よくこの学校で事件を起こしてくれたね。本当、感謝しているよ」

（どうかしてる!?　みんなみんな、どうかしてるよ！）

　史し郎ろうは心の中で叫さけぶ。

　杭くいの先せん端たんが史郎の胸にあてがわれた。絶体絶命のピンチだった。

「死ね！　吸血鬼め！」

　国こく分ぶが、右手に持った木き槌づちを振ふり上あげた。それを勢いよく杭に叩たたき付つけようとしたその時だった。

「きみ達、何をやっているの！」

　凜りんとした声が、体育館に響ひびいた。
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　声の主は制服姿の一人の少女だった。

　丁度体育館へと入ってきたところなのだろう。出入り口の近くに立ち、こちらに顔を向けている。

　少々クセのある髪の毛をした、気の強そうな目付きの少女。知的な眼鏡めがねがよく似合っている。

　特筆すべきはその胸元だ。高校生とは思えない程のボリュームだった。半はん袖そでシャツの布地を内側からこれでもかと押し上げていた。

　彼女の名前は皇すめらぎ瑞樹みずき。月つき与よ野の南みなみ高校の３年、そして生徒会長だった。

　ちなみに、カミラ10を蘇よみがえらせた人物でもある。

　きびきびとした足取りで、瑞樹は体育館の中央へとやって来る。

「会長、今日は体調不良でお休みでは？」

　国分の質問に、

「薬が効いて楽になったから、午後の授業から出ようと思ってやって来たのよ。そしたら、どの教室もカラじゃない。まさか、体育館でこんなことをやっているなんて」

　置かれた熱湯風ぶ呂ろ、椅い子すに押さえ付けられ、猿さるぐつわをはめられている史郎。

　そして、手に杭と木槌を握にぎり締しめた国分を順番に見て、瑞樹は口を開く。

「国分くん、これは一体どういうこと？　全校生徒を集めて、何の悪ふざけなの？」

「悪ふざけ？　とんでもありませんよ」

　国分が強く首を横に振る。

「ここにいる２年Ｃ組の高こう坂さか史郎が吸血鬼である疑ぎ惑わくが出て、緊きん急きゆうに全校生徒を招集しました。吸血鬼裁判を行うためです。その裁判において、高坂史郎は自分が吸血鬼であることを認めました。ですから、彼の心臓に杭くいを打ち込もうとしていたところです」

　一いつ瞬しゆん、悔くやしそうな表情を見せたものの、国こく分ぶは従順な副会長の顔で言う。

「会長不在のため仕方なく自分がやろうとしていましたが、会長が来られたのなら自分が出しゃばるつもりはありません。どうぞ、彼に止とどめを」

　木き槌づちと杭を瑞樹みずきへと差し出した。

　正直言って、史し郎ろうはあまり期待していなかった。

『あらそう、それじゃ任せてもらうわね』

　何て言って、瑞樹が木槌と杭を手にするものだと思っていた。

　何せ全校生徒がおかしくなってしまっているのだ。瑞樹だけまともだなんて、あまりに都合が良すぎる期待だった。

　しかし、瑞樹は予想外の反応を見せる。

　それは史郎にとっては、いい意味での予想外だった。

「吸きゆう血けつ鬼き？」

　瑞樹は、眉まゆと眉の間に縦シワを作る。最高に困こん惑わくした顔だった。

「国分くん、私、まるで理解できないわ。本当、降参よ。いい加減、教えて。一体何の冗じよう談だんなの？」

「冗談なんかじゃありませんよ。本当に彼が吸血鬼だと判明したんです！」

　そう主張する国分に、

「ふざけないで！」

　瑞樹がピシャリと言い放つ。

「吸血鬼なんて、映画や小説の中だけのものよ！　実際にいるはずないじゃない！」

（えっ!?）

　史郎は目を見開き驚おどろいた。

　吸血鬼は実際にいない。瑞樹はそう言い切った。それこそが、普ふ通つうの反応だった。

　この異常に支配された学校の中で、何故なぜか瑞樹だけはまともだったのだ。

（ひょっとしたら、皇すめらぎ先せん輩ぱいが僕を助けてくれるかも!?）

　希望を胸に抱いだく。

　瑞樹は国分の手からマイクを奪うばい取とると、とり囲んでいる生徒達、そして教師達をぐるりと見渡した。マイク越しに喋しやべり始める。

「生徒の皆さん、そして先生方。今回は生徒会が勝手な召しゆう集しゆうをかけてしまい、大変申し訳ありませんでした。こんな茶番劇に突つき合あわせてしまったことを、会長として深くお詫わびをします。どうぞ、教室に戻もどってください」

　しかし、生徒達、そして教師達は教室に戻ろうとはしなかった。

「吸血鬼はどうするんだ!?」

「ちゃんと始末してからじゃないと、安心して授業なんて受けられません！」

「会長の手で、吸きゆう血けつ鬼きを灰に！」

「会長！　お願いします！」

　生徒達からは、そんな声が上がる。

「えっ？」

　この反応には、瑞樹みずきも大いに戸と惑まどった。

　救いを求めようと教師達に顔を向けるも、

「皇すめらぎ君、学校としても吸血鬼をそのままにはしておけないんだ」

　冗じよう談だんを言いそうもない強面こわもての教師が、大きな声で言った。

「生徒の自主性を重んじるため、生徒会の主導に任せることにしたが、君達がやらないと言うのであればこちらで吸血鬼は始末することにさせてもらうよ」

　他の教師達もそろって頷うなずき同意する。

「そんな……」

　異常さに気付いたのか、瑞樹が言葉を失った。

　しばらくしてから、彼女はコホンと咳せき払ばらいをする。普ふ段だんと変わらない平然とした様子で、マイクを持ち上げた。

「そうですね。私としたことがうっかりしていました。確かに、吸血鬼を始末してしまわないことには皆さん、安心して授業を受けることができませんね」

　生徒達にはそう語りかけ、続いて教師達に顔を向ける。

「先生方も、心配をさせてしまう申し訳ありませんでした。この件に関しては、ちゃんと解決をします。どうぞ、生徒会に任せてください」

（ああ、終わった）

　史し郎ろうは、希望がついえたことを悟さとった。

（結局、皇先せん輩ぱいもみんなと同じになったんだ）

　さらに、瑞樹は言葉を続けた。

　しかし──。

「ただし、私はまだ彼が吸血鬼であることに確信を持てません。もう少し調査を進めたいと思います。今回の集会はこれで終わりとし、また改めて──」

「そんな！」

　国こく分ぶが不満の声を上げる。

「会長は、私が行った吸血鬼裁判が間ま違ちがいだと言うんですか!?」

「そうは言わないわ。だけど、私は不在でその場に立ち会っていなかった。だから、確信が持てないのよ。ただそれだけよ」

　まだ何か不満を言おうとする国分に、瑞樹は鋭するどく言った。

「国こく分ぶくん、これは会長である私が決めたことよ。反論は許さないわ」

「ぐっ」

　国分が言葉を飲み込む。

「じゃあ、彼は私がどこかに閉じ込めておくことにするわ。腕を離して」

　史し郎ろうを押さえつけている運動部の生徒達に言う。

「お、俺おれ達も一いつ緒しよに行きます。会長が襲おそわれたら大変ですから」

「必要ないわ。後ろで手だけ縛しばっておいてくれればそれで十分よ。そんな猿さるぐつわをはめられていたら、私を嚙かむなんてできないでしょ？　ほら、早く」

　瑞樹みずきに急せかされて、運動部は史郎を押さえつける手を離した。史郎を立たせると、後ろで手首を縛る。

「これでいいわ。さあ、行くわよ」

　瑞樹が史郎の腕を摑つかみ歩き始めた。集まった生徒達の脇わきを通り、体育館の出入り口を目指す。

「高こう坂さかくん、大人しくしているのよ。きみが暴れたりしたら、私一人で連れ出すことができなくなるんだから」

　瑞樹が小声で囁ささやいた。

「理由は分からないけど、先生も皆も異常だわ。早く学校を出た方が良さそうよ」

　そこで史郎はようやく瑞樹の意図を察した。

　彼女は、皆と同じようになったわけではなかった。異常さを認識し、皆を刺し激げきせず史郎を助けるために一ひと芝しば居い打ったのだった。

（皇すめらぎ先せん輩ぱい、すごいな）

　瑞樹の機転の速さに、史郎は心の底から感心する。

　と、その時だった。

「待ってください！」

　体育館に、国分の声が響ひびいた。

「やっぱり、私は納得いきません！　高坂史郎が吸きゆう血けつ鬼きなのは紛まぎれもない事実です！　今ここで、杭くいを打ち滅ほろぼしてしまうべきです！」

　瑞樹は足を止めると振ふり向むいた。よく通る声で言う。

「国分くん、さっきも言ったとおり、これは会長である私が決めたことよ。私が、会長の権限でもって今回の集会を終わらせたの。副会長であるきみが、校則を破るようなことはしないわよね？」

「だったら、校則は破ることなく、集会を続けることにします！　生徒会長の許可なしでも、生徒集会を開くことができる場合があるのはご存じでしょう？」

　国分の言葉に、瑞樹の顔色が強こわ張ばった。

「国分くん、きみ、まさか？」

「皇すめらぎ会長、今ここで、あなたに対する不信任案を提出します！」

　国こく分ぶは高らかに宣言する。

「それに伴ともない、全校集会を開きます。そして、皆さんに問います。明らかに吸きゆう血けつ鬼きだと分かっている高こう坂さか史し郎ろうをこの場で倒たおしてしまわない彼女が、果たしてこの月つき与よ野の南みなみ高校の生徒会長にふさわしいかどうかを！」

　生徒達がざわめいた。

「彼女の不信任案に賛成の方、つまり、彼女は生徒会長にふさわしくないという方は挙手を！」

　国分の問いかけに、一人、また一人と手を上げていく。最初はまばらだったが段々と加速していき、やがて生徒のほとんどが手を上げることとなった。

「吸血鬼の始末を先送りにするなんて論外だ！」

「生徒の安全を第一に考えてくれないなんて、生徒会長として問題ね」

「尊敬してたのに、がっかりだわ」

　そんな声があちこちで上がる。

「そん……な……」

　青ざめる瑞樹みずき。それに対し、国分は勝ち誇ったような笑えみを浮かべていた。

「皇会長……いえ、皇さん。これで、あなたに対する不信任案が可決されました。あなたはもう、この学校の会長ではありません。次の選挙が行われるまでは、暫ざん定てい的に副会長である私が会長の任を行うことになります」

　国分は軽く息を吸うと、

「会長である私が宣言をします。生徒集会は続行！　今この場、皆さんが見ている前で吸血鬼、高坂史郎の息の根を止めることとします！」

　生徒達から歓かん声せいが上がった。

「殺せ！　殺せ！」

「吸血鬼を殺せ！」

「高坂史郎の胸に杭くいを！」

「学校の平和を守るんだ！」

　異常なテンションで生徒達が叫さけぶ。

「高坂くん！　行くわよ！」

　瑞樹が史郎の腕を強く引っ張り、走り出す。もちろん史郎も共に走る。

　ぼやぼやしていたら、確実に杭を打ち込まれてしまうのだ。

「二人を捕つかまえろ！」

　国分の声が響ひびく。生徒達が立ち上がり、二人に押し寄せてくる。

　史郎と瑞樹は、どうにか体育館の出入り口から外へ飛び出した。

　瑞樹は史郎の腕から手を離すと、体育館の扉とびらを閉めた。通路に転がっていた木製のクサビを扉とびらの下に嚙かませる。

　生徒達が突つき破やぶるように扉を押し開くも、クサビがはさまりガッと止まる。

　扉の隙すき間まから、何本もの生徒達の手が伸びてきた。史し郎ろう達を捕つかまえようと、わしゃわしゃと手が動く。

　こんな光景を、史郎はどこかで見たことがあるような気がした。

　すぐに思い出す。そう、ゾンビ映画だ。

　もちろん生徒達はゾンビではない。しかし、捕まったら最後命を奪うばわれる点では同じだった。

　史郎は強い恐きよう怖ふに足をすくめてしまう。

「高こう坂さかくん、ボーっとしてないで！　早く！」

「あうっ！」

　ハッとした史郎は、猿さるぐつわ越しに返事をした。

　走り出す史郎と瑞樹みずき。

　生と死をかけた逃亡劇の始まりだった。
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　体育館を後にした史郎と瑞樹の二人は、迷うことなく昇しよう降こう口ぐちを目指した。

（は、早く外へ！）

　必死になって走る史郎だったが、なかなか全力を出せない状じよう況きようでもあった。

　手を体の後ろで縛しばられている上に、口には猿ぐつわをはめられているのだ。

　すぐに呼吸困難を起こしてしまいそうになる。

　そうこうしている内に、背後から迫る生徒達の足音や怒ど号ごうが聞こえ始めた。くさびは一時しのぎにしかならなかったようだ。

　このままでは昇降口にたどり着く前に追いつかれてしまうと瑞樹は判断したのだろう。史郎の腕を摑つかんだ。

「こっちよ！」

　瑞樹は、方向転てん換かんをして廊ろう下かにあった掃そう除じ用具倉庫へと飛び込んだ。狭い倉庫は薄暗く、ワックスの匂においが充じゆう満まんしている。

　まもなくして、生徒達が廊下を通過する激しい音が聞こえてきた。

「追いかけろ！　絶対に逃がすなよ！」

「これ以上の被害者を出させてたまるか！　きっちりと息の根を止めなきゃな！」

　しばらく生徒達の足音、声が響ひびいていたが、やがて静かになる。

　命拾いをしたと、瑞樹はホッと息を吐いた。

　史郎はと言うと、緊きん張ちようのあまり酸欠で目を白黒させていた。

「今外すわね」

　小声で囁ささやき、史し郎ろうの猿さるぐつわに手を伸ばす瑞樹みずき。しかし、その手を止めた。

「最初に一つだけ確認させて。高こう坂さかくん、きみまでおかしなことを言い出したりしないわよね？　吸きゆう血けつ鬼きは実在するとか、自分がその吸血鬼だとか」

　史郎は必死になって首を横に振った。

「そう、それならいいわ。後ろを向いて」

　史郎に後ろを向かせると、瑞樹はまず猿ぐつわを外した。続いて、後ろ側で縛しばられた手も解く。

「これでいいわね」

「あ、ありがとうございます」

　荒あらく息をしながら、史郎はお礼を言った。

「どうにかやり過ごせたわ。しばらくここで大人しくしていて、完全に外が安全と分かったら出ましょ。昇しよう降こう口ぐちはさすがに見張られてるかもしれないけど、手て頃ごろな窓から外へと出るわ」

　瑞樹が今後の計画を口にする。

　この掃そう除じ用具倉庫の窓から外へと出られればいいのだが、残念ながら人が出られる程に大きな窓ではなかった。

　史郎は大きく頷うなずき同意した。

　しかし、せっかくの計画もいきなり遂すい行こう困難となる。

　それは、突とつ然ぜん響ひびいた校内放送だった。

『全校生徒の皆さん、会長の国こく分ぶです。高坂史郎は、いまだ校内に潜せん伏ぷくしているものと思われます。外へと逃げられないよう、校舎内の扉とびらという扉、窓という窓を塞ふさいでください。木板、釘くぎ、針金といった材料は生徒会で至急用意をします』

「国分くん、機転が効くじゃないの」

　瑞樹が悔くやしそうに呟つぶやく。

　まもなくして、ガンガンという金かな槌づちの音があたりから響き始めた。ギュイーンという音も聞こえてくる。電動ドライバーだろう。

　窓という窓、扉という扉が塞がれているのは間ま違ちがいがない。

「外への脱出は無理そうね」

　瑞樹がポツリと呟いた。

「高坂くん、一体何があったのか最初からちゃんと説明してくれない？　せめて、状じよう況きようだけはちゃんと把は握あくしておきたいのよ」

　幸いにして、掃除用具倉庫を訪れる生徒はいなかった。それに、扉や窓を塞ぐ作業音が大きく、史郎と瑞樹が少しぐらい会話をしても誰だれかに気付かれる心配はなかった。

「えっと、きっかけは──」

　史し郎ろうは、自分の知っている限りでの一部始終を説明し始めた。

　午前中は、いつもと何ら変わらない学校だったこと。

　昼休みに、新装開店するパン屋の少女が、宣伝のため校内でパンを配ったこと。

　一つだけあった『当たり』のパンを、史郎が当ててしまったこと。

　中に入っていた指示に従い、休み時間に五階の空き教室へと向かったこと。

　そこで、パン屋の少女の遺体を発見したこと。

　保健の園その原はら先生が調べた結果、全身の血が少女からは失われていたこと。また、首筋にまるで嚙かまれたような傷あとがあったこと。

　少女と密会をしようとしていた史郎が、吸きゆう血けつ鬼きの疑いをかけられたこと。

　全校生徒が集められ、吸血鬼裁判が行われたこと。

　熱湯風ぶ呂ろから身を守るため、自分は吸血鬼だと認めるしかなかったこと。

「とまあ、そんな感じだったんです」

　すべてを語り終えた史郎は、そう締しめくくる。

「なるほど、そんな経けい緯いだったのね」

　瑞樹みずきが大きく息を吐き出した。

「校舎内で遺体が見つかるなんて、とんでもない事態だわ。しかも、全身の血が抜ぬかれているなんてね。恐おそろしい猟りよう奇き殺人よ。でも、だからと言って犯人が吸血鬼だなんて結びつけるのは強引過ぎるわ。しかも、全校生徒がそれに納得してしまうなんて……」

　瑞樹は難しい顔で考え込む。

「先生達までもが吸血鬼の存在を認めるなんて異常よ。予期しない事態に対する集団パニック、集団ヒステリーと呼ばれるものなの？　集団催さい眠みんとも言えるかもしれないわ」

（催眠……か。確かに、みんなして催眠術をかけられてるみたいだったよな）

　そこで、史郎はハッとした。

（催眠術!?　ひょっとしてこれって、カミラ・ナンバーズの仕し業わざなんじゃないのか？）

　もっと早くに気付いても良かったのだが、怒ど涛とうのような驚おどろき展開で史郎も一杯一杯だったのだ。

　カミラ・ナンバーズがこの件に絡からんでいる。そう考えれば辻つじ褄つまが合う。

（カミラ・ナンバーズが、この学校に潜ひそんでいた。パン屋の女の子の血を吸って殺し、誰だれかが吸血鬼として始末されるように、みんなに催眠術をかけたんじゃ？　吸血鬼は実在するんだって）

　これだけ大量の人間に一度に催眠術をかけられるものなのか？　それは史郎には分からなかった。しかし、それ以外にこの異常事態を説明することはできない。

（だったら、カミラに電話して聞けば対処法を教えてもらえるかも！）

　史郎はそう考えた。

　しかし、残念なことに通信手段がなかった。吸きゆう血けつ鬼きの疑いをかけられ捕とらえられた時、ポケットの中のスマホも財布も没ぼつ収しゆうされてしまっている。

「皇すめらぎ先せん輩ぱい！　携けい帯たいを持ってますか!?」

　急せき込み尋たずねる史し郎ろうを、瑞樹みずきは呆あきれたような目で見る。

「もし私が携帯電話を持っていたら、とっくの昔に警察に通報してるわよ」

　言われてみればそのとおりだった。

「携帯は、四階のロッカーの中。学校ではいつもそうしているの。こんなことになると分かってたら、ポケットに入れておいたのに」

　瑞樹が嘆なげき、ため息をつく。

「高こう坂さかくん、きみも持ってないんでしょ？」

「はい」

　申し訳なさそうに、史郎は頷うなずいた。

「でも、こうなった以上電話で助けを求めるしかなさそうよ。どうにか電話をする方法を考えなきゃ」

　少し考えてから、瑞樹が口を開く。

「ねえ、高坂くん。確か、二階の渡わたり廊ろう下かに公衆電話があったはずよね」

　携帯やスマホの普ふ及きゆうにより使う生徒はほとんどいなくなってしまったが、二階の廊下の片かた隅すみに公衆電話が設置されているのだ。

「はい、ありました。多分、使えると思います」

「四階のロッカーに行くよりは、ずっと近いわね。あそこなら、塞ふさぐ窓はほとんどないから生徒達も多くないはずよ」

「でも、皇先輩。問題はどうやってそこまで行くかです。僕達が歩いてたら、すぐに見つかって捕つかまってしまいます」

「そうよね。確かにそれが問題よ」

　瑞樹は少し考えてから、倉庫の中を見み渡わたした。ワックスを拭ふくのに使うのか、大きな布が用意されている。

　瑞樹は布を手にする。

「これで、どうにかできそうね」

　それから、史郎を見て言った。

「高坂くん、悪いけど、後ろを向いててくれない？　できれば目も閉じててもらいたいんだけど」

　瑞樹が何をしようとしているのかは分からなかったが、言われるがままに史郎は背中を向ける。ついでに瞳ひとみも閉じた。

「私がいいって言うまでそうしていてね」

　そう言ってから、瑞樹みずきが何かを始めた。

　シュルという衣きぬ擦ずれの音が史し郎ろうに聞こえてくる。

（えっ？　ひょっとして皇すめらぎ先せん輩ぱい、ふふふ、服を脱ぬいでるとか？）

　そうとしか聞こえない音だった。さらに、プチリという音もする。

（今のは、ひょっとしてブラを外したのでは!?）

　史郎の頭はもはやパニック状態だった。

（皇先輩、どういうつもりなんだろ？　この状じよう況きようで服を脱ぐなんて……）

　そんな中、声はした。

「はい、もういいわよ」

　史郎はゆっくりと振ふり向むき、思い切って目を開いた。

　瑞樹は服を着ていた。ただ、これまでと少し様子が違っている。

　一いつ瞬しゆん、別人のように感じてしまった程だった。

　その理由は、まず顔だった。彼女のトレードマークたる眼鏡めがねが外されていたのだ。

　続いて、髪型も変わっている。ツインテールを解き、頭の後ろでポニーテールに縛しばり直していた。

　そして最大のポイントは、その胸だった。

　学校一の巨きよ乳にゆうを誇っていた彼女の胸が、ひどく控ひかえめなサイズになっている。

「どう、一瞬、私じゃないみたいに見えたでしょ？」

　瑞樹の問いかけに、史郎は無言で頷うなずいた。

「人はね、相手の特とく徴ちようでまず誰だれかを認識するんだって前に本で読んだことがあるのよ。だから、私の特徴を一時的には変えてみたわけ。まずは眼鏡、それから髪型、あと……」

　瑞樹は少しだけ恥はずかしそうに付け加えた。

「胸……よ」

　確かに、その三点が変わっただけで大きなイメージチェンジだった。

「でも……」

　一体どうやってあの胸を小さくしたのか？　史郎にはそれが不思議でならなかった。

　ついまじまじと瑞樹の胸元を見てしまう。

「ちょっと、そんなじろじろ見ないでよ」

「あっ、すっ、すみません」

　あたふたする史郎。

　史郎が何を疑問に思っていたのかは瑞樹も悟さとったのだろう。正解を口にする。

「さっき、そこにあった布。あれをさらし代わりに巻いてみたのよ。ちょっと苦しいけど、今は我が慢まんするしかないわ」

　自分に気合を入れるように軽く両りよう頰ほほを叩たたいた。

「さてと、それじゃ私、行くわね。公衆電話まで行って、警察に電話をしてくるわ。眼鏡めがねなしで歩くのは少し不安だけど、まあ何とかなるでしょ」

「あっ、ちょっと待ってください」

　史し郎ろうが慌あわてて呼び止める。

「僕も、一いつ緒しよに行きます」

　自宅のカミラに電話をし、この集団催さい眠みんの対処法を聞くという用事があるのだ。どうしても一緒に行く必要があった。

「きみ、何を言ってるの？　狙ねらわれてるのはきみなのよ？　見つかったらどんなことになるか」

「それでも、行かなきゃならないんです！」

　史郎は力強く言う。

「仕方ないわね」

　瑞樹みずきはため息をつくと、史郎にぐいっと顔を近づけた。史郎の顔をまじまじと観察する。

　距離が近いのは、眼鏡がなくてそうしないとよく見えないからだった。

「きみの場合、あまり特とく徴ちようがないわ。少し、盛るしかなさそうね」

「盛る？」

　キョトンとした顔で史郎は聞き返したのだった。




　★６★




　校舎の中は、非常に活気付いていた。

　生徒達が一いち丸がんとなり、熱心に作業をしている。

　作業の内容は、学校中の窓と出入り口を塞ふさぐというものだった。

　窓を塞がれ外の光が入ってこなくなったため、すでに電灯がつけられている。

「おい、そっちの木、押さえてくれ」

「ああ、任せとけ」

「釘くぎが足らないぞ！　こんなんじゃ強度が心配だ」

「新しい釘を持ってきたわ！　これを使って！　後、鍵かぎを固定する針金も！」

　まるで、文化祭直前のような熱気に包まれていた。

　そんな中を、史郎と瑞樹の二人は歩いていた。

　瑞樹の方は、眼鏡なしのポニーテール。胸もさらしでＦカップからＣカップ程度にまで小さく見せた姿。

　史郎はと言うと、こちらもイメージチェンジに挑ちよう戦せんしていた。

　制服のシャツのボタンをだらしなく上のいくつかを空けている。あえてベルトも緩ゆるめ、腰パン状態だ。

　さらに、瑞樹みずきの眼鏡めがねを借りそれをつけていた。

　髪の毛は、途と中ちゆうで寄ったトイレにて石せつ鹼けん水すいを使って大だい胆たんなオールバックに仕上げている。

　イメージチェンジの甲斐かいあって、二人は普ふ通つうに廊ろう下かを進むことができた。

　何人もの生徒とすれ違ったが、特に怪あやしまれるようなことはなかった。

　階段へとやって来た二人は、そのまま二階へと上がった。廊下では、一階以上に多くの生徒が窓を塞ふさぐ作業に没ぼつ頭とうしている。

　公衆電話へ到達するためには、この廊下を突つっ切きる必要があった。

「行くわよ、高こう坂さかくん、平常心でね」

「は、はい」

　二人は歩き始める。

　廊下の中程まで、何事もなく進んだ時だった。

「あ、ちょっとそこの二人～」

　不意に後ろから声をかけられる。

「慌あわてないで。平常心よ」

　瑞樹が小声で囁ささやいた。

　それから、二人して振ふり返かえる。

「何？　私達、向こうの作業で呼ばれてるんだけど」

　瑞樹がごく自然な口調で言う。

「ごめん、ごめん。でも、二人ともまだこれを受け取ってないでしょ？　だから」

　呼び止めた少女は、抱かかえていたバックから何かを取り出し二人に差し出した。

　それは、切断したパイプだった。片側は斜ななめになっていて、鋭するどく尖とがっている。

「こ、これは？」

　史し郎ろうが上ずった声で尋たずねる。

「見て分からない？　杭くいよ。新会長が、生徒一人一人に配っておけって。高坂史郎を見つけたら、問答無用で心臓に突つき刺さすように」

　血の気が引いてしまう史郎。

「君、顔色めっちゃ悪いよ？　保健室に連れてってあげよっか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。少し疲れてるだけよ」

　瑞樹が慌ててフォローする。

「杭、ありがとう。確かに受け取ったわ」

　二本の杭を受け取り、少女を見送った。

「ちょっと、高坂くん。怪しまれるところだったわよ」

「そんなこと言われても、そんな杭を突つき付けられたら誰だれだって」

　改めて史し郎ろうは、あたりで作業をする生徒達を見た。男子の多くはベルトに杭くいを差していた。女子もまた、しっかりと杭を持っている。

「しっかりして。あと少しなんだから」

　瑞樹みずきに応おう援えんされつつ、史郎はどうにか足を進めた。

　そしてようやく目的地である渡わたり廊ろう下かへと到着する。

　すでに窓が塞ふさがれた渡り廊下には、他の生徒達の姿はなかった。片かた隅すみに、公衆電話が置かれている。最近は使う生徒もほとんどおらず、すっかりホコリをかぶっていた。

　瑞樹は二本の杭を廊下に置くと、ポケットから小さなガマ口を取り出した。

　受話器を持ち上げ十円玉を入れた瑞樹は、迷わず１１０を押した。

「あ、もしもし。警察ですか？　私は、月つき与よ野の南みなみ高校の生徒で、皇すめらぎ瑞樹と言います。実は──」

　瑞樹は早口でことの経けい緯いを説明した。

「違います、イタズラなんかじゃありません。確かに、信じられない話です。でも、本当のことなんです。来てくだされば、異常性が伝わると思います。お願いします、お願いします」

　何度もお願いしますを繰くり返かえしてから、瑞樹は受話器を置いた。

「吸きゆう血けつ鬼き？　裁判？　何を言ってるんだって呆あきれられたわ。こっちは大変なことになってるって言うのにね」

　瑞樹は不満そうに言う。

「それでも、どうにか来てもらえるようには頼たのんだわ。さすがに出入り口や窓が塞がれてることに気付いたら普ふ通つうじゃないって気付くでしょ」

　それまでの間、またどこかに身を潜ひそめていましょうと提案する瑞樹に、史郎は言った。

「あの、皇先せん輩ぱい。10円貸してもらえませんか？　ちょっと電話したいところがあって」

「こんな非常事に？」

「はい。もしかしたら、どうにかする方法が聞けるかもしれないんです」

「？」

　不思議そうな顔をしながらも、瑞樹は史郎の手に10円玉を握にぎらせた。

「足りなくなったら言って」

「はい、ありがとうございます」

　今度は史郎が受話器を取った。10円玉を入れ番号をプッシュする。もちろん自宅の番号だ。

　随ずい分ぶんと長く呼び出し音が続く。昼間は外に出られないカミラとカミラ７が留守をしているはずがない。単純に眠ねむっているからだろう。

（頼む！　どっちでもいいから出てくれ！）

　必死になって祈いのっていると、ようやく呼び出し音が終了した。

『もしもし、誰だれよ』

　不ふ機き嫌げん丸出しなその声は、カミラのものだった。

「あっ、カミラ。良かった、起きてくれて」

「えっ、カミラ？」

　史し郎ろうのすぐそばにいた瑞樹みずきが意外そうな声を上げる。

『史郎？　こんな真昼間に何？　アタクシ様、爆ばく睡すいしてたとこよ。それにアナタまだ学校でしょ？　話なら帰った後にしてよね』

　切られそうになってしまうから、史郎は早口に言った。

「カミラ、大変なんだ!?　学校が、カミラ・ナンバーズに襲おそわれてるっぽいんだ」

『カミラ・ナンバーズに!?』

　一いつ瞬しゆん驚おどろいた声を上げるカミラだったが、

『アナタ、何言ってるのよ。今日の天気がどんなか知ってる？　快晴よ、快晴。こんな真昼間にアタクシ様達が外に出られるはずないじゃない。灰になって終わりよ。夕方になってるならまだしも、こんな真昼間にカミラ・ナンバーズが学校を襲うなんて不可能だわ』

　断言するカミラに、史郎は必死に食い下がる。

「それでも、カミラ・ナンバーズの仕し業わざとしか思えないことが起こってるんだよ！　女の子が血を吸われて殺されたし！　学校中が吸きゆう血けつ鬼き狩がりをしようっておかしくなってるんだ！　僕がその吸血鬼だってことにされて、杭くいを打ち込まれそうになってるんだから！」

『何ですって!?』

　カミラも、驚いた声を上げる。

　それから、急せき込こむようにして史郎に質問をした。

『史郎！　それって、パンじゃない!?　パンでしょ？　パンに決まってるわ!?』

「ちょっ、カミラ落ち着いて。何がパンだって言うんだ？」

『その吸血鬼狩りをしてる生徒達が、皆して同じパンを食べてないかって聞いてるのよ！』

　どうしてそんなことを聞かれるのかは分からなかったが、答えは明確だった。

「食べてるよ。昼休みに、パンが無料で配られたんだ」

『やっぱり！』

　カミラが確信を込めて言う。

『史郎、アタクシ様が間ま違ちがってたわ。確かにそれは、カミラ・ナンバーズの仕業よ。呪のろわれた能力、《狂乱のパン工房クレイジーベーカリー》を持つね』

「《狂乱のパン工房》？」

『集団催さい眠みんをかける能力なのよ。パンを食べさせることで、術者の思いどおりの暗示を刷すり込こませることができるのよ。一種の洗脳よ。かつてのアタクシ様は、この能力を使って作ったパンを配り、各地で魔ま女じよ狩がりを行わせて楽しんでいたわ。結果、何千人もの人間が火あぶりにされた、そんな恐おそろしい能力なのよ！』

　カミラは、少し恥はじのこもった声で言った。

（そうか、あのパンが原因だったのか）

　史し郎ろうは納得する。瑞樹みずきだけが正気でいる理由もこれで判明した。遅れて学校にやって来た彼女は、配られたパンを口にしていないのだ。

　同時に疑問も覚える。

「でも、僕もそのパンを食べてるんだぞ。でも、何ともないし」

『それは、アナタが今回のターゲットだからよ。アナタが食べたのは、ごくごく普ふ通つうのパンだったんだわ。他のパンには、吸きゆう血けつ鬼きを見つけて倒たおすという暗示が込められていたんでしょうね。アナタに吸血鬼だという疑いをかけ心臓に杭くいを打たせる。それこそが、今回のカミラ・ナンバーズの計画なのよ』

　最初から自分がターゲットにされていたという事実に、史郎はゾッとする。

「カミラ、みんなの洗脳を解く方法はないのか!?」

『ないわ』

　カミラはきっぱりと言い切った。

『術者であるカミラ・ナンバーズをどうにかしない限りは、《狂乱のパン工房クレイジーベーカリー》の効果は続くわ。永遠にね』

　洗脳を解く方法はない。その事実に、史郎は愕がく然ぜんとする。

『とにかく、パンを食べた人間達から逃げて頂ちよう戴だい！　助かるにはそれしか方法がないわ』

「逃げたくても、逃げられないんだよ。学校に閉じ込められてるんだ」

『だったら、どうにかして夕方まで持ちこたえて！　日が沈しずみ始めたら、厚着してどうにか外に出るから！　学校に行くから！　だからそれまで！』

　通話時間の限界だった。プツンと音を立て、通話が切れる。

　画期的な解決方はなかったが、カミラに危機を知らせることには成功した。

　夕方になれば、カミラ７と共に助けに来てくれることだろう。

「夕方まで持ちこたえる……か」

　呟つぶやく史郎の隣となりから、瑞樹が声をかける。

「高こう坂さかくん、きみが話してたのって、カミラちゃんよね？」

　史郎の家にいるカミラのことは、瑞樹も知っている。自分の家にホームステイをしているカミラ（カミラ10のこと）の友達で、同じ国の出身の少女だと。

　差別化するために、ちゃん付けで呼んでいるのだ。

「どうしてカミラちゃんに相談するの？　どうにかする方法をカミラちゃんが知ってるの？　ねえ、一体どういうことなの？」

「それは……」

　史郎は猛もう烈れつに口ごもった。

　カミラ達が吸血鬼であることは瑞樹も知らない。ましてや、完かん璧ぺきなカミラになるための戦い、カミラゲームを行っていることもだ。

「詳くわしいことは……話せません。だけど、これだけは信じてください。夕方まで持ちこたえれば、助けが来ますから」

「そんな答えじゃ納得できないわ！」

　未知であることが恐きよう怖ふへと繫つながる。それが人間の心理だ。不安や恐怖を紛まぎらわすため、人間は謎なぞを解明しようとする。

　この時の瑞樹みずきもそうだった。史し郎ろうへと詰つめ寄よると、執しつ拗ように尋たずねる。

「ねえ、教えてよ！」

　と、その時だった。瑞樹の制服の中で何かが弾はじけた。

　さらしとして使っていた布の結び目が解けてしまったのだった。大ボリュームの胸のシルエットがあらわとなってしまう。

「キャッ！」

　瑞樹が慌あわてて自分の胸元を押さえる。

「しまったわ。どこかで縛しばり直なおさないと」

　タイミング悪く、こんな時に限って男子生徒が通りかかる。

　しかも、史郎とは関係の深い生徒だった。麦むぎ沢さわ耕こう介すけだ。彼もまたパイプ製の杭くいを持っている。

「あれ？」

　不思議そうな顔で史郎を見る。史郎は慌てて背を向ける。

「どこかで見たよーな」

　いぶかし気に首を傾かしげるも、

「まっ、いーか。今は史郎と会長を探さなきゃなんねぇからな」

　歩き出す耕介。ホッと息を吐く史郎。

　早くこの場を去ろうと、瑞樹が史郎の腕を摑つかむ。その時、さらしの失われた胸元が一いつ瞬しゆんプルンと揺ゆれた。

　かすかな揺れだったが、耕介はそれを見み逃のがさなかった。

「あの胸……間ま違ちがいねぇ！　会長だ！　ってことは、一いつ緒しよにいるのは史郎か!?」

「走って！」

　二人は同時に走り出した。

「吸きゆう血けつ鬼きを見つけたぞ！　裏切り者の元会長も一緒だぁ！」

　耕介の声が響ひびく。あたりが一いつ斉さいに騒さわがしくなった。

　必死に逃げるものの、どの窓も木の板で塞ふさがれている。

（ああ、もうおしまいだ）

　半ば諦あきらめる史郎だったが、瑞樹は違っていた。通路の脇わきにあった掃そう除じ用のロッカーへと目をつける。

　瑞樹みずきはロッカーを開けると、史し郎ろうをその中へと押し込んだ。

　瑞樹も一いつ緒しよに隠かくれると思いきや、彼女は中へ入ろうとはしなかった。

「高こう坂さかくん、きみはここで大人しくしていて。私は精一杯逃げ回って、みんなをかく乱するから」

「そんな、絶対捕つかりますよ！」

「そうね。でも、捕まったとしてもきみのように杭くいを打たれることはないから大だい丈じよう夫ぶ。そうこうしてるうちに警察が来てくれるでしょ」

「でも、先せん輩ぱいだけを危ない目にあわせるわけには」

「いいのよ。私は、あんな状じよう況きようで出された不信任案なんて認めない。今でもこの学校の会長のつもりよ。生徒のために頑がん張ばるのは当然のことなんだから」

　瑞樹はそう言うと、手を伸ばし史郎の顔から眼鏡めがねを取とり戻もどした。それをかける。

「全力で逃げるのには必要だから、返してもらうわね」

　眼鏡をかけると、瑞樹によってロッカーの扉とびらが閉められた。

　真っ暗な闇やみが史郎を包み込む。

「先輩──」

　瑞樹を追いかけロッカーを飛び出そうとするも、その足が止まる。

　捕まったら胸に杭を打たれる。それが怖こわくてたまらなかったのだ。

（大丈夫だ。たとえ捕まったとしても、皇すめらぎ先輩は問答無用に杭を打たれるなんてことはない）

　ただ、一つだけ不安に思っていることもあった。ひょっとしたら、そんな展開になってしまうのではないかと史郎は心配でたまらなかった。

　史郎は強く首を振った。考えないことにする。

（皇先輩の呼んだ警察が来れば、異変に気付いてどうにかしてくれるはず）

　そう自分に言い聞かせ、史郎はロッカーの中で息を押し殺していた。

　前の廊ろう下かをドタバタと生徒達が走る音がしたが、やがてそれも聞こえなくなった。

　どれぐらいたっただろうか？　校内放送が響ひびく。国こく分ぶの声だった。




『全校生徒の皆さん。吸きゆう血けつ鬼き、高坂史郎はいまだ野放しにされている状況ですが、彼の逃亡に力を貸した元会長、皇瑞樹を捕とらえることに成功をしました。高坂史郎を助けたことから考えて、彼女もまた吸血鬼である疑いが生じています』




　史郎が最も恐おそれていた展開、それが現実のものとなってしまいそうだった。

「頼たのむ、頼むから止めてくれ」

　懇こん願がんするように呟つぶやくも、国分の声は容よう赦しやなく響いた。




『吸きゆう血けつ鬼き裁判を行います！　全校生徒の皆さん、体育館にお集まりください！』




「ああ、やっぱり」

　史し郎ろうは絶望の声を上げる。

　自分を助けようと尽じん力りよくしてくれた瑞樹みずきが、あの過か酷こくな吸血鬼裁判を受けさせられることが気の毒でならなかった。

　しかも、理り不ふ尽じんな裁判で吸血鬼と認定されてしまったら最後、彼女までもが杭くいを打たれることになってしまう。

（皇すめらぎ先せん輩ぱいだけは何とかして助けなきゃ！）

　とは思うが、のこのこ自分が出ていったところで杭を打たれてジ・エンドだ。

（考えろ、考えるんだ。皇先輩を救って、おまけに自分自身も助かる、そんな起死回生の作戦を）

　狭いロッカーの中、史郎は必死になって考えたのだった。




　★７★




　体育館に全校生徒、そして教師が集まった。

　瑞樹は体育館の中央にいた。史郎の時と違って縛しばられたり猿さるぐつわをはめられたりはしていない。これは、瑞樹が無む駄だな抵てい抗こうをしなかったためだ。

　髪型も元に戻し、堂々とした態度で椅い子すに座っている。

　近くには、国こく分ぶ、そして吸血鬼の専門家でもある羽は佐ざ間まの姿もあった。

「放送でも知らせたとおり、元会長である皇瑞樹さんに対し吸血鬼である疑いが生じています。彼女が人間なのか？　それとも吸血鬼なのか？　ここでハッキリとさせようと思います」

　前回と同じように、国分が吸血鬼裁判の開かい催さいを高らかに宣言した。

「まずは、貴方あなたの弁明を聞きましょうか？　会長……いえ、元会長」

　嫌いや味みったらしく国分が言い、瑞樹にマイクを渡わたそうとする。

「そんなもの、必要ないわ」

　瑞樹はマイクを断ると、椅子から立ち上がった。集まった全校生徒を見み渡わたす。

（吸血鬼なんているわけない！　みんな、目を覚まして！　って叫さけびたいところだけど……）

　それが通用しないことは、これまでの体験で痛いぐらいに分かっていた。

（とにかく、私が吸血鬼でないってことを証明すればいいのよ。時間さえ稼かせげれば、警察が来てくれるはずよ）

　そんな作戦を立てた瑞樹は、大きく息を吸い込む。よく響ひびく声で語り始めた。

「全校生徒の皆さん、疑う気持ちは分かりますが、私は吸血鬼ではありません。皆さんと同じ、人間です」

「じゃあどうして吸きゆう血けつ鬼きの高こう坂さか史し郎ろうを連れて逃げたんですか!?」

　生徒からそんな質問が上がる。瑞樹みずきは戸と惑まどうことなくそれに答えた。

「私は、彼に行われた吸血鬼裁判を見ていません。だから、彼が吸血鬼である確信が持てなかった。それが、逃亡という道を選んだ理由です。外部の意見も聞き、改めて吸血鬼裁判を行いたいと思ったまでです」

「高坂史郎はどうしたんですか!?　今どこに!?」

「逃げている途と中ちゆうではぐれてしまったため、彼の居場所は分かりません」

「噓うそをつくな！」

「本当に人間なら、高坂史郎の居場所を吐はけ！」

　そんな声がぶつけられる。

　それでも瑞樹は臆おくすることなく、余よ裕ゆうを持って言葉を続けた。

「あくまで私が吸血鬼だと疑うのであれば、どうぞ好きなように吸血鬼裁判を行ってください。私は逃げも隠かくれもせず、それに応じますから」

　挑ちよう戦せんするかのように、国こく分ぶ、そして羽は佐ざ間まを見る。

「ただし、私から一つ、条件を出させてもらいます。吸血鬼か人間かを判別する方法は、他の人も同じことを問題なく行えるもの。それに限定してください」

「どうしてそんな条件をこちらが飲まなければならないんです？」

　国分が、マイクを通さない声で馬ば鹿かにしたように言う。

「簡単な理由よ。普ふ通つうの人間が行えないような内容では、しっかりとした判別ができないからよ。例えば──」

　いまだ、出されたままでいるバスタブを指差す。

「高坂くんに行おうとしたあれ、きみ、できるの？　吸血鬼でないことが証明できても、大おお火傷やけどで大変なことになるのよ」

「うっ、それは……」

　瑞樹の指し摘てきに、国分が口ごもる。

　少ししてから、マイクを持ち上げた。

「分かりました。貴方あなたの条件を飲みましょう。吸血鬼か人間かを判別する方法は、他の人も問題なく行えるもの。その点はお約束します」

「ありがとう」

　瑞樹は悠ゆう然ぜんと微笑ほほえむと、椅い子すへと戻もどった。

「さあ、初めて」

「うむ、任せておけ」

　全校生徒が注目する中、羽佐間によって数々の吸血鬼判別法が試された。

　十じゆう字じ架か、聖水、手鏡、ニンニク、紫し外がい線せんライト。史し郎ろうの時と同じく、瑞樹みずきは難なくクリアした。いくら疑いをかけられようとも、瑞樹は普ふ通つうの人間だ。クリアして当然だった。

　史郎の時と同じように熱湯風ぶ呂ろということにはならなかった。瑞樹によって無茶な判別方法は封ふうじられている。

『世界の吸きゆう血けつ鬼き　～その見分け方のすべて～』

　と書かれた分厚い本を片手に、羽は佐ざ間まは他の方法にも挑ちよう戦せんをした。

　南米の吸血鬼に効果があると言う、特定の木で作られた楽器を耳元でかき鳴らした。

　魔ま物ものなら決して口にすることのできない聖書の一節を音読させた。

　吸血鬼判別用の心理テストも行った。

　しかし、どれも結果はシロで終わる。

　もちろんこの本の中には、史郎に行われそうになった熱湯風呂のような過激な判別方法も記されていた。

　しかし、瑞樹が出した条件があるため国こく分ぶも羽佐間もそれを選せん択たくすることができなかった。

　繰くり返かえされる判定に、生徒達からもざわめきが起こる。

「やっぱり、会長は人間なんじゃないの？」

「これだけやっても結果が出ないんだ。間ま違ちがいないだろ？」

「俺おれは最初から会長が吸血鬼だなんて思ってなかったぜ」

「ちょっと、さっきからみんな、会長、会長って言ってるけど、間違えないで。今の会長は、国分先せん輩ぱいよ」

「そりゃ分ってるけどさ、でもやっぱり、皇すめらぎ先輩の方が会長っぽいだろ？　国分先輩とはカリスマ性が違うって言うかさ」

　この声は、国分の耳にも届いてた。それが彼を非常にイラつかせる。

　ここまでシロ判定が続けば、国分も瑞樹が吸血鬼だとは思っていなかった。しかし、このまま彼女を人間と認めることにはひどく抵てい抗こうを覚えた。

　ぶっちゃけ、悔くやしくてたまらなかったのだ。

「他に、他にないのか!?　もっとこう、彼女が嫌いやがるような判別方法は!?」

　羽佐間の手から本を奪うばい、国分はそれをパラパラとめくる。

　その手があるページで止まった。

「これだ！」

　国分がほくそ笑む。

　マイクを持ち上げると、国分は全校生徒へ向けて訴うつたえた。

「皆さん、これまでの結果、皇瑞樹さんが吸血鬼である可能性はかなり低くなりました。そこで、次の判別方法で最後にしたいと思います」

「やっと終わりなのね」

　瑞樹みずきがふうと息を吐き出す。危機感も焦あせりも感じてはいなかった。

　他の人も問題なく行えること。その条件がある限り、どんな判別方法でも恐おそれることはなかった。

　しかし、国こく分ぶの口から語られたその内容を聞き顔色が変わる。

「国分くん、噓うそでしょ!?　そんなふざけた方法があるわけ──」

「いえ、それがあるんですよ」

　国分はニヤニヤとした笑えみを浮かべつつ、瑞樹に開いた本を突つき付つけた。

　確かにそこには、先程国分が語った内容と同じ文章が記されていた。




『マッパ・ダカーデ・パタク』

　パプアニューギニアに伝わる吸きゆう血けつ鬼き判別方法。疑いをかけられた者の衣服をすべて剝はぎ取とり、聖なる樹木、アラマ・ピシャリの枝で全身をくまなく叩たたく。もしその者が吸血鬼であれば、叩かれたあとには悪あく魔まの顔が浮かび上がることだろう。




「もしこれに合格をしたならば、彼女は人間と断定。吸血鬼裁判を終わりにします」

　賛成の意を唱える拍はく手しゆが生徒達から起こる。

「ちょ、ちょっと待って！」

　たまらず瑞樹は立ち上がった。

「こんなこと、できるはずがないわ！」

「どうしてです？　正体が明らかになるのを恐れているのですか？」

「そうじゃないわ！　落ち着いて考えてみて！　これってつまり、私にこの場で全ぜん裸らになれってことじゃないの！　他の人も問題なく行えることって言う条件に反してるわ！」

「いいえ、そんなことはありません！」

　国分が強く主張する。

「吸血鬼の疑いを晴らすためですよ。全裸になることぐらい、誰だれだって問題なくするはずです。そうでしょう？」

　全校生徒に問いかける。

「そうだそうだ！」

「それぐらい、当然だぞ！」

「命がかかってんだからな！」

　男子達からそんな声が上がる。

　もちろん、そこに下心がなかったと言えば噓になるだろう。

「恥はずかしいけど、身の潔白を証明するためだものね」

「仕方がないことだわ」

　女子達も、納得している様子だった。

（今のみんなは普ふ通つうじゃないってことを甘く見てたわ）

　瑞樹みずきがゴクリと喉のどを鳴らした。

「で、でも、その本にある聖なる樹木がなければ行えないんでしょ？」

　さすがにそんな物までは用意されてないだろうと思った瑞樹だが、彼女は羽は佐ざ間ま照てる正まさと言う人間を甘く見ていた。

「聖樹として名高い、アラマ・ピシャリの枝。もちろんあるに決まっているではないか！　うはははは」

　スポーツバッグの中から、羽佐間は枯かれた木の枝を引っ張り出す。

「これで準備は整いましたね」

「それなら、別室でお願いするわ！　枝で叩たたくのも、あとを判別するのも女子で！」

　瑞樹はそう提案するも、

「駄だ目めです。これは、吸きゆう血けつ鬼き裁判です。全校生徒が見守る中行われる公正なものでなくてはなりません」

　国こく分ぶは即そく座ざに却きやつ下かする。

「さあ、彼女の服を！」

　脇わきに控ひかえていた運動部の男子がやって来る。その目的は、瑞樹の服を引っぺがすためだ。

「近寄らないで！」

　力強く叫さけび、瑞樹は男子をけん制した。

　吸血鬼でないことを証明するには、もはやこのふざけた判別方法を行わせるしか方法はなかった。

　しかし、無理矢理に服を剝はぎ取とられることは瑞樹のプライドが許さない。

「……自分で……脱ぬぐわ」

　瑞樹は、履はいていた上履きを脱いだ。

　続いて、ロングソックスに手をかける。

　左右、それぞれに脱ぎ去った。

　心の中では必死に祈いのっていた。通報を受けてやって来た警察が異変に気づき、応おう援えんを呼び対応してくれていることをだ。

　しかし、そんな願いも無残にも打うち砕くだかれる。

「あ、そうそう。言い忘れてました。職員室に警察から電話があったそうです。何か問題は起こっていないかって？　先生が何もないと答えたら、素直に納得してくれたそうですよ」

　国分が瑞樹にそう告げる。

「貴方あなたが警察に通報したんでしょう？　駄目ですよ。この問題は生徒会主体で解決した方が、はるかにメリットが大きいんですから」

　警察は来てくれない。その事実に瑞樹みずきは絶望する。

「さあ、早く脱ぬいでください」

　もちろん恥はずかしかった。しかし、それ以上に悔くやしくてたまらなかった。

（でも、私のやったことは無む駄だじゃないわ。これだけ時間を稼かせげれば、高こう坂さかくんはどうにかして校舎の外に逃げ出しているはずよ）

　瑞樹はスカーフに指をかけ、しゅるっと引っ張り投げ捨てる。

　そして、シャツのボタンを外し始めた。

　さらしを巻くためにブラジャーは外していた。解けたさらしも取とり払はらってしまっているので、素す肌はだにシャツを羽織っただけの状態だった。

　瑞樹の高校生とは思えない巨きよ乳にゆう。しつこいようだがＦカップ。それが、今にも放ほうり出だされようとしている。

　男子生徒達の視線は当然釘くぎ付づけだった。

「早く！」

「早く早く早く！」

　史し郎ろうの時の殺せコールではなく、早くコールが湧わき上あがる。しょーもない男子達だった。

「皇すめらぎ瑞樹さん！」

　国こく分ぶもまた、声を上ずらせる。

（こうするしか、ないのよ）

　瞳ひとみを閉じ、瑞樹が羽織ったシャツを完全に脱ごうとした時だった。

「待ったああああああああ！」

　早くコールをかき消す、そんな叫さけびが響ひびいた。
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　体育館出入り口近くに、史郎が立っていた。

　オールバックにしていた髪形も、いつの間にか元に戻もどっていた。動きづらいため、制服もいつもどおりに着なおしていた。

「高坂……くん」

　瑞樹が驚おどろいたように目を大きくする。それもそうだろう。彼女は、史郎がとっくの昔に校舎を出たと思っていたのだから。

　啞あ然ぜんとしている生徒達の間を通とおり抜ぬけ、史郎は体育館の中央へとやって来た。

「きみ、何を考えてるのよ」

　瑞樹が非難するように言う。

「どうして隠かくれてないのよ？　どうして逃げてしまわないのよ？　きみがここに来ればどうなるか、分かってるはずでしょ!?」

「だからって、皇すめらぎ先せん輩ぱいがひどい目にあうのを放ってはおけません」

　史し郎ろうはそう答えた。

「それに、大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんと作戦がありますから」

「作戦？」

「とにかく、ボタンを閉じてください」

　目のやり場に困りながら、史郎が言う。

　自分の恰かつ好こうに気付き、瑞樹みずきは慌あわてた様子ではだけたシャツのボタンを閉じた。

　男子達から、ああんという嘆なげきの声が漏もれたことは言うまでもない。

「まさか、君が自らここにやって来るとはね」

　ひどく悔くやしそうな顔をして国こく分ぶが言った。

　もう少しで瑞樹のＦカップの巨きよ乳にゆうを見ることができたのだ。悔しくて当然だった。

「まあいい。改めて、君の胸に杭くいを打たせてもらうことにしよう」

「その前に、僕は新たな吸きゆう血けつ鬼き裁判を求めます！」

　堂々たる態度で、史郎は言い放った。

　国分が運動部の男子達を制する。

「新たな吸きゆう血けつ鬼き裁判？」

「はい、僕はある人物を吸血鬼として告発します！　この学校で、今回の騒そう動どうを引き起こした吸血鬼……それは──」

　史し郎ろうはゴクリと固い唾つばを飲み込み、力強く言い放った。

「パン屋の女の子だ！」

　史郎の告発に、一いつ瞬しゆんあたりがシンと静まり返った。

　史郎が何を言っているのか分からない。そんな様子だった。

　やがて、史郎が言っているのが殺されたル・トロワ・ベーカリーの少女だと皆が気付く。

　体育館のあちこちで、呆あきれたような息が漏もれた。

「何を言い出すかと思ったら、あの少女が吸血鬼？　彼女は全身の血を吸われて死んでいるんだぞ」

　国こく分ぶもまた、呆れた様子で言った。

「それは違います。僕に吸血鬼の疑いをかけるために、彼女は殺されたフリをしていただけなんです」

　史郎は強く主張した。

「彼女に対する吸血鬼裁判を僕は強く求めます！」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　そんな吸血鬼裁判、開く意味も──」

「いや、その考えは実に面おも白しろい」

　羽は佐ざ間まが、丸まる眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみを輝かがやかせ言う。

「吸血鬼であれば、死んだフリぐらい簡単だからな。可能性は０ではない。裁判を開く意味はあると思う」

「ええっ!?」

　まさか賛同意見が出るとは思わなかったのだろう。国分が驚おどろきの表情を浮かべる。

「いや、しかし羽佐間君。もし仮に、もし仮に被害者であるル・トロワ・ベーカリーの少女が吸血鬼だと分かったとしても、それは単純に高こう坂さか史郎に嚙かまれたから吸血鬼になったと考えられないか？　高坂史郎の無実を証明することにはならないのでは？」

「いいえ、そんなことはありません。ですよね？　羽佐間先せん輩ぱい」

　史郎は羽佐間に確認する。

「ああ、そうはならないね」

　羽佐間は大きく頷うなずいた。

「吸血鬼は、七日七晩連続で嚙み付かなければ相手を吸血鬼にすることはできない。たとえ今回の吸血が七日目だと仮定したとしても、夜にならなければ吸血鬼としては覚かく醒せいしない」

　羽佐間は力強く断言した。

「被害者の少女が吸きゆう血けつ鬼きであることが証明できれば、史郎君にかけられた疑いは消える！」

　吸血鬼の専門家である羽は佐ざ間まの声に、生徒達からもざわめきが起こる。

「くっ」

　こうなってしまっては、国こく分ぶもこの提案を却きやつ下かするわけにはいかない。

　マイクを通し、全校生徒に向かって語りかけた。

「皆さんもお聞きのとおり、高こう坂さか史郎より新たな告発がなされました。荒こう唐とう無む稽けいな告発ではありますが、公正なる審しん議ぎのためこれを受理、新たな吸血鬼裁判を行いたいと思います」

　マイクを下ろし、運動部の男子に指示を飛ばす。

「彼女をここへ」

「えっ、彼女って……あのパン屋の女の子ですよね!?」

　運動部の男子が難色を示す。さすがに、遺体を運んでくることに抵てい抗こうを感じてしまうのだろう。

「早く！」

　国分に命令をされ、男子達は慌あわてた様子で体育館を後にした。

「こんなことをしてもどうせ時間の無む駄だです。告発が的外れなものであることが明らかにされ、君は心臓に杭くいを打ち込まれる。その結末は変わりませんよ」

　冷ややかに国分が言う。

「高坂くん、きみまでどうかしてしまったの？　亡くなったパン屋の女の子が吸血鬼だなんて、どうかしてるわ!?　吸血鬼なんてこの世に存在しないのよ！」

　泣きそうな顔で瑞樹みずきが訴うつたえる。

「大だい丈じよう夫ぶですから。見ててください」

　そうこうしているうちに、運動部の男子が戻もどってくる。

　キャスター付きの長机をストレッチャー代わりにし、その上にパン屋の少女の遺体を載のせていた。ただし、白いシーツをかぶせられていてその体は見えていない。

　長机が、史郎達の前へと運ばれる。

　国分が歩み寄ると、シーツに手をかけ一気に引ひっ剝ぱがした。

　少女の遺体があらわとなる。

　史郎が倉庫で見つけた時のままの姿だった。

　見開いたままの瞳ひとみ、血の気を失った肌はだ。それは、どこからどう見ても死体そのものだ。

　たまらず瑞樹が目を背ける。

「さあ、高坂史郎。彼女が吸血鬼だと証明できるものなら証明してみてください」

　史郎は羽佐間へと歩み寄った。

「聖水かい？　それとも鏡？　ニンニク？」

　首を横に振ると、史郎は無言である道具を手にする。

　アンティークトランクの中に入っていた、木き槌づちと杭くいだった。

「いきなりそれは」

　驚おどろく羽は佐ざ間まだったが、史し郎ろうの気き迫はくに押されて言葉を失う。

　史郎は木槌と杭を持ち、史郎は長机へと歩み寄った。

　体育館にいるすべての人間が固唾かたずを飲み見守っている。

　史郎は、少女の遺体の前に立った。今いま更さらながら不安で胸がドキドキとする。

（本当に、彼女は吸きゆう血けつ鬼きなんだろうか？　僕は、遺体に杭を刺さそうとしてるだけなんじゃ？）

　そんな不安を抱いだくも、史郎は強く首を振った。

（いや、間ま違ちがいはないはずだ。彼女以外には考えられない！）

　それに、もはや後あと戻もどりはできなかった。

　自分、そして瑞樹みずきを助けるためには、目の前の遺体が吸血鬼であることを証明するより他はない。

　史郎は杭の先せん端たんを少女の胸へとあてがった。

　そして、木槌を大きく振ふり上あげる。

「うおおおおおおお！」

　勢いよく木槌を振り下ろす。

　ガツンという音が鳴なり響ひびく。しかし、杭が少女の遺体に突つき刺ささることはなかった。

　まさにその瞬しゆん間かん、少女の体は霧きりと化しあたり散らばったのだった。

　霧は上空へ上がり、そこで実体化をする。

　ワンピースにエプロン、首元のお洒落しやれなリボン。そして頭には三さん角かく巾きん。

　以前の少女のままだが、明らかに違う点があった。

　真っ赤に輝かがやく瞳ひとみ、そして腰の後ろから生えるコウモリの翼つばさだ。

　少女が上空にいるため、スカートの中が少しだけ見えた。健康的な太ふと股ももには『３』という数字が記されている。

（思ったとおりだった。彼女が、吸血鬼、カミラ・ナンバーズなんだ）

　ついに判明した吸血鬼の正体を、史郎は高らかに口にした。

「見つけたぞ！　カミラ３！」




　★




「吸血鬼だ！」

「吸血鬼だぞ！」

　生徒達から悲鳴が上がった。立ち上がり逃げようとする者も少なくなかった。

「う、噓うそだ。こんな馬ば鹿かな……」

　史し郎ろうの告発が正しいとは微み塵じんも思っていなかったのだろう。国こく分ぶが掠かすれた息を出す。

　しかし、一番驚おどろいたのは瑞樹みずきだった。

　当然と言えば当然だ。パンを食べていない彼女にとって、吸きゆう血けつ鬼きとは絶対に存在しないものだったのだから。

「ど、どういうことなの？　私、悪い夢を見ているの？」

　そんな中、空中に浮かぶ少女、カミラ３が口を開く。

「まさかこんな形で正体がバレちゃうとは思ってもみませんでした」

　ゆっくりと体育館の床ゆかへと舞まい降おりる。翼つばさをしまうと、非難するような目を瑞樹へと向けた。

「生徒会長さん、あなたが悪いんですからね。あなたがちゃんとパンを食べていてくれさえすれば、史郎さんを吸血鬼として葬ほうむり去されたんですから」

　そこで、カミラ３は『あっ』と声を上げる。

「その場合は、彼に杭くいを打っていたのは生徒会長さんだったかも？　あはは、残念♪」

　声を弾はずませ笑う。無む邪じや気きな様子が逆に恐おそろしかった。

　正体は明らかとなったが、まだ分からないことがたくさんあった。

　史郎は疑問をカミラ３へとぶつける。

「今日の天気じゃ、外を出歩くことなんてできないはず。カミラ３、君は一体どうやって学校にやって来たんだ？」

「そんなの決まってます。昨日の夜のうちに来て、スタンバイしてたんです」

　カミラ３はあっさりと答える。

「校舎の窓ガラスには、ＵＶカットのフィルムを貼はったりもしたんですよ。校舎内を普ふ通つうに歩き回れるように。それから、今日と言う日を選んだのも偶ぐう然ぜんじゃありません。天気予報を見て抜ばつ群ぐんに天気がいい日にしました。万が一、あなたが番号なしのカミラやカミラ７、カミラ10に助けを求めても彼女達がやって来れないようにです」

　そこまで考えての計画だったのかと、史郎は啞あ然ぜんとする。事実、助けを求めたカミラは天気のせいで来られない状じよう況きようだった。

　しかし、同時に疑問も抱いだく。

「そこまで準備して昼間の学校に潜もぐり込こめたんなら、こんな騒さわぎを起こさなくたって僕を始末できたんじゃ？」

「それはそうですけど、つまらないじゃないですか。せっかくなんだから精一杯盛り上げないと」

　それにと、カミラ３は付け加える。

「あたしの呪のろわれた能力、《狂乱のパン工房クレイジーベーカリー》を使いたかったんです！　この能力の恐おそろしさを、しっかりと味わって欲しかったんです」

　カミラ３は、ガッカリと肩を下ろした。

「でも、こうなってしまっては仕方ありませんね。面おも白しろ味みはなくなってしまうけど、普ふ通つうにあなたを始末するしか」

「そう簡単に行くと思うな」

　史し郎ろうは強気に言い放った。単なる虚きよ勢せいではなかった。強気でいられる根こん拠きよが史郎にはあったのだ。

「カミラ３、君が使った呪のろわれた能力のせいで、ここにいるみんなは吸きゆう血けつ鬼きを倒たおすべき敵として見てるんだからな」

　勇ゆう敢かんな生徒達が、配られていたパイプ製の杭くいを握にぎり締しめていた。

「吸血鬼は人類の敵！」

「ここで、倒さなきゃ！」

　カミラ３を取り囲む。

　カミラ・ナンバーズと言えども、元のカミラに比べればはるかに弱体化している。これだけの人数を相手にするのは厄やつ介かいだろう。

　しかも、木き槌づちや杭だけではなく、紫し外がい線せんライトやニンニクと言った吸血鬼の弱点までこの場には用意されているのだ。

　しかし、カミラ３に慌あわてる様子はなかった。

「史郎さん、あなたは、あたしの呪われた能力、《狂乱のパン工房クレイジーベーカリー》のことをよく分かっていませんね」

「食べた人間に暗示を刷すり込こませる能力じゃないのか？」

「それは間ま違ちがっていません。でも、もう一つ、副産物のような効果があるんです。パンを食べた人間は、ものすご[image: ～][image: ～]く！　あたしの催さい眠みん術じゆつにかかりやすくなるんです」

　カミラ３が再び腰の後ろから翼つばさを出した。ふわりと浮きあがる。

　怪あやしく輝かがやく瞳ひとみで、生徒達を見み渡わたし叫んだ。

「高こう坂さか史郎、皇すめらぎ瑞樹みずきの二人を倒して！　息の根を止めて！」

　生徒達の様子が一変した。何かに取とり憑つかれたかのような、狂きよう気きを帯びたものとなる。

「高坂史郎、皇瑞樹を倒す！」

「息の根を……止める！」

　その視線が、瑞樹、そして史郎へと向けられる。

「皇先せん輩ぱい！　逃げましょう！」

　前回とは逆に、史郎が瑞樹の腕を摑つかみ走り出す。

　しかし、体育館の出入り口はすでに塞ふさがれていた。二人はたちまち取り囲まれてしまう。

　鉄パイプでできた杭を持ち、史郎と瑞樹へと迫ってくる。

「高坂くん、一体どうすればいいの？」

　恐きよう怖ふで声を震ふるわせながら、瑞樹が史郎に尋たずねた。

「皇すめらぎ先せん輩ぱい、僕の後ろにいてください！」

　必死に瑞樹みずきを背中でかばうものの、正直、どうしようもない状じよう況きようだった。

（ああ、カミラがいてくれたら、屍鬼戦士グールフアイターとなってこんな連中、蹴け散ちらせるのに！）

　そんなことを考えてしまう。

　まだ夕方まではしばらく時間がある。この天気の中、カミラがやって来られるとは思えない。

　それでも、史し郎ろうは願わずにはいられなかった。

（頼たのむ！　カミラ！）

　次の瞬しゆん間かんだった。

　バリガシャ[image: ～][image: ～]ン！

　体育館の天窓が音を立てて割れる。

　落下してきたのは、一匹の怪かい鳥ちようだった。

　そう、呪のろわれた能力《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》を使ったカミラ７の姿だった。

　両足には、何やら黒い塊かたまりをしっかりと摑つかんでいる。それは、巨きよ大だいな黒いゴミ袋ぶくろだった。

「あっつ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　カミラ７は、悲鳴を上げながら天窓から差し込む日の光から逃のがれる。

　その体からは、プスプスという煙が上がっていた。羽毛に覆おおわれていない肌はだの一部は、無残にも炭化してしまっている。

「よお、シロー。まだ無事だったみたいだな」

　弱々しく笑って見せる。

「天気予報が外れてちょっくら曇くもってきたからよ。オレの《黒翼の怪鳥》なら大だい丈じよう夫ぶかと思って、一気にぶっ飛ばしてきてやったぜ」

　軽く言うが、炭化した肌を見ればそれがあまりにも危険な賭かけだったことは言うまでもない。

「カミラ７、その肌……」

「ああ、心配すんなよ。これぐらい、どーってことねーぜ。夜になりゃ、自然と治るはずさ」

　炭化した肌を見られるのが恥ずかしいのか、カミラ７は肌を隠かくすように翼つばさを動かした。

「カミラ７、無茶しちゃいましたね。そんな体じゃ、まともとに戦うこともできないはずですよ」

　クスクスと笑いながら、カミラ３が言う。

「史郎さんを始末した後は、あなたに嚙かみ付ついちゃいましょう。最強の能力《黒翼の怪鳥》が手に入れば、向かう所敵なしです」

「ハッ、そう簡単に行くかよ。何番か知らねーけど、オマエ、シローの恐おそろしさにビビることになるぜ」

「カミラ７、あなた、頭の中まで焦こげちゃったんですか？　そんなひ弱な人間の何が恐ろしいって言うんです？」

　呆あきれたようにカミラ３が言う。

「ああ、確かにひ弱さ。今のところはな」

「今のところ……」

　そこでカミラ３はハッとする。

「まさか!?」

「そのまさかだぜ！」

　カミラ７が叫さけんだ次の瞬しゆん間かんだった。彼女が足に摑つかみ運んできた黒いゴミ袋ぶくろが内側からやぶられる。

　中から姿を現したのは、金きん髪ぱつツインテールでボンテージ服の少女。カミラだった。

「あまりの暑さに気が遠くなってたわ！　カミラ７、無事に学校に着いたのね!?」

「カミラ！」

「カミラちゃん！」

　史し郎ろう、そして瑞樹みずきが叫ぶ。

「待たせたわね、史郎」

　史郎に気付いたカミラは、ニッコリと笑って見せた。

「皆さん！　史郎さんとその女の子を接せつ触しよくさせては駄だ目めです！」

　カミラ３が甲かん高だかい声で叫ぶ。催さい眠みん術じゆつにかかった生徒達が、一いつ斉せいに二人に迫る。

「カミラ、早く！」

「ええ、分かってるわ！」

　カミラは自らの唇くちびるを牙きばで切きり裂さいた。鮮せん血けつのルージュで染まった唇を、史郎の唇へと押し付ける。

　呪のろわれた能力、《鮮血の口づけブラツデイーキス》だった。

　史郎の体の変化はすぐに始まった。

　見開かれた瞳ひとみは金色に輝かがやき、歯はサメのようなギザギザとしたものへと変わった。

　指先からは猛もう禽きん類るいを思わせる爪つめが伸び、全身の肌はだは真っ青に染まる。

　逆立った髪の毛の先で、押し出された魂たましいが具現化した炎が燃える。それをもって、変身は完了だった。

『うおおおおおおおおお！』

　ガラガラとした声で、史郎は吠ほえたのだった。




　★９★




　カミラ３の催眠術に完全に操られた状態の生徒達が史郎に迫る。パイプ製の杭くいを史郎へと突つき刺さした。

　無数の杭くいを刺される史し郎ろうだが、正直どおってことない。痛みすらほとんど感じなかった。

　史郎は大きく体を揺ゆさぶり、体に群がった生徒達を振ふり解ほどいた。突つき刺ささっていた杭も、自然と抜ぬけていく。すぐに傷も修復されてしまう。

「さすがは不死身の屍鬼戦士グールフアイターですね。でも、史郎さん。全力を出すってわけにはいかないんじゃないですか？」

　上空にて、カミラ３がニヤニヤと笑いながら言った。

「あたしの催さい眠みん術じゆつで操られてるだけで、学校のみんなは生身の人間。屍鬼戦士の爪つめを振るったら最後、大おお怪け我がは間ま違ちがいなし。下手へたをしたら死んでしまうかもしれませんよ」

　カミラ３の言うとおりだった。今の史郎の爪は人間なんて簡単に切きり裂さいてしまえる凶きよう器きそのものだ。

　カミラのように、自在に引っ込められるものでもない。

　操られているだけの学校の皆を傷付けたくはない。しかし、これだけの人数を避さけてカミラ３に迫ることは不可能。パワーこそあるが、屍鬼戦士は決してスピードに優れているわけではないのだ。

（だったら、だったら誰だれも傷付けない攻こう撃げきをするまでだ！）

　そう考えた史郎は、全身に力を込める。

『があああああ！』

　体の皮ひ膚ふ、そして着ている制服を突き破り、紫むらさき色いろをした無数の触しよく手しゆが飛び出した。

「な、何なんですか!?」

　突とつ然ぜんの触手の登場に、カミラ３が驚おどろきの声を上げる。

　ウネウネと動く触手は、迫る生徒達の体に巻き付き持ち上げ、ぽいぽいと軽く放ほり投なげていく。爪と違って相手を傷付けない攻撃だった。

「その化け物をどうにかして！　あたしを守って！」

　カミラ３は、上ずった声で生徒達に命令をする。

　生徒達が史郎に群がるも、触手の敵ではなかった。

　うごめく触手は生徒達を退け、カミラ３へと続く道を開けさせる。

　その道を、史郎は走り出した。猛もう然ぜんと、カミラ３へと迫ってくる。

　体育館の上の方へと逃のがれようとするカミラ３の足首に、伸びた一本の触手が巻き付いた。ぐいぐいと引っ張る。

『捕つかまえたぞ！』

　史郎がガラガラとした声で叫さけんだ。

「ひいぃぃぃっ！」

　カミラ３が思わず悲鳴を上げる。

「だから、ビビるって言っただろ？」

《黒翼の怪鳥ブラツクレイブン》を解除し元の姿に戻もどったカミラ７が、どこか誇らし気に言った。

　だけどその体はいまだ日の光のダメージを癒いやし切れていなかった。肌はだの一部は炭化したまま。体育館の床ゆかに膝ひざをついてしまっている。

「さてと、アタクシ様もそろそろ準備しておかなくっちゃね」

　カミラ７のすぐ隣となりで、カミラが呟つぶやく。うっすらと開いた口からは、鋭するどい牙きばが姿を見せていた。

「何の準備だよ？　番号なし」

「もちろん、あのカミラに嚙かみ付つく準備に決まってるわ」

　カミラ３と言わないのは、番号を知らないからだ。

「フン、またお前がおいしいとこだけ持ってくのかよ」

「仕方ないじゃない。アナタはまだしばらくは動けないでしょ？　アタクシ様しかいないわ」

　二人がそんな会話をしている中、カミラ３は確実に追おい詰つめられていた。

　一度は霧きりとなり触しよく手しゆから逃のがれるも、実体化した瞬しゆん間かんに再び摑つかまれてしまう。

「手て強ごわい屍鬼戦士グールフアイターになるとは聞いてましたけど、まさかこれ程だったなんて……」

　変身した史し郎ろうが、叶かなう相手ではないとカミラ３は察した。

　できれば、触手の届かないはるか上空、体育館の外へと逃げ出してしまいたいところだったが、それは不可能だった。

　いまだ、外は昼の世界だ。飛び出したら最後、日の光の餌え食じきとなってしまう。

　自ら作り出してしまった校舎という牢ろう獄ごくに、カミラ３ははまってしまっていた。

「屍鬼戦士の制限時間まで逃げ切れるとは思えません。だったら……」

　カミラ３の瞳ひとみに、ある二人が映る。

「これです！」

　足首にからみつこうとする触手から、カミラ３は霧きりとなり逃のがれた。

　彼女が実体化をしたのは、カミラ７の背後だった。

　後ろから、カミラ７の肩をガッシリと摑つかむ。

「ちょっ、アナタ！　離れなさいよ！」

　爪つめを伸ばし飛びかかるカミラだったが、至近距離からのカミラ３の瞳の力によって吹っ飛ばされてしまった。

　体育館の壁かべへと叩たたき付つけられてしまう。

「カミラ７、貴方あなたを取り込ませてもらいます。《黒翼の怪鳥》を手に入れれば、あの屍鬼戦士にも負けませんからね」

「馬ば鹿か！　止めろ！」

　暴れるカミラ７だったが、今の彼女ではカミラ３を振ふり解ほどくことは難しい。

　霧になり逃れることさえ、不可能だった。

『待て!!』

　触しよく手しゆをウネウネさせながら史し郎ろうが駆かけ付つけようとするも、間に合いそうもなかった。

　カミラ３が大きく口を開いた。鋭するどい牙きばがニュッと伸びる。

　勢いよくその牙をカミラ７の首筋に突つき立たてようとした、その時だった。

　どこからか飛んできた光の帯が、カミラ３の顔面へと当たる。

「きゃあっ！」

　カミラ３が顔面を押さえて後ずさる。そこに、史郎が到着した。

　史郎の体当たりで吹っ飛ばされるカミラ３。体育館の壁かべへと叩たたき付つけられる。

　偶ぐう然ぜんにも、カミラが叩き付けられた壁のすぐ近くだった。

　当然、カミラもすぐ近くにいた。

「さっきはよくもやってくれたわね」

　カミラが大きく口を開く。鋭い牙をニュッと伸ばした。

「いただきます！」

　カミラ３の首筋に、カミラはその牙を突き立てたのだった。




　★




　カミラに嚙かみ付つかれ、カミラ３は消しよう滅めつした。

　それと同時に、操られていた生徒達がバタバタと倒たおれていく。

『みんな、大だい丈じよう夫ぶかな？』

　不安気に尋たずねる史郎に、

「大丈夫よ。みんなしばらくすれば目を覚ますわ。もちろんその時には、《狂乱のパン工房クレイジーベーカリー》によって刷すり込こまれた暗示も消えているはずよ。おそらく、その間の記き憶おくも残ってないことでしょうね」

　記憶が残らないと言うのは、正直ありがたかった。同じ学校の生徒を吸きゆう血けつ鬼きとして葬ほうむり去さろうとしていたなんて記憶、消えてしまった方がいいに決まっている。

　ホッとしている史郎に、カミラが今いま更さらながら尋ねる。

「ところで史郎。さっきのカミラは何番だったの？」

『え、ああ。カミラ３だよ』

「あ、そうなの」

　ここで、ようやくカミラは自分が倒した敵の番号を知った。

「番号なし。助かったぜ」

　幾いく分ぶん回復したのだろう。カミラ７が立ち上がり、カミラに顔を向ける。

「オレが嚙まれそうになってた時、助けてくれたのってオマエだろ？」

「えっ、何のことよ？」

「だから、何か光みたいなの当てて３番のヤツを怯ひるませたろ？」

　そう言われたカミラはキョトンとしている。

「アタクシ様、そんなの知らないわよ。第一、アタクシ様はカミラ３の後ろ側にいたのよ。そんなことできるはずがないじゃない」

「えっ、じゃああれは誰だれがやったんだよ？　シロー、オマエじゃねーよな？」

　カミラ７が史し郎ろうに尋たずねる。

　もちろん史郎でもなかった。触しよく手しゆは出せても、そんな光を出すような能力は持っていない。

　カミラでもない。そして史郎でもない。となると、該がい当とうする人物は一人しかいなかった。

　史郎はゆっくりと瑞樹に目を向ける。大きな懐かい中ちゆう電でん灯とうのような物を胸に抱かかえ、瑞樹は立っていた。

　吸きゆう血けつ鬼き裁判の時、羽は佐ざ間まが使っていた紫し外がい線せんライトだった。

（皇すめらぎ先せん輩ぱいがカミラ３を怯ひるませてくれたのか）

　史郎は瑞樹へと歩み寄った。

『皇先輩、ありがとうございます。助かりました』

　ガラガラとした声でお礼を言う。

「無我夢中でやっただけよ。通用したみたいで良かったわ。それに、お礼を言わなきゃならないのは私の方よ。助けてもらったんだから」

　だけど！　と瑞樹は力強く叫さけんだ。

「分からないことだらけよ！　今こそ、全部全部説明してもらうから！　高こう坂さかくん、その姿は何？　きみの体に一体何が起こったの？」

　史郎は、いまだ自分が屍鬼戦士グールフアイターの姿であることに気付く。触手も出っぱなしだった。

　しかも、触手はウネウネとしながら瑞樹へとその先を伸ばそうとしていた。

　なかなか便利な触手だが、史郎の意志とは無関係に女の子の体をまさぐるという困った習性がある。

（こら！　駄だ目めだ！　止めろ！）

　史郎は必死になって触手に引っ込むように念じる。

　幸いなことに、触手は自然と引っ込んだ。同時に、史郎の体も元へと戻る。

《鮮血の口づけブラツデイーキス》の効果が切れたのだ。

（良かった）

　ホッとする史郎だったが、困った状じよう況きようは現在進行形だった。

　瑞樹はさらに激しく追求する。

「パン屋の女の子は何者なの？　本物の吸血鬼なの？　カミラちゃんもなの？」

　それから、瑞樹は不安を込め尋ねた。

「うちのカミラも……関係があるの？」

「それは……」

　史し郎ろうは大いに口ごもる。

　ここまで来てしまっては、適当な言葉で誤ご魔ま化かすなんて不可能だ。

　助けを求めるように、史郎はカミラへと目を向ける。

「ア、アタクシ様には無理よ！　満足に催さい眠みん術じゆつを使えないんだから」

　あたふたとカミラが言った。

「カミラ７、アナタが何とかしなさいよ」

「無理だぜ。今はそんな気力もねーからな」

　カミラ７が首を振る。

「シロー、適当に誤魔化しといてくれよ」

「そんな、無理だって」

「高こう坂さかくん、答えて！　答えなさい！」

　そんな、小さな修しゆ羅ら場ばが繰くり広ひろげられていた時だった。

「はい、そこまでですわ。瑞樹」

　落ち着いた声と共に姿を現したのは、貴族服を着た美少女。

　カミラ10だった。

「カミラ！」

　激しく質問をしようとする瑞樹の目を、カミラはしっかりと見つめた。

「瑞樹、わたくしの瞳ひとみを見て。そうすれば、謎なぞも解けますわよ」

「謎も解けるって……」

　すぐに瑞樹に異変が起こる。全身から力が抜ぬけ、崩くずれるようにして倒たおれる。

　カミラ10は、その体を軽々と受け止めた。

「カミラ10、アナタ、どうして？」

「どうしてって、電話で史郎さんのピンチを知らせてきたのはカミラさんではありませんか」

　瑞樹を抱だきかかえながら、カミラ10が答える。

「急いで瑞樹の家の人間に催眠術をかけ、ＵＶカットシートを張はり巡めぐらせた車を用意させ駆かけ付つけて来ましたのよ。まさか、カミラさん達の方が早く来ているとは思いもしませんでしたけど」

　カミラ10はあたりを見み渡わたした。

「この様子では、カミラ・ナンバーズの襲しゆう撃げきをどうやら無事に退けられたようですわね。ホッとしましたわ」

「まあ、これで一件落着ってことよね。ゴミ袋ぶくろの中にまで入って駆け付けた甲斐かいがあったわ」

　大きく伸びをし、カミラが言った。

「カミラ、カミラ７、ありがとう。おかげで助かったよ」

　史し郎ろうがお礼を言うと、二人は少し照てれ臭くさそうな顔をする。

「何だか悔くやしいですわね。もっと早く来るべきでしたわ」

　そんなことを呟つぶやくカミラ10に、史郎は尋たずねた。

「でも、カミラ10。皇すめらぎ先せん輩ぱい、大だい丈じよう夫ぶなのか？　後でちゃんと説明をしたりするの？」

「そんなことはいたしませんわ。真相を知られると厄やつ介かいですもの。念入りに催さい眠みん術じゆつをかけ、今回の記き憶おくは全部消させてもらいますわ」

　そんな時だった。倒れていた生徒達から、あ[image: ～][image: ～]とか、う[image: ～][image: ～]といった声が漏もれ始める。

「皆、目を覚ます！」

　史郎は少々慌あわてた。

　たとえ暗示が消え、そして記憶が失われていたとしても、教師も含めた学校中の人間が体育館に集まっているという不可解な状じよう況きようは変えられない。

　しかも、物騒な杭くいが散乱している状態だった。

　生徒達は大いに困こん惑わく、混乱をすることだろう。

　それを心配する史郎だったが、

「史郎さん。安心してください。敏びん腕わん生徒会長にかかれば、これぐらいの騒そう動どう簡単に収められますわよ」

　カミラ10は、抱だきかかえていた瑞樹みずきに優しく声をかける。

「瑞樹、瑞樹、起きて。ねえ、瑞樹」

　瑞樹がゆっくりと瞳ひとみを開ける。まだ先程のカミラ10の催眠術が残った、半はん覚かく醒せいの状態だった。

　カミラ10は、怪あやしく輝かがやく瞳で瑞樹の瞳を覗のぞきつつ、言葉を並べた。

「瑞樹、今日は生徒会主導で行われた防犯訓練でしたの。学校が暴徒に襲おそわれることを想定した大規模なものでしたわ」

「今日は生徒会主導で行われた防犯訓練。学校が暴徒に襲われることを想定した大規模なもの」

　カミラ10の言葉を、瑞樹が復唱をする。

「それ以外のことは、貴方あなたは知らない。すべて、忘れてしまった。いいですわね？」

「それ以外のことは、私は知らない。すべて、忘れてしまった」

　再度の復唱に、カミラ10は満足気に頷うなずいた。

「さ、カミラさん。カミラ７。この場を後にしますわよ」

　同時に、史郎がその場にうずくまった。屍鬼戦士化グールフアイターの副作用である筋肉痛が始まってしまったのだ。

「イタタタタタタタタ」

　悲鳴を上げる史郎を見て、カミラがため息をつく。

「史郎も連れていくしかなさそうね。さすがに、こんなの置いとけないから」




　★




　一人、また一人と生徒、そして教師達が目を覚ましていく。

　体育館にいることに、一同は困こん惑わくする。

「あれ？　俺おれ達どうしてこんな所に？」

「何これ、尖とがったスチールパイプなんて持ってるわ。一体どういうことなの？」

　困惑する中、

「はい、皆さん落ち着いてください」

　よくとおる声が響ひびく。檀だん上じように立つのは他ならぬ、皇すめらぎ瑞樹みずきだった。

「お忘れですか？　今日は、生徒会主導で行われた防犯訓練。学校が暴徒に襲おそわれた時のことを想定した大規模なものでした」

　催さい眠みん術じゆつから覚めたばかり。また、信しん頼らいする生徒会長、瑞樹の言葉とあって、この言葉は生徒達の胸にストンと落ちる。

「そう言われれば、そんな気がするぞ」

「そうだ、確かに防犯訓練だ！　窓を板で塞ふさいで、バリケードとか作った覚えがあるぜ！」

「何か、すっごくいいものが見られそうで見れなかった残念な気持ちもあるんだけど……何だろーな？　これ？」

　首を傾かしげる生徒もいる。それが、皇瑞樹のＦカップのおっぱいだと言うことに気付く日は永遠に来ないだろう。

「はい、これで防犯訓練はおしまい。これから後片づけを始めるわよ！」

　瑞樹の言葉に、生徒達は素直に動き始めたのだった。




　★




　校舎の日ひ陰かげへと止められた黒いバンに、カミラ、カミラ10、カミラ７は乗り込んだ。

　もちろん史し郎ろうも一いつ緒しよだ。カミラとカミラ10によって荷物のように運ばれている。

　ドアが閉められる。窓ガラスにＵＶカットのシートが何重にも張られた車内は、かなり薄暗くなっていた。

　カミラ10が運転手に行く先を告げ、先に史郎のマンションに寄ってそれから瑞樹の屋や敷しきへと向かうというルートだ。

　カミラ10の催眠術の餌え食じきになっている運転手は、静かに頷うなずき車を発進させた。

「ふう、これで一息つけるわね」

「こんな車を用意できるって言うなら、オレ、あんな無む謀ぼうなことしなかったのによ」

「アタクシ様も、ゴミ袋ぶくろになんか入らなかったわ。まるでゴミになった気分だったわよ」

「あら、カミラさんはもともと掃そう除じ機きの中から復活した身なのですから、ゴミ袋がお似合いなのでは？」

「言ったわね！　カミラ10！」

　二人がしょーもない言い争いをしている中、筋肉痛で苦しんでいた史し郎ろうが何かを訴うつたえる。

「いたたたたた、カミラ、いたたたたた10に、いたたたたた聞きたたたたたたたいたたたたたこととととととと」

「シローの奴やつ、10番に何か聞きたいことがあるみたいだぜ」

　カミラ７がそう通訳する。

「わたくしに？　何ですの？」

「す、皇すめらぎ先せん輩ぱいに、イタタタタタ、かけたたたたたた催さい眠みん術じゆつ、だ、だだだだいじょうぶなのかいたたたたたた」

「瑞樹みずきにかけた催眠術が大だい丈じよう夫ぶかってことですわね」

　カミラ10は、心配いらないと頷うなずいて見せた。

「わたくし、催眠術は得意ですのよ。断言してもいいですわ。今日起こった出来事に関して、瑞樹がそれを思い出すことはありません！」

　だた、とカミラ10は付け加える。

「もともと瑞樹にはわたくしを留学生だと思い込ませる催眠術をかけていましたわ。言わば、催眠術が重複してしまったことになります。その影えい響きようで、ちょっとした記き憶おくの断片が夢に出るぐらいのことはあるかもしれませんわね」

　ニッコリと笑い、カミラ10は史郎に言った。

「でも、たかが夢ですわよ。それも、正確な断片ではなくいろいろなものが入り混じってドリーム化されたものですわ。だから、何の心配もありませんわよ。史郎さん」
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　翌日の学校だった。

　まだまだ絶賛筋肉痛の体を引きずるようにして、史郎は学校へとやって来ていた。

　学校がどうなっているのか、心配で様子を見に来たかったのだ。

　しかし、心配する必要はなかった。

　学校は、びっくりするぐらいいつもどおり。

　窓や出入口を塞ふさいでいた木の板も、すべて撤てつ去きよされている。

「それにしても、昨日の防犯訓練、すごかったな？」

「学校中の窓を塞いでバリケードにするんだからな。映画みたいで楽しかったぜ」

　あくまで防犯訓練ということで皆が納得してくれたようだ。

　もちろんベストな展開だが、吸きゆう血けつ鬼きとして処しよ刑けいされそうになっていた史し郎ろうとしては釈しやく然ぜんとしないものもある。

（いや、みんな忘れててくれてありがたいんだけどさ。でも、それでも一言ぐらい謝ってくれたっていいような）

　そんなことを考えつつ、二時限目の休み時間、移動教室のため校舎の階段を上っていた時だった。

　踊おどり場ばにて、史郎はバッタリと瑞樹みずきと遭そう遇ぐうする。

「あっ、高こう坂さかくん」

「皇すめらぎ先せん輩ぱい、こんにちは」

　史郎は慌あわてて頭を下げる。

「昨日は、本当にありがとうございました」

「昨日？」

　瑞樹がキョトンとした顔をする。

（あっ、そっか。昨日のことはもう忘れてるんだっけ）

　ホッとする史郎。だけど、どこか寂さみしいような気もした。

　二人して苦難を乗り越えたあの出来事が、なかったことにされてしまうのがもったいないような気がしたのだ。

　かと言って、思い出されてしまっても厄やつ介かいなのは分かっている。また質問攻ぜめにされても困ってしまうのだから。

「ははは、何でもありません。こっちのことですから、気にしないでください」

　そこで、史郎は昨日のカミラ10の言葉を思い出す。




『ちょっとした記き憶おくの断片が夢に出るぐらいのことはあるかもしれませんわね』




「あの、皇先輩。ちょっと聞くんですけど」

　瑞樹の顔をまじまじと見つめ、史郎は尋たずねた。

「昨晩、夢とか見ませんでしたよね？　ちょっとバイオレンスな夢とかなんですけど」

「えっ、夢？」

　聞き返す瑞樹に、史郎は慌てて首を振った。

「いえ、何でもありません。変なこと聞いてすみませんでした！」

　軽く頭を下げると、史郎は逃げるようにして階段を駆かけ上あがった。

「あっ、ちょっと！　高坂くん！」

　瑞樹が呼び止めるも、声は届かない。

「高こう坂さかくん、どうして私に夢のことなんか尋たずねたの？　あの夢のことを知ってたんじゃ？」

　一いつ瞬しゆん深刻そうになるも、

「まさかね、そんなことあるはずないわ」

　軽く笑いながら、瑞樹みずきは昨晩見た夢の内容を思い浮かべた。







　ドレス姿の自分。空中に浮かぶ恐おそろしい顔の魔ま女じよ。その魔女の合図で、地中から這はい上あがってくるのは無数のゾンビ達だ。

　大体、この学校の全校生徒ぐらいの数があったことを記き憶おくしている。

　そんなゾンビ達から瑞樹を守ったのは一人の騎き士しだった。最後、甲かつ冑ちゆうを外はずした後にあったその顔は……。







　思い出すだけで、瑞樹は胸がドキドキするのを感じた。

　正直に言うなら、踊おどり場ばで史し郎ろうと出くわした時からドキドキは始まっている。見つめられた時には、顔が赤くなってしまうのではないかと慌あわててしまった程だった。

「ああ、もうっ！　私ったらどうかしてるわ！　いくら、夢で高坂くんがピンチを助けてくれたからって。こんな、意識するなんて変よ」

　両りよう頰ほほをピシャリと叩たたく。

「こんなの一時の気の迷い。ただの夢なんだから、おかしな気持ちは早く忘れなきゃね。大体どうして高坂くんなの？　単なる後こう輩はいの男の子なのに」

　そう呟つぶやき、瑞樹は自分の教室へと向かっていく。

　かなり脚色はされているが、瑞樹の見た夢は昨日の出来事の断片だ。

　史郎によって助けられたのは、紛まぎれもない事実だった。

　自らの危険を知りながら、公開ストリップショーをさせられていた瑞樹を助けに来たこと。

　最後には、怪かい物ぶつに変身し迫る生徒達を蹴け散ちらしたこと。

　詳しよう細さいは蘇よみがえらずとも、その時感じた喜びや感謝の心はしっかりと瑞樹の心に宿ってしまっている。

　恋の芽め生ばえへと繫つながるのも不思議ではなかった。

　今後、この芽があっさりと枯かれるのか？

　それとも、日を追うごとに成長しやがて大輪の花を咲せるのか？

　それはまだ、誰だれにも分からなかった。










　　　　　あとがき




　また、新たな呪のろわれた能力が出てきました。

　カミラ４の《闇聖母の子守歌ダークマムララバイ》と、カミラ３の、《狂乱のパン工房クレイジーベーカリー》です。

　子守歌で人間を赤ちゃんにしてしまう能力と、パンを食べさせて人間を洗脳してしまう能力。

　一見、戦せん闘とうには使いづらい能力を、カミラ４とカミラ３がどう活用するのか？　それを考えるのはなかなか楽しかったです。

　しかし、呪われた能力が出で揃そろってくるに従ってしみじみと思います。

　トリッキーな能力が多いな……って。

　実は、当初考えていた呪われた能力はもっと直接戦闘に使えるような能力ばかりでした。

　例えば、




《蛇女王の眼差しゴルゴンゲイズ》　　　（視線で敵を石に変える）

《死へと誘う霧フオグザデス》　　　　（毒どく霧ぎりとなって敵をしとめる）

《血に染まった髪ブラツデイーブロンド》　　　（髪の毛を刃へと変えて敵を切きり裂さく）




　といった感じです。

　ただ、直接戦闘の能力だとバトルシーンがメインになってしまいそうで、話の展開のことを考えるとひと癖くせもふた癖もある能力の方が面白いかなと思い現在の形になりました。

　個人的には、トリッキーな能力は大好きです。

　残っているカミラ・ナンバーズ達の能力も、面白いものにできたらなと思います。

　ここで一つお知らせが。

　この『ダスティー☆ヴァンパイアガール』ですが、12月発売の「電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ　Ｖｏｌ．47」から続きを連載することになりました。

　全四回で、完結まで行く予定です。

　最終的にカミラゲームに勝利するのは誰だれなのか？

　極悪の吸きゆう血けつ鬼き、カミラ・ドランディーゲ・トルコトーン・スイツクスゾールは最後には復活してしまうのか？

　史し郎ろうとカミラの関係はどうなってしまうのか？

　気になるという方は、「電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ」を書店で手に取っていただけると嬉うれしく思います。

　それではでは。





阿あ智ち太た郎ろう
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阿あ智ち太た郎ろう

出身地はキレイな星空を売り出し中の長野県阿智村。

手に顔を描くのは不安な気持ちを和らげるため。打ち合わせ前によくやっている。
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イラスト／IsII

東京都在住の漫画家・イラストレーター。実は水族館が好きです。薄暗い照明の中ぼーっと魚を眺めていると落ち着きます。考え事にも最適！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「阿智太郎先生」係

「IsII先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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